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【電子用ＳＳ】一八番窓口にて










《　序幕　一八番窓口　》




　僕が生まれ育ったカサド村には娯楽がなかった。

　山奥の尾根にある高地の小さな集落で、住人は全員顔見知りだ。見晴らしこそいいものの、そこから見えるのは山、山、山……。

　あの山々を越えた向こうには王都があるらしいのに、どうして昔のひとはこんな山奥に住むことにしたのだろう。せめて王都が見える場所に住みたかった。

　秘境にあるおかげで危険な生き物も寄りつかないし、平和に暮らせるのはとても幸運なことなんだよ――と村長さんに言われたけれど、段々畑を手入れしたり、家畜の世話をするだけの日々は、ものすごく退屈だ。

　平和が嫌いなわけじゃないけど、もうちょっと人生に刺激がほしかった。

　そんなある日、村に旅人がやってきた。手の甲に花びらの紋様を持つ旅人のオニキスさんは、冒険者という聞き慣れない職業に就いていた。

「オニキスさん、冒険者って？」

「なんだ坊主、冒険者を知らないのか？　冒険者ってのはな、世界一危険な仕事だぜ」

「世界一危険な!?　そ、それってどんな仕事なの!?」

　刺激的なワードに興味を示す僕に、オニキスさんは楽しそうに冒ぼう険けん譚たんを聞かせてくれた。

　平和なこの村では見たことがないけれど、世界には魔獣という危険な生き物がいるようで、冒険者は命懸けで魔獣と戦っているのだとか。

　火を噴ふく巨竜。

　山の如き巨兵。

　海を這はう海竜。

　そうした禍まが々まがしい魔獣と死闘を繰り広げ、多くの人々に称賛され、戦友と勝利の美酒を酌み交わす――

「冒険者、怖っ……」

「ぜったい村から出ないようにしよ……」

　一緒に話を聞いていた友達は身を震わせていたけれど、僕は違った。

「僕、冒険者になる！　なりたい！　いますぐに！」

　この村ではぜったいに味わえない刺激に満ちた冒険譚に、わくわくせずにはいられなかった。

　冒険者として世界を旅して、魔獣とスリリングな戦いを繰り広げ、功績を上げて英雄になり、いつの日か歴史に僕の名を――ジェイドの名を刻みたい！

「そんなに冒険者になりたいのか。勇敢な坊主だな。歳はいくつだ？」

「一○歳！」

「だったら、あと二年の辛抱だな。そうすりゃ冒険者になれるさ」

　どうやら一二歳になれば誰でも冒険者になれるみたい。

　問題は家族の説得だ。案の定、僕が危険な仕事に就くことに父さんも母さんも大反対だったけど……

「わかった、わかった。もう反対はしない」

「だけどぜったいに死ぬんじゃないよ」

　二年近い説得が実を結び、ついに賛成してくれた。

　その日から旅立ちまではあっという間だった。

　一二歳になれば冒険者になれるのだ。僕は一日でも早く冒険者になりたくて、一二歳になる前にカサド村を出た。




◆




　何日も前にカサド村を出発したのに、王都にたどりついたのは、一二歳の誕生日当日だった。僕が想像していた以上に、カサド村は秘境にあったのだ。

　生まれて初めての長旅だ。へとへとになってしまったけど……王都にたどりついた途端、そんな疲れは吹き飛んだ。

「すごい……すごいすごいっ！」

　ここまでの道中に寄った町もカサド村とは違っていたけど、王都は別格だ。賑にぎわいがまるで違う。建物だってどれもこれも背が高いし、道行くひとの服装も、なんだかオシャレに見えてきた。

「僕、王都に来たんだ……」

　物心ついた頃から王都は憧れの町だった。……だけど、カサド村とはまるで違う光景を見ていると、生まれ故郷を遠く離れた実感が急に湧いてきて、心細くなってしまう。

　家族にも言われたけど、べつに遠く離れた王都を訪れる必要はなかった。ここまでの道中に立ち寄った町にもギルドはあったから。

　でも、どうせなら最初の依頼は国一番のギルドで受けたかったのだ。

　知り合いのいない環境で暮らすのは不安だけど……ずっと憧れていた冒険者になれるのだと思うと、高揚感が湧いてくる。

「よーし、頑張るぞ！」

　頬を叩たたいて気合いを入れ、通行人にギルドの場所をたずねると、とても親切に教えてくれた。言われた通りに大通りを進んでいると、荘厳な建物が目についた。ギルドだ！

　いよいよ始まるんだ、僕の――ジェイドの冒険が！

「失礼します……！」

　重厚な扉を開け、屋内へ。

　すごい！　さすがは国一番のギルド。外観からもわかってたけど、内装はかなり広々としている。壁際には窓口がずらりと並び、見るからに強そうな冒険者たちが列を作っていた。

　僕も早く依頼を受けたい！　……けどその前に、まずは冒険者の登録をしないといけないんだよね？

「すみません。冒険者になりたいんですけど……！」

　正面カウンターのお姉さんに声をかけてみる。

　ここで正解だったみたいだ。お姉さんはにこりとほほ笑んだ。

「こんにちは、小さな冒険者さん。冒険者になるには登録手数料として１００００ゴルが必要なんだけど、持ってるかな？」

「はい、持ってます！」

　家事の手伝いをしてコツコツ貯めたお金だ。僕にとって１００００ゴルは大金だけど、夢にまで見た冒険者になれるなら安いもの。

　お姉さんに１００００ゴルを支払ったことで、所持金が３０００ゴルになってしまった。

　ここへ来るまでに泊まった宿屋の相場は、一泊３０００ゴル。王都だともっと高くつくかもだし、今日中に依頼をクリアしないと野宿になっちゃうかも。

　野宿は野宿で冒険者っぽいし、べつに構わないんだけどね。

「それじゃあ、ここに必要事項を書いてくれるかな」

「はい！　ええっと……」




　名前：ジェイド・フィンクス

　年齢：一二歳

　出身：カサド村

　花紋：




　花紋フラワールーンの欄で手が止まる。

　僕はまだ自分の花紋を知らないのだ。

　これ、どうすればいいんだろ……。僕が困っていると、お姉さんが水晶玉を取り出した。

「この水晶玉に利き手で触れてくれるかな」

　言われた通りにすると、右手の甲が熱を帯び、紋様が浮き出てきた。

　花のつぼみに似た紋様――花紋だ。

「この形は強化系バランサーの花紋だね」

「強化系……」

「きみも攻撃系アタッカーがよかったのかな？」

　お姉さんは同情するように言った。

　冒険者の証である花紋には『攻撃系』『防御系ガードナー』『強化系』『補助系サポーター』の四系統が存在する。

　そして冒険者の花形は、ど派手な魔法を扱う攻撃系。お姉さんが言うように、理想を言えば僕も攻撃系がよかった。

　ただ、強化系が嫌なわけじゃない。

　身体能力や武器なんかを強化するだけなので派手さはないし、接近戦しかできないので魔獣との戦いでは常に危険がつきまとうけど、スリルは望むところだ。

「花紋って、魔獣を倒せば花が咲くんですよね？」

「うん、そうだよ。あそこにいる強そうなお兄さんも、向こうの強そうなお姉さんも、最初はきみと同じつぼみクラスだったんだよ」

　お兄さんの手の甲には四枚の花びら。お姉さんの手の甲には、なんと五枚の花びらが浮いていた。

「すごい……歴戦の冒険者だ……」

　花紋を成長させるには、魔獣を倒さなくてはならない。

　魔獣を倒すと魔素エーテルという黒い煙が発生し、それが花紋に吸いこまれ、成長を促すのだ。

　最初はつぼみ、次に一枚、次に二枚と花びらが増え、それに伴って系統の力も上がっていく。八やつ花ばな以上の冒険者ともなれば英雄の仲間入りだ。

　血湧き肉躍る冒険の果てに、僕も英雄になってみせる！

「頑張ってたくさんの花を咲かせてね、小さな冒険者さん」

「はい！　頑張ります！」

　お姉さんにエールをもらい、僕はいよいよ窓口へ。

　さすがは国一番のギルドだけあっていっぱいあるな。どの窓口にするか迷っちゃうよ。

　まあでも、どこで受けても依頼は同じだよね。早く冒険に出たいし、一番空いてるところにしよっと。

　ええと、一番列が短いのは……ここか。

　僕は一八番窓口に並んだ。

　さくさく列が進んでいき、ついに順番がまわってくる。

　いよいよ始まるんだ、僕の血湧き肉躍る冒険が――！

「はじめまして、ジェイドです！　つぼみクラスのクエストを受けに……」

　息を呑のみ、目を奪われる。




　……ものすごく可愛かったのだ。受付のお姉さんが。




　僕より二歳くらい年上だろうか。

　青みがかった髪に、眠そうな垂れ目の瞳。

　ミルクみたいな白い肌に、幼さの残る美貌。

　華きゃ奢しゃで、儚はかなげで、まるで天使みたいで、あまりにも可愛すぎて……

「……」

　彼女を一目見た瞬間、僕の頭から『冒険者』の三文字は消えた。

　同時に『血湧き肉躍る冒険』の八文字も消えた。

　さらに『英雄』の二文字も、『成り上がり』の五文字も消えた。

　いまはもう彼女のことしか考えられない！

　僕はドキドキしながら彼女の名札を見る。受付嬢さん、ガーネットさんっていうのか……。名前まで素敵だ……。

「……どうかなさいましたか？」

「い、いえ、その……」

　ど、どうしよう。声まで可愛い……。

　淡々とした澄んだ声で話しかけられ、顔に火がついたのかと思った。胸もドキドキ高鳴っている。こんなに緊張したのは生まれて初めてだ……。

　ガーネットさんの顔を直視できず、うつむきがちになっていると、カウンターに薄い冊子が置かれた。
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　そして年下を気遣うように、そっと声をかけてくる。

「つぼみクラス用のクエストはこちらになりますが……」

「あ、えと、じゃあ、その……こ、これで！」

「スライムの討伐ですね。ではクエストを達成しましたら、スライムの魔石をこちらの窓口へお持ちください」

「わかりました！」

　早くクエストをクリアしたい！

　そしてガーネットさんとおしゃべりしたい！

　窓口越しだと事務的な会話しかできないけど、何度も顔を合わせているうちに自然と仲良くなれるはず！

　僕はギルドを飛び出した。無我夢中で王都を駆ける。早く魔獣を倒して窓口に戻りたい――

「っと、そうだ」

　花紋を手に入れたし、僕も魔法を使えるんだった。早くガーネットさんに会いたい一心で、さっそく身体能力を強化してみる。

　――脚力を強化したい！

　そう強く念じると、両脚がぼうっと熱くなった。つぼみクラスだからか、劇的な変化はないけれど、いつもより速くなっているのは間違いなかった。

　風のような速さとはいかないにしても、大人顔負けのスピードで町を出る。そのまま街道を走っていると、ちょっと道を逸れた草むらに半透明のぶよっとしたものがあった。

　スライムだ。

　僕は父さんから譲り受けた短剣を抜き、ゼリー状の魔獣に叩きつける。

　ぶよんっ！

　攻撃が弾かれてしまった。スライムの体当たりを避けつつ何度か叩きつけてみたが、まるで効果なしだ。

「ん？」

　よく見ると、スライムの体内には小石があった。

　……そうだった。魔獣には核となる魔石があって、それを壊したら一撃で倒せるんだった。

　魔石を傷つけると報酬が減っちゃうけど、お金なんか二の次三の次だ。

　いまはとにかくガーネットさんとおしゃべりしたい！

「くらえ！」

　今度は斬りつけるのではなく突きで攻撃。短剣がスライムに突き刺さり、魔石にヒット。

　その途端、スライムはぶくぶくと泡を立てて消滅。そして、黒い煙がうっすらと出てきた。

「これが魔素か……」

　魔素は魔獣にとって力の源で、目には見えないけど空気中にも漂っている。

　強力な魔獣はかなりの魔素を取り込んでるので、倒すと一面が真っ黒に染まるらしいけど、スライムは弱いのでちょっとしか魔素が出てこなかった。

　なんにせよ――

「よし！　これで話せるぞ！」

　依頼は達成！　これでガーネットさんとおしゃべりできる！

　僕は魔石を拾い上げるとギルドへ舞い戻り、一八番窓口のガーネットさんに渡す。

「こ、これっ！　達成しました！」

「お名前は？」

「ジェイドです！」

「少々お待ちください。……スライム討伐のクエストですね。では拝見します」

　ガーネットさんは右手で魔石をにぎにぎする。

　彼女の手の甲には、一つ花の紋様が浮いていた。

　補助系の魔法で、魔石が本物かどうかを鑑定しているみたいだ。

　ほんの数秒で鑑定を終えたらしく、テーブルにそっとコインを置く。

「こちらスライム討伐の報酬になります。ひびが入ってますので、ギルドの規定に則り半額の５００ゴルとなります」

「ありがとうございます！　それでですね、このまま次の依頼を受けたいんですけど！」

「つぼみ用のクエストはこちらになります」

「じゃあこれを！」

　僕はさっきと同じスライム討伐のクエストを受け、クリアすると一八番窓口へ舞い戻った。ガーネットさんと事務的な会話をして、再びクエストを受け、大急ぎでクリアすると、一八番窓口へ。

　次の日も、その次の日も、僕は休むことなくクエストを受け続けた。

　ガーネットさんと仲良くなるために、雨の日も風の日もクエスト三昧の日々を繰り返す。

　クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ。クエストを受け、クリアして、一八番窓口へ――……




　そして、一〇年の月日が過ぎた。










《　第一幕　無欲の英雄　》




　山を背にした自然豊かな小さな町が、いままさに滅びのときを迎えようとしていた。

　朝日が昇って間もない頃だ。いつもは小鳥のさえずりに目覚める町の人々は突然の地響きに跳ね起き、何事かと家を飛び出して絶句した。

　……地平線の彼方から、山が迫ってきていたから。

　だが、それは山ではなかった。よく見れば山には足がついており、おまけに手もあり、顔もある。

　それはゴーレムだった。

　彼らはゴーレムをその目で見たことはなかった。だが、その怖ろしさについてはおとぎ話で知っている。

　たとえおとぎ話を知らずとも、津波の如き土煙を巻き上げ、大地を震わせながら猛然と迫るそれを目にすれば、嫌でも怖ろしさがわかる。

　地鳴りとともに巨体が迫り来る。朝日を遮り、緑豊かな大地が黒く染まっていく様を見て、その町に住まう人々は世界の終しゅう焉えんを予感した。

　だが――




「安心しなさい！　我々がついている！」




　幸いにも、町には数日前からふたりの冒険者が滞在していた。町の裏山に潜む魔獣を倒してくれた冒険者だ。

　しかも内ひとりは、手の甲に七つの花びらを持つ男である。

　白髪まじりの老いた風体でありつつも、数多の戦場を乗り越えた歴戦の戦士を彷ほう彿ふつとさせる凜りんとした佇たたずまい。

　彼こそが他国にもその名を轟とどろかせる七つ花クラスの冒険者――ロージンであった。

「みなさんは私たちが守ります！」

　さらにその脇を固めるのは、ロージンの孫娘。ロージンの血を濃く受け継ぎ、齢一九にして五つ花クラスにまで至った才能溢あふれる冒険者――マーゴである。

「ゴーレムは我々が引き受ける！」

「みなさんは山へ逃げてください！」

　ロージンとマーゴは先日、山を根城にした魔獣を倒したばかりだ。ふたりの実力は知られており、山の安全も確認済み。町の人々はふたりの言葉を信用し、多少は安心した様子で山へと避難していった。

　ロージンたちは避難誘導を済ませると、迅速に行動を開始する。

　町の外へ出るなり、ロージンは迫り来るゴーレムを見据え、両手を天にかざした。

「マーゴよ、すべての力を私に捧ささげるのだ！」

「すべての!?　もしものときに備えて余力は残しておいたほうがいいんじゃ……」

「あれは手加減して敵かなうような敵ではない！　我らが全身全霊をもって相手をせねばけっして勝てぬ魔獣だ！」

「わ、わかった！　私の力、受け取って！」

　マーゴの補助魔法【マナゲイン】によってロージンの魔力が強化される。

　一時的にだが八つ花クラスの力を得たロージンは両の手に力をこめた。すると彼の手の甲に宿る花紋と同じ魔法陣が展開され、尖せん塔とうの如き氷柱が出現。刺すような冷気が放たれ、痛みを感じるほどだった。

　氷雪系の攻撃魔法を得意とするロージンによる、一撃必殺の【アイスランス】だ。

「砕け散るがいい！」

　びゅわっ！　と冷風とともに氷柱が放たれる。大地を凍てつかせながら放たれたそれは迫り来るゴーレムの腹部に直撃し、そして――

「馬鹿な！　無傷だと!?」

　ゴーレムは倒れず、よろけることも立ち止まることもなく、何事もなかったように前進してくる。

「マーゴ！　逃げろ！」

「に、逃げろって、おじいちゃんはどうするの!?」

「私はおとりになる！　お前はみんなと逃げろ！」

「そ、そんな！　嫌だよッ！　最期までおじいちゃんと戦う！　お父さんもお母さんもいなくなったのに……おじいちゃんまでいなくなったら、ひとりぼっちになっちゃうもん！」

「ならん！　マーゴよ、お前はまだ若い！　生きて力をつけるのだ！　そして世のためひとのために――」




　バゴオオオオオオオオオオオオオン！！！！




　いきなりゴーレムが爆散した。

「「えええええええええええええええええええええ!?」」

　ガラガラと音を立てて崩壊するゴーレムを目の当たりにしたロージンとマーゴは、びっくりして膝から崩れ落ちてしまう。

「お、おじいちゃん、必殺技とか使った!?」

「そ、そんな都合のいい技など持ちあわせておらん！」

「だ、だったらどうしてゴーレムは粉々になったの!?」

「さ、さあ……」

　本当に、なぜゴーレムは急に砕け散ったのだろう。

　ロージンの【アイスランス】が巨体に亀裂を走らせていたのだとしても、あんなふうに粉々にはならないだろうに……。

「むっ！　あれは……」

　困惑するロージンの目が、こちらへ駆け寄る人影を捉えた。

　赤茶けた髪に、優しげな顔つきには不釣り合いな大剣。剣の柄にはドラゴンが象られているように見えた。

「まさか……」

　こちらへ迫る人影と同じ特徴を持つ人物に、ロージンは心当たりがあった。その正体が想像通りなら、ゴーレムが砕け散ったのも納得がいく。

　なぜなら彼は、彼こそが若くして冒険者の最高峰である十とつ花ばなクラスにまで上り詰めた――




◆




　山登りをしていたら、いきなり天と地がひっくり返った。

　山頂から真っ逆さまに落ちていき、大地に叩きつけられる。大小様々な岩が流星群のように降り注ぎ、押し潰されてしまったが、身体を強化しているので怪我どころか痛みすらない。

「げほっ、げほっ……いったいなにが……」

　土煙が舞うなか、空を見上げると、そこには岩石の巨兵が佇んでいた。

　それを目にした瞬間、僕は歓喜に打ち震える。

「やった！　ゴーレム発見！」

　見つけるのが難しいゴーレムを、こんなに早く発見できるとは。今日はついてるなぁ。

　山のように大きな魔獣を見つけるのが困難だなんて変な話だけど、それには当然わけがある。

　というのも、ゴーレムは巨体のせいでエネルギーの消費が激しいようで、一日暴れまわると数百年の眠りにつくのだ。

　そのまま放置すればゴーレムから草木が生え、長い年月をかけて山になる。そうなればもうどれが山でどれがゴーレムなのか見分けがつかなくなってしまう。

　そして厄介なことに、今回僕が受けたクエストは、『サラシナ山脈に眠るゴーレムの討伐』というものだった。

　本音を言うと、ドラゴン退治のような縄張りがはっきりしている系のクエストがよかった。あれは行って倒して帰るだけなので、すぐにガーネットさんに会えるから。

　だけど受けちゃったものは仕方ない。

　そんなわけでサラシナ山脈のふもとを訪れた僕は、とりあえず山頂に登ってみることにした。そこからあたりを見渡したが、どれがゴーレムかわからないので、とにかく掘ってみることにした。

　ゴーレムだって魔獣だ。魔獣には核である魔石があり、それを砕けば討伐できる。

　山脈すべてを掘り返すのは途方もない作業だけど、目覚めるのを待つだけなのは時間の無駄だからね。

　まあ掘る必要はなくなったんだけど。大地に剣を突き立てた瞬間、天と地がひっくり返ったから。

「あっ、ちょっと！　待って待って！　走らないで！」

　いつの間にかゴーレムが駆け出していた。僕は近くに転がっていた大きな岩を持ち上げると、猛スピードで走り去っていくゴーレムめがけてぶん投げた。

　バゴオオオオオオオオオオオオオン！！！！

「よしっ、命中！」

　飛び散った岩石のなかにきらりと光る石を発見。僕は大地を蹴って降り注ぐ土石の下へ潜り込み、その場で高々とジャンプした。ばこんっ、ばこんっ、と頭突きで岩を砕きつつ、大きな魔石をキャッチする。

　数十メートルの高さから着地するが、当然痛みはない。周囲に立ち込める魔素が花紋に吸い込まれていくが、これ以上の成長は見込めない。

　なにせ僕の花紋はとっくに満開――十つ花だから。

「よかったー。これで今日中にガーネットさんと話せ……ん？　あれって……」

　視界が晴れると、ゴーレムの残骸の向こうに小さな町が見えた。自然と一体化したような、美しい景観の町だ。

　こんなところにあんな町があったんだ。危ないところだったけど、間に合ってよかったよ。だけど……町は荒らされずに済んだけど、怪我人はいないよね？

　町を襲う前にゴーレムは討伐できたけど、石つぶてが飛んでいったかもしれないし、誰かにぶつかってないか念のため確認しておかないと。

　足を急がせると、町の外におじいさんと女の子が佇んでいた。見たところ外傷はなさそうだけど……

「すみません。怪我はしてませんか？」

「え、ええ、おかげさまで……」

「あのっ、ジェイド様ですよね？」

「ジェイドですけど……」

　名乗った瞬間、女の子が目を輝かせた。

「やっぱり！　じゃあゴーレムを倒したのも――」

「僕ですよ」

　認めると、女の子が興奮気味にその場でぴょんぴょん飛び跳ねた。

「すごい！　すごいすごいっ！　ゴーレムを粉々にしちゃうなんて！　あのっ、ジェイド様はどうやってゴーレムを倒したんですかっ？」

「岩を投げました」

「岩を!?　剣じゃなくてですか……？」

「剣は投げるものじゃないですからね」

「いえ、そういう意味ではなく……。てっきりジェイド様は剣を強化して戦うのかと」

　なるほど、勘違いするのも無理はない。

　僕の背中には、立派な剣があるからね。

「これは国に伝わる宝剣ですよ。十つ花クラスになった日に、ガーネ……ギルドの受付嬢から手渡されたんです。いわば記念品ですね」

　女の子がきょとんとする。

「どうして記念品を身につけてるんですか？」

「ジェイド殿は宝剣を身につけることで、自身を律しておられるのだろう。酒に溺れず、欲にまみれず、宝剣を持つに値する冒険者であらねばと」

　ものすごく好意的な解釈だ。

　それを聞いた女の子は感心したようにため息を吐いた。

「深い……」

　いや、全然深くないです。

　正しくは国王様からいただいたものだけど、ガーネットさんからのプレゼントだと考えて、肌身離さず身につけているだけです。

「とにかく怪我人はいないようでなによりです。じゃあ僕、王都に戻りますね」

「任務を終えて即帰還とは。さすがはジェイド殿ですな。私も見習わねば」

「私もジェイド様を見習います！　どうすればジェイド様みたいに強くなれますか!?」

「毎日休まずにクエストをこなし続ければ誰でもなれますよ」

「毎日ですか……。普通はひとつクエストをクリアしたら数日は休みたくなるんですけど……怪我だって避けられませんし」

「僕も駆け出しの頃はよく骨折しましたよ」

「なのにクエストを？　どうしてそこまで……」

「愛の力に決まっているだろう」

　ぎくっ。

「ど、どうして愛だと知ってるんですか!?」

　ガーネットさんへの想いは誰にも話してないのに！

「ふふ。だてに長生きはしていませんよ。民を愛する心、平和を愛する心がジェイド殿を駆りたてるのでしょうな」

　あ、ああ。愛ってそっちね。

　僕が「そんな感じです」と言うと、女の子は「深すぎる……」と感動するのだった。




◆




　ゴーレムを討伐したあと。

　脚力を強化したこともあり、その日のうちに王都に帰りつけたけど、すんなりギルドに直行とはいかなかった。

　大通りを小走りに駆けていると、大勢のひとに取り囲まれてしまったから。

「おかえりなさいジェイドさん！」

「クエスト達成お疲れ様です！」

　こうして親しげに呼び止められるのはいつものこと。一〇年間、ガーネットさんと話したい一心でギルド通いを続けた結果、気づけば町の人々から慕われるようになったのだ。

「今夜暇ですか？　よければうちの店でお食事でもどうでしょう！」

　そろそろ夕方。お腹が空き始める頃だけど、ギルドは日没とともに閉まるんだ。食事の前にガーネットさんに会い、次のクエストを受けておきたい。

「すみません。いますぐギルドに行きたいので、食事はまた今度でお願いします」

「おおっ！　さすがはジェイドさんっ！　もう働く必要なんてないのに、休まずにクエストを受けるなんて！　まさに冒険者の鑑ですね！」

「ジェイドさんが日夜働いてくださるおかげで、俺たち家族は安心して生活できます！」

「お役に立ててなによりです。では僕は急ぎますので、このあたりで失礼しますね」

　クエストの邪魔をしてはいけないと思ったのか、みんなは称賛の言葉を口にしながらも道を空けてくれた。

　広くなった大通りを駆け抜け、ギルドに入る。

「ジェイドさんだ！　ジェイドさんが来たぞ！」

　僕を見るなり、ギルドにいたひとたちが目を輝かせた。こちらへ駆け寄り、あっという間に取り囲まれる。

「ジェイドさん！　私、ジェイドさんのファンなんです！」

「俺もファンです！　ジェイドさんの活躍を聞いて冒険者になりました！」

「こらこら、道を塞いだらジェイドさんの迷惑になるだろう！」

「ジェイドさん、こっちの窓口が空いてますよ！」

「なんでしたら二階の特別窓口をご利用になっては？」

　特別窓口とは、ギルド二階にある七つ花クラス以上の冒険者しか利用できない窓口のことだ。僕も七つ花クラスに昇格した際に案内してもらったけど、利用したことは一度もない。

　僕にとっては、ガーネットさんがいる一般窓口こそが特別だからだ。

「いいなー、特別窓口。憧れなんだよ。すっげえ豪華な部屋らしいぜ」

「どんな部屋だったか感想聞かせてくださいよ！」

「いえ、僕は普通に一般窓口に並びますから……」

「すげえ！　十つ花クラスなのに一般窓口に並ぶなんて！　ジェイドさんみたいな偉ぶらない英雄、ほかに知らねえよ！」

「さすがは無欲の英雄様だ！　無欲の英雄バンザイ！」

「バンザーイ！　バンザーイ！　バンザーイ！」

　すっごい恥ずかしいんですけど！　褒めてもらえるのは嬉うれしいけど、ガーネットさんに変なひとだと思われないか心配だな……。

　ともあれ騒ぎも落ち着いたので、僕はいつものように一八番窓口の列に並ぶ。さくさく列が進んでいき――

「次の方、どうぞ」

　いよいよ僕の番がまわってきた。青みがかった髪の女の子――受付嬢のガーネットさんが、眠そうな瞳で僕を見つめてくる。

　彼女の視線を独り占めできる、この瞬間――。

　窓口越しにおしゃべりできる、この瞬間――。




　僕は、この瞬間を迎えるために生きている。




　ガーネットさんと出会って一〇年、事務的な会話しかしたことがない僕だけど、生きていてこの瞬間ほど幸せなひとときはない。

　僕は高鳴る鼓動をそのままに、ゴーレムの魔石を差し出した。

「これっ！　達成しました！」

「お名前は？」

「ジェイドです！」

「少々お待ちください。……ゴーレム討伐のクエストですね。それでは拝見します。……確認できました。こちら報酬５０００万ゴルの小切手になります」

　これを受け取れば、またガーネットさんとお別れだ。

　そう思うと憂鬱な気分になってしまうが、受け取らないと迷惑になってしまう。

　ガーネットさんの仕事の邪魔をするわけにはいかないよね。

　テーブル上を滑らせるように差し出された小切手を、僕は受け取ろうとして――

　つん。

「――っ！」

　うわあああああ！　ガーネットさんの指先が僕の手に触れたああああああ!?

　ナイス小切手！　ありがとう！　きみのおかげでガーネットさんと触れ合えたよっ！　換金せずに一生の宝物にするよ！

「どうも小切手ありがとうございます！　それでですね、このまま次の依頼を受けたいんですけど！」

「十つ花用のクエストはこちらになります」

「じゃあこれを！」

　僕はクエストを受けると、名残惜しく思いつつギルドを出る。

「いやー、今日はいい一日だったなぁ」

　今日も事務的な会話しかできなかったけど、指が触れた。飛躍的な進歩だ。この調子で窓口越しに触れ合い続ければ、いつかきっと仲良くなれるはず！

　幸せな未来を夢見て、僕はいつものように次なる現場へと出発したのだった。










《　第二幕　旅の仲間　》




　その日、僕はいつものようにクエストを攻略した。

　魔獣に怯おびえていた村のひとたちに脅威は去ったと伝えると、わっと歓声が上がる。

　こうして喜んでもらえる上にガーネットさんと話せるんだから、冒険者って仕事はつくづく最高だと思う。

「ささ、お疲れでしょう！　どうぞ村でおくつろぎください！　なにもない村ですが、できる限りの歓待をいたしますので！」

「ああいえ、お気持ちだけでけっこうです。ガーネ……次の依頼が僕を待ってますから。またなにか魔獣絡みのことでお悩みがありましたら、遠慮なくギルドへご連絡ください」

　僕がそう告げて立ち去ろうとすると、女の子が必死そうに父親の手をぐいぐい引っ張った。すると父親は思い出すようにぽつりと言う。

「魔獣といえば……うちの娘が野菜泥棒を見たって言ってたな」

「数ヶ月前から出るあれか」

「あれなら獣のしわざって結論が出ただろ。まさかお前さん、ジェイドさんに獣退治をさせるつもりか？」

「そんなわけないだろ。ただ……先日から娘が妙なことを言うもんでね。なんでも野菜泥棒は茂みの向こうに消えて、パッと光ったかと思うとドラゴンが飛び出したって」

　村人たちが笑う。

　彼らが笑いたくなる気持ちはわかる。

「そりゃお前さん、どう考えたって娘の見間違いだろ。ドラゴンなんて出てきたら、この村はとっくに滅びちまってるよ」

　実際、その通りだ。ドラゴンとは七つ花クラスのときに戦ったけど、あれはいままでで一番手こずった。全身をガチガチに強化したのに左腕を折られたし、牙が思いきり肉に食い込み、危うく食い千切られるところだった。

　二度目の戦闘では僕も九つ花クラスに成長してたし、倒すのはそんなに難しくなかったけど……。

　でも、できれば二度と戦いたくない相手だ。

　もちろん、ガーネットさんとおしゃべりするためなら喜んで戦うけども！

「わたし見たもん！　ドラゴン見たもん！」

「どうせ寝ぼけてたんだろ。鳥かなにかをドラゴンと見間違えたんだ」

「違うもん！　大きかったもん！　あれドラゴンだもん！　嘘うそじゃないもん……」

　誰にも信じてもらえず、女の子は涙ぐんでしまう。

　目当ての魔獣は退治したけど……さすがにこのまま帰るわけにはいかないか。

「ねえきみ、ドラゴンはどっちに飛んでいったの？」

「あっち……」

　ぐしぐしと涙を拭い、女の子は小高い山を指さした。

「けっこう荒れてるね……」

　荒れた岩肌が剥き出しの山だ。木々がないので近づけばすぐにドラゴンに気づけそうなものだけど……あそこで山菜が採れるとは思えないし、よほどのことがない限り、誰も近づかないだろう。

「あの山、昔は鉄鉱山だったんですよ」

　女の子の父親が言った。

「いまは違うということですか？」

「ええ。もう何十年も前に掘り尽くして、いまは廃山になってます」

「なるほど、廃山ですか……」

　だとすると女の子の発言にも信しん憑ぴょう性せいが出てくる。

　鉄鉱石を掘り尽くし、鉱員もいなくなり、いまは廃山と化しているなら、近づく理由がないわけで、ドラゴンの根城になっていても気づけない。

　本当にドラゴンがいるのなら、いずれこの村にも甚大な被害が出るだろう。正式な依頼じゃないけれど、村人の安全のためにも確認しておかないと。

「わかった。ドラゴンがいないか調べてみるよ」

「ほんと？」

「うん。見つけたら僕が倒しておくから、きみはこれまで通り、安心して暮らしなよ」

　僕の言葉に、彼女は満面の笑みになる。

「うんっ！　ありがとジェイドおにいちゃん！」

「ご迷惑をおかけして申し訳ありません……」

「気にしないでください。これも冒険者の務めですから！」

　さて、そうと決まれば急がないと。

　じゃないとギルドが閉まり、今日はガーネットさんに会えなくなる。

　村のひとたちに見送られ、僕は廃山へと急ぐのだった。
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　廃山にたどりついたのは、それから間もなくしてのことだった。

　鉱山跡地には鉱員が残した小屋が散見できる。数十年も雨風に晒さらされ、ほとんど朽ち果ててしまっていた。

　鉱山は横穴だらけだ。坑道は奥のほうまで続いているので身を隠すにはもってこいだけど、坑道内は高さがないし、ドラゴンの巨体だとせいぜい頭くらいしか入らないだろう。

　茂みからなにかが飛び立ったのは事実でも、ドラゴンは女の子の恐怖心が生み出した幻なのかもしれないな。

　問題は、茂みから飛び立った『なにか』の正体だけど……家畜じゃなく野菜を狙ったところからして、草食系の生き物だ。草食獣なら村のひとでも対処できるし、放っておいても人的な被害は出ない。

　それでも万が一ということがあるので、僕はその辺をぶらつきながら、「おーい！」と声を張り上げた。

　ドラゴンは縄張り意識が強い魔獣だ。この山にドラゴンがいれば縄張りを荒らされたことに怒り、すぐさま襲いかかってくるはずだが、姿どころかうなり声すら聞こえてこない。

　山の安全を確認した僕は身を翻し、帰路につこうとした。

　そのときだ。




『旅人よ、そこで止まるのだ！』




　どこからともなく声がした。

　厳かな口調。だけど、とても幼い声だ。

　僕は声のしたほうを振り返る。

　人影はない。あるのは朽ち果て気味の小屋だけだ。

「……旅人って、僕のこと？」

　問いかけに応じつつ、耳を澄ませる。

『その通りなのだ。お前からは美味しそうな匂いがするのだ。私の嗅覚は誤魔化せないので、命が惜しければ正直に答えるのだ。……お前、食べ物を持っているな？』

「塩気の強い干し肉と、甘みの強い豆を持ってるけど……」

『めちゃくちゃ美味しそうなのだ……』

　羨ましそうな声とともに、ぐぅ～……とお腹の音が聞こえてきた。姿は見当たらないけど、これが幻聴じゃないとすると、かなり近くにいるはずだ。

　そして一番近くにある身を隠せそうな場所というと――

『置いていけ。食料を。でないと怖ろしい目に――』

　ばきっ！

　小屋のドアを開けると、板が外れてしまった。屋内に日差しが差し込み、小屋に潜んでいた声の主を照らし出す。

　それは幼女だった。

　背はとても低く、身体は痩せ細っている。

　髪は真っ白。この国ではあまり見ない髪色だ。

　顔つきはかなり幼い。見た感じ、一〇歳くらいかな？

　拾った服を愛用してるのか、ぼろぼろの服はぶかぶかで、真っ白な髪はぼさぼさで、手足は泥だらけ。

　そんな女の子が、僕を見上げてびくびくしている。

「あ、ぅあ……そ、その……えっと……」

「……えっと？」

「こ、声の主！　声の主、あっちに行ったのだ！　私はこの目でしかと見たのだ！　ぜったい間違いないのだ！」

　女の子は泣きそうな顔で壁を指さした。

　むやみに疑うのはよくないが、状況的に怪しいのは彼女しかいないので、僕は確信を持って告げる。

「さっきの、きみの声だよね」

「くっ、なかなか賢いのだ……！」

　早くも誤魔化せないと諦めたのか、彼女は不敵な笑みを浮かべる。

「くくく……バレてしまっては仕方ないのだっ！　旅人よ、食料を置いて立ち去るのだっ！　でないとお前ごと丸呑みにしてやるのだ！」

「のどを詰まらせちゃうんじゃない？」

「うっ。思ってた反応と違うのだ……まさか私が嘘をついていると思っているのでは？」

「まあ、そうだね」

　女の子は心外そうに地団駄を踏む。

「私は嘘などついてないのだ！　これは仮初めの姿っ！　私が真の姿になれば、お前など一口なのだ！」

「仮初めの姿……」

　聞いたことがある。世界には人化魔法を扱う魔獣がいると。

　ただ、その大半は中途半端な変化しかできない。一番有名なのは、オオカミと人間の特徴を併せ持つワーウルフだろう。

　が、なかには完璧に人化できる魔獣もいる。

　ドラゴンがそうだ。

　だけど魔獣のなかでも最強格のドラゴンが人間に化けるメリットはない。

　それに滅多に人化しないせいで、世代交代するたびに人化魔法を使える個体は減っていき、近年出没するドラゴンは人化する術を身につけていない……はずなのだが、彼女の人化魔法は完璧だ。

「本当なのだ！　本当に一口でぱくっといけるのだ！」

　ただの家出幼女がドラゴンを騙かたってるだけかもしれないけど、なにせ迫真の表情だ。さらにドラゴンを見たという目撃情報もある。

　あまりドラゴンっぽくないが……とりあえず彼女が真実を語っていると仮定して話を進めてみようかな。

「きみはどうして本来の姿で生きないの？」

　僕に仮初めの姿だと信じてもらえたからか、彼女はほっと安あん堵どの息を吐く。

　そして愚痴るような口調で、

「あんなクソデカい身体だとお腹いっぱいになれないのだ……でも、この小さな身体なら野菜ひとつで数日は飢えを凌しのげるのだ」

　ドラゴンらしからぬ切実な悩み……。

「本当はお肉が食べたいけど、そこはぐっと我慢なのだ……」

「本来の姿で狩りをすれば、お肉くらい食べ放題だと思うけど……」

「で、でも勝てるかどうかわからないのだ……返り討ちにされたら、逆に食べられちゃうのだ……」

　僕が知る限り、ドラゴンは魔獣の最強格だ。それなのに返り討ちを怖れるってことは、ものすごく臆病な性格なのかもしれない。

　それに、と彼女は身を震わせて、

「村に忍び込んだとき、話を盗み聞きしたのだ。……魔獣は冒険者とかいうヤバい連中に命を狙われているらしいのだ……」

「なるほど。だから野菜を盗むときは見つかっても言い逃れできるように人間の姿で、移動のときだけドラゴンになってるんだね」

「なっ、なぜ知ってるのだ!?」

「村のひとに聞いたんだ。ドラゴンを見たって」

「見られてたのだ!?　マズい！　いつ冒険者が来るかわからないのだ！」

　彼女は顔を青ざめさせ、急いで逃げだそうとした。待って、と呼び止めると、希望に満ちた眼差しで僕を見上げる。

「も、もしかして、私をかくまってくれるのだ？」

「かくまうというか、僕がその冒険者だよ」

「ぎゃあああああああああああああああああああああ！」

　小屋に絶叫が響き渡る。彼女は悲鳴を上げながら屋内を駆けまわり、木箱にすねをぶつけてしまった。

「ぎゃあああああああああああああああああああああ！」

「お、落ち着いて！　子どものきみを殴ったりしないから！」

「ほ、ほんとなのだ!?　嘘じゃないのだ!?」

「ほんとだよ」

「よ、よかった……」

　心底安心したようにため息を吐き、木箱に腰かける。

　初対面の僕の言葉を信用するあたり、とても純粋な性格のようだ。野菜を盗んだとはいえ、悪い娘ではなさそうだし、心情的に彼女とは戦いたくない。

「一時はどうなることかと思ったのだ。どうやらお前は、善良な冒険者のようなのだ……」

「善良な冒険者としては、ドラゴンを見過ごすわけにはいかないんだけど……」

「で、でで、でも子どもは殴らないって言ったのだ！」

「そりゃね。……ただ、まあ、ドラゴンの姿になってくれれば戦えそうだけど……」

「ぎゃあああああああああああああああああああああ！」

　勢いよく身じろぎしたせいで木箱のフタが割れ、お尻がすっぽりハマってしまった。涙目で騒ぎながら、手足をジタバタさせている。

　……うーん、困ったな。こんな魔獣は初めてだ。人間状態の姿を見ちゃったし、これじゃ倒すに倒せないよ。

　けどなぁ。冒険者としてドラゴンを見て見ぬふりはできないしなぁ。

　あ、でもたしか……

「きみってホワイトドラゴンだったりする？」

「な、なんなのだ、それは？」

　彼女は木箱にハマったままきょとんとする。

「種類だよ、ドラゴンの。レッドドラゴンとかブラックドラゴンは討伐対象になってるけど、ホワイトドラゴンは国によっては例外なんだ」

「ホワイトなのだ！　私はホワイトなのだ！」

「それをこの目で確認したいんだよ。いきなり襲いかかったりしないって約束するから、人化魔法を解いてみてよ」

「……誓う？」

　誓いつつ、彼女を木箱から救い出す。すると彼女は小屋を出て、ぼろぼろの服を脱ぎ、裸になると目を瞑つむった。

　次の瞬間、小さな身体が光り輝いた。

　そして彼女は、真の姿を解放する。




　白い鱗うろこに覆われた、小屋くらいの大きさのドラゴンだった。




　思ったよりは小さいけど、たしかにこのサイズなら僕を丸呑みにできちゃいそう。

　だけど、彼女はそうしなかった。

　僕に奇襲を仕掛けることなく、再び光に包まれて――

「ど、どうだったのだ？」

　女の子の姿に戻ると、びくびくとたずねてきた。

「ホワイトドラゴンだったよ」

「っしゃあ！　賭かけに勝ったのだ！　ぜったいホワイトドラゴンだって思ってたのだ！　だってどう見ても白いのだ！」

　ひとしきり喜びを噛かみしめ、彼女はいそいそと服を着る。それからふと気づいたように、

「そ、それで……ホワイトドラゴンだとどうなるのだ？」

「まずはこれを見てほしいんだ」

　大剣を見せると、彼女は「ひいいいい!?」と甲高い悲鳴を上げる。

「違うから！　斬らないから落ち着いて！」

「だ、だったらどうして剣を抜くのだ!?」

「きみに見てほしいからだよ。ほらここ……柄のところ、ドラゴンが象られてるよね。これ、ホワイトドラゴンなんだ」

　おそるおそる柄を見て、ほうけたように目を丸くする。

「なぜ私が柄に……？」

「正しくはきみじゃないけどね。もう何百年も前のことだけど、僕の国は他国と戦争しててね。詳しくは知らないけど、ホワイトドラゴンに助けられたらしいんだ」

　ふむふむ、と真剣そうに話を聞く女の子。

「国王様はホワイトドラゴンに感謝して、例外的にホワイトドラゴンだけは国が保護するって決まりを作ったんだよ。だから僕はきみに手出しできないんだ」

「ご先祖に感謝なのだ……」

　彼女は安心したようにため息を吐く。

「もちろん悪さをするホワイトドラゴンは例外だけどね」

「私は善良なホワイトドラゴンなのだ！　野菜を食べるときもちゃんと生産者さんに感謝して、いただきますとごちそうさまを言ってるのだ！」

「それは偉いけど、盗んだ野菜だよね」

「私は善良なホワイトドラゴンなのでちゃんと謝罪と反省ができるのだ！　ごめんなさい！　もうしません！」

「野菜を盗まないのはいいとして……これから先、どうやって食いつなぐの？」

　僕は探りを入れてみる。

「頑張って食べられそうなものを探すのだ！　私は木登りが得意なので、木の実を主食にするのだ！」

　ドラゴンの姿になる気はないみたい。

　だったら、安心して連れて行けるな。

「僕がきみを王都に連れていくよ。国王様の許可が下りれば、きみは安全な環境で食うに困らない生活を送れるよ」

「食うに困らず!?　安全な環境で!?　さ、最高すぎる……！」

　彼女は感激してしまっている。

　国王様の気持ちひとつで討伐命令が下るんだけど……自分で言うだけあって、彼女は善良なホワイトドラゴンだ。僕がしっかり口利きすれば悪いようにはされないよね。

「気持ちの整理がついたなら王都に行くけど……僕についてくる？」

「ついていくのだ！　私はお前を信じるのだ！」

　そうと決まれば急がないと。じゃないとギルドが閉まっちゃう。

　僕は彼女をだっこすると、急いで王都へ向かうのだった。
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　廃山から離れた直後。

「ぎゃああああああああああああ！　つっ、潰ッ、潰れちゃうのだあああああああああ！」

　いつものペースで走ったら、彼女は悲鳴を上げてしまった。

「ご、ごめん、いつもの癖でつい……だいじょうぶ？」

「ふ、風圧でぺしゃんこになるかと思ったのだ……」

　僕の胸に顔をへばりつけたまま、彼女はぐったりしている。

　できれば急いで帰りたいけど、いつものペースだと恐怖体験をさせてしまう。

　ただでさえ住処を離れて心細い思いをしているんだ。ガーネットさんに会えないのはつらいけど、そのために子どもに怖い思いをさせるわけにはいかないよね。

「軽めに走るから、キツかったら教えてね」

「わ、わかったのだ……」

　こくこくうなずき、ぎゅっと僕の胸にしがみつく。

　まだ震えている。悪いことしちゃったな……。

　小刻みに震える彼女をだっこしたまま緩やかなペースで街道を駆けていく。そうしていると日が傾き、夕日に染まる道の向こうに立派な町が見えてきた。

　町を訪れる目的は列車だ。村ではお目にかかれないが、大きな町なら必ず列車は通っている。あの町には以前立ち寄ったことがあるし、そのとき列車をこの目で見た。

　いつものペースで走れないので、王都へは列車で帰ることにしたのだ。魔力を動力源とする列車は、この世界で一番速い乗り物だ。僕の場合は走ったほうが早いけど、明日の朝に乗れば昼過ぎには王都に帰りつける。

　そんなわけで町に寄り、彼女を下ろす。彼女は不安そうにきょろきょろと周りを見て、

「ここが王都なのだ？」

「ううん。王都はもっと大きいよ。明日は朝一で出発するから早めに寝たいけど……まだ寝るには早いし、いまのうちに準備しておこうか」

「準備って、なんの準備なのだ？」

「国王様に会う準備だよ。さすがにその格好だと国王様に失礼だからね。だから服を買おうかなって」

　彼女が期待するような眼差しを向けてくる。

「も、もしかして、服を買ってくれるのだ？」

「うん。服を買って、お風呂に入って、お腹いっぱいご飯を食べて、ベッドでぐっすり寝て、明日の謁見に備えよう」

「お、お腹いっぱいご飯を!?　ベッドでぐっすり!?　そ、そんなことしていいのだ!?」

「もちろんだよ」

　清潔にしないと失礼だし、体調を整えないと緊張で倒れかねないもんね。国王様との謁見でパニックにならずに済むように、挨拶の練習くらいはしておいたほうがいいかもしれないな。

「うおおおお！　夢みたいなのだ！　嬉しいのだ！　ありがとなのだ！」

「どういたしまして。それじゃあ、まずは服屋に行こうか」

「行くのだ！」

　よほど嬉しいのか、彼女は上機嫌そうに鼻歌を歌いながら僕のとなりをついてくる。そして服屋を訪れると、目をキラキラと輝かせた。

　住処を離れ、不安な思いをしてるんじゃないかと心配だったけど、こんなふうに喜ばれると僕としても一安心だ。

「す、すごいのだ……いっぱいあるのだ！」

「好きなのを選んでいいからね」

「やったー！　選ぶのだ～！」

　飛び跳ねて喜び、真剣な眼差しで服を見てまわる。そんな彼女のうしろをついていき、ふとぼさぼさの髪が目についた。お風呂に入れず、手入れできる環境じゃなかったからか、長い髪は傷んでしまっている。

「服を買ったら散髪する？」

「……髪が長いと失礼なのだ？」

「そういうわけじゃないけど、清潔感は出したほうがいいかなって。髪を結ぶだけでもだいぶ印象変わると思うけど……」

「じゃあ結ぶのだ！」

「わかった。髪留めも好きなの選んでいいからね」

　そうするのだ、と嬉しそうにうなずき、彼女は店内を一周する。そのまま二周目に入るけど、なかなか服を選ばない。選択肢が多すぎて、かなり迷っているようだ。

　ついに三周目に突入する。長い買い物に付き添っているのは僕だけではないようで、

「なあ、そろそろ決めないか？」

「えー、もうちょっと待ってよパパ」

「だけどなぁ、時間かかりすぎだぞ。パパが選んであげようか？」

「いい！　パパ、変な服選びそうだもん！」

　店の片隅からほほ笑ましいやり取りが聞こえてきた。うきうきしている娘さんと、ぐったりしているお父さんだ。子ども向けの服をメインに扱っている店だからか、ほかにも親子の姿が散見される。

　いまの僕も似たようなものだし、傍目には子どもの買い物に付き合わされる保護者のように見えているのかも……ん？　保護者？

　そ、そうだ！　これって僕に子どもができたときの予行演習になるんじゃないか？　ここで彼女好みの服を見繕うことができれば、子どもができたときの自信に繋つながるぞ！

「うーん、どれにするか迷うのだ……」

　彼女もかなり迷っているし、さっそく選ぶのを手伝ってみよう。

「だったら、これなんてどう？」

　カラフルな花柄のワンピースを手に取ってみる。

「なかなか可愛いのだ……花畑にいる気分になりそうなのだ……」

「こっちもいいんじゃない？」

　続けてお星様の刺し繍しゅうがされた、ブラックカラーのワンピースを手に取ってみる。

「それも可愛いのだ……星空の下にいる気分になりそうなのだ……」

「これも似合いそうだね」

　今度はホワイトカラーのワンピースを手に取ってみる。

「シンプルだけど可愛いのだ……スカートについた花飾りもオシャレなのだ……」

「僕もそう思うよ。これ、ぜったい似合うと思うな」

　その言葉が決め手になったのか、彼女は真っ白なワンピースを手に取った。

「これ！　これがいいのだ！　ほ、ほんとに買ってくれるのだ？」

「もちろんだよ」

「やったー！　ありがとなのだ～！」

「どういたしまして。次は髪留めだね。決めるの難しいなら僕が選んであげるけど」

「ジェイドに任せるのだ！」

　そうして店内を見てまわり、可愛い髪留めを発見する。それから服と一緒に会計を済ませ、僕たちは店をあとにした。
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　その頃には、すっかり日が沈んでいた。彼女は紙袋を宝物みたいに抱きしめ、満面の笑みで僕を見上げる。

「いっぱい買ってくれてありがとなのだ！」

「どういたしまして。それじゃ食事にしよっか」

「食事にするのだ～！　塩辛い干し肉と甘い豆、楽しみなのだ～！」

「食べたいならそれでもいいけど、店で食べない？」

「ええ!?　お店で食べていいのだ!?」

「うん、いいよ」

　普段は時間節約のため走りながら食べてるけど、今日はこの町に泊まるんだ。彼女がお腹を空かせていることは知ってるし、干し肉と豆じゃお腹いっぱいにはならないからね。

「やったー！　じゃあお肉が食べたいのだ～！　あっちからお肉の香りがするのだ！」

　うきうきと声を弾ませて走り出す彼女を追いかけ、僕たちは食事処を訪れたのだった。




◆




　そして翌日。昨日は早めに寝たからか寝坊することなく目覚め、僕たちは朝一の列車に乗り込んだ。滞りなく列車は進み、太陽が真上に昇る頃、賑やかな王都に帰りつく。

「ここが王都……私がこれから暮らす町……」

　出発前はホワイトカラーのワンピースとふたつ結びにした髪にテンションを上げていたし、列車に乗ったときは興奮気味に窓にべったり顔を貼りつけていたけれど、列車を降りた途端、彼女は顔色を悪くしてしまった。

「いい町だから、きみもきっと気に入るよ」

「……いきなり襲われたりしないのだ？」

「そんなことされないよ」

　そう断言したものの、彼女は王都に来たばかり。

　僕も初めて王都を訪れたときは心細くなったんだ。実年齢はわからないけど当時の僕より幼く見えるし、不安がるのも無理はない。

　お城に行く前に軽く王都を案内してあげようかな。昨日の町も気に入ってたし、楽しく観光できればきっと王都を好きになってくれるはずだ。

　なんて考えつつ駅を出ると、通りにいたひとたちが集まってきた。

「おかえりなさいジェイドさん！」

「任務ご苦労様です！　……おや、その娘さんは？」

　大人たちに視線を向けられ、彼女は僕の背中に隠れてしまう。

「僕の親戚です。王都に興味があるそうなので連れてきました」

　こんなところでドラゴンだと明かせばパニックだ。

　たとえホワイトドラゴンでも、みんなは怖がるに違いない。

「おおっ！　ジェイドさんの親戚でしたか！　どうりで凜り々りしいお姿をしているわけだ！」

「将来が楽しみですな！」

「王都……気に入ったのだ……」

　到着早々に褒められ、ご機嫌そうにニヤニヤしている。不安は薄れたみたいだし、この様子ならまっすぐお城に案内してもよさそうだ。

「こっちだよ」

　はぐれないように彼女の手を引き、大通りを歩いていき、僕たちは王城にたどりついた。

　前もって知らせてるわけじゃないけど、国王様にはいつでも来ていいと言われている。

　衛兵に国王様との謁見を求め、城内に案内してもらう。謁見の間で待つように告げられて、僕たちは立派な椅子に腰かける。

「……」

　彼女はずいぶんおとなしくしていた。お城に入ってから一言も言葉を発していない。膝の上に置いた手をぎゅっと握りしめ、顔を強ばらせてしまっている。

　緊張するのも無理ないか。これから自分の運命が決まるんだから。

　国王様に王都での生活を認めてもらえるように、僕からもしっかり彼女の無害さをアピールしないと。

「待たせたな」

　ほどなくして、国王様が来た。突然の訪問にもかかわらず、朗らかな顔つきだ。

　国王様が玉座に腰かけると、僕は立ち上がり、深々と頭を下げた。

「お忙しいなか時間を割いていただき申し訳ございません。実はひとつ、国王様にご相談したいことがございまして……」

「堅苦しいことを言うでない。わしとジェイドの仲ではないか。それに用件はわかっておる。ついにわしの後継者として国民を導く決心がついたのだろう？」

　どうしよ。全然違う……。

「いえ、そういうわけでは……」

「むぅ、残念じゃのぅ。強く優しく無欲なジェイドなら、民を正しい方向へ導けると確信しておるのじゃが……」

「僕は冒険者が性に合ってますから……」

「そうか。気が変わったらいつでも申し出るがいい。……して、跡継ぎの話ではないとなると何用で参ったのじゃ？」

「実を言うと、人化魔法を使うホワイトドラゴンを拾ったので城で保護してもらおうとここへ連れてきたんです。彼女がそのドラゴンです」

　挨拶を促すと、彼女はガタッと立ち上がる。頭を下げると、ふたつに結んだ長い髪が大きく揺れた。

「ど、どうもなのだ。私は善良なホワイトドラゴンなのだ。着替えも食事もひとりでできる、ちっとも手がかからないお利口さんなのだ……」

　小さな身体をびくびくさせながら、へこへこと頭を下げて自己アピールする。

　魔獣を城に連れ込むなんて正気の沙汰じゃないけど、ホワイトドラゴンなら話は別。しかも、ものすごく腰が低いときた。

　無害さが伝わったのか、国王様は多少驚きこそすれ、衛兵を呼ぼうとはしなかった。

「うむ……よかろう。我が国はジェイドにも、ホワイトドラゴンにも多大な恩があるのでな。ジェイドの紹介ということであれば危険もなかろう」

　ただし、と国王様は目を光らせる。

「ひとつだけ条件がある。ドラゴンの世話は、ジェイドが付きっきりでするのじゃ」

「付きっきりですか……」

　僕が世話を任されるのは、予想してなかったわけじゃない。

　王城にドラゴンを解き放つのは王様としては避けたいところだろう。最近子宝に恵まれたとなればなおさらだ。

　王女様になにかあったらマズいので、王様としては城の外で過ごしてほしいに決まっている。かといって街中にドラゴンを解き放つわけにもいかない。

　だからこそ、僕の管理下に置くというわけだ。

　けどなぁ……。家に住まわせるだけならいいけど、付きっきりってのはちょっと……。今日みたいに移動に時間がかかるし、ギルドに通うペースも落ちちゃいそうだ。

　でも――

「お願いなのだ、ジェイド……助けてほしいのだ……」

　泣きそうな子どもの頼みを断るなんて、僕にはできない。もしここで見捨てたら、罪悪感で寝つきが悪くなりそうだ。

　それに……きっとガーネットさんも、子どもを見捨てる男より、見捨てない男のほうが好きだよね。

「わかりました。僕が責任を持って面倒見ます！」

「ならばよし！」

　無事に話がまとまり、僕たちは謁見の間を出た。そのまま王城をあとにして、明るい太陽の下に出たところで、彼女が満面の笑みを向けてきた。

「助けてくれてありがとうなのだ！　この恩は一生をかけて返すのだ！」

「いいよ、恩返しなんて。それより……そういえばきみのこと、なんて呼べばいいのかな？」

「ジェイドが好きに決めてくれていいのだ！」

「だったら、ドラミなんてどう？」

　即答したからか、彼女は目をぱちくりさせる。

「なんだかてきとーに名付けられた気が……でもいいのだっ！　ジェイドがつけてくれたから気に入ったのだ！　ドラミは今日からドラミになるのだ！」

　ご機嫌そうなドラミを連れて、ギルドへ向かう。

　ギルドの外にドラミを待たせ、いつものように一八番窓口へ。そして一分に満たない幸せなひとときを堪能すると新たにクエストを受け、ドラミとともに次の現場へと向かうのだった。










《　第三幕　プレゼント作戦　》




　ドラミと出会って一ヶ月が過ぎた。

　その日、いつものようにクエストを攻略した僕たちは、列車で王都に帰りつく。気持ちよさそうに寝ていたドラミを起こして列車乗り場を出ると、空はすっかり暗くなっていた。

　もうギルドは閉まっている。今日のところはのんびりしよう。そう決めて、自宅へ帰ろうとしたところ、

「うう……」

　ドラミが街灯に寄りかかり、小さくうめいた。

「まだ眠い？　我慢できないならだっこしてあげるけど……」

「いっぱい寝たから、眠気はないのだ。ただ、なんだかお腹がおかしいのだ……」

「お腹が？　……ああ、お昼に二個も駅弁を食べたもんね。ちょっと待ってて、薬あるから」

　ドラミのために胃薬を買っておいて正解だったな。

　さっそくリュックから薬を取り出すと、ドラミが僕に手を向け、待ったをかけてきた。不安そうに薬を見て、

「その薬……美味しいのだ？」

「苦いけど……」

「……苦いのは舌が受けつけないのだ」

　すっかりグルメ舌になっちゃって。

「効き目抜群の薬だから、飲めばお腹の痛みも和らぐよ。頑張って飲んでみようよ」

「違うのだ。痛くはないのだ」

「ほんとに？　薬を飲みたくないからって嘘ついてるんじゃない？」

「嘘じゃないのだ」

　本当に嘘じゃなさそうだ。ドラミは嘘をつくと激しく目を泳がせるけど、いまはまっすぐに僕の目を見つめている。

「じゃあ、『お腹がおかしい』って？」

「ふたつも駅弁を食べたのに、もうお腹がぺこぺこになってしまったのだ……。もしかするとドラミのお腹には、食欲旺盛なバケモノが潜んでいるかもなのだ……」

　自分で言っててぞっとしたのか、ドラミがぶるりと震える。

「ただの成長期だよ。ドラミくらいの歳の頃には、僕もすぐお腹が空いてたよ」

「ジェイドと一緒なのだっ？　それなら安心なのだ！　安心したらますますお腹が空いてきたのだ！　なにか食べたいのだ！」

「じゃあ、あとで食事処に寄ろっか」

「やったー！　ひさしぶりのお店ご飯なのだ～！　ほんとにいいのだっ？」

「うん。もうギルドは閉まっちゃってるからね」

　ギルドが開くのは明日の朝だ。朝一でガーネットさんに会いたいので寝坊しないよう早めに寝るけど、食事処へ行くくらいの余裕はある。

「で、リクエストはある？」

「お肉がいいのだ！」

「はいはい。でもその前に家に寄るからね。この格好じゃ店のひとに迷惑だから」

　今回僕が攻略したクエストは『アイアンワームの討伐』だ。

　アイアンワームは一軒家くらいなら丸飲みにできる巨大ミミズ。しかも硬度は鉄以上。僕にとってはゼリーみたいな柔らかさだが、倒した際に体液が飛び散り、服が汚れてしまったのだ。

「ジェイドの家はどこにあるのだ？」

「こっちだよ」

　光り輝くキノコの魔獣――ライトマッシュの魔石がもたらす灯りに照らされた小道を進み、王都の外れへと向かう。

　家に帰るのは一年ぶりだが、ちゃんと道は覚えていた。列車乗り場から小一時間ほど歩いたところで、懐かしの我が家に帰りつく。

　二階建ての家を見上げ、ドラミは感嘆の声を上げた。

「立派なお家なのだ！」

「でしょ！　ここからじゃわからないけど、屋根がハートの形になってるんだよっ！」

　僕がデザインした家だ。

　大工さんは『民を愛する心を表現しているのですね……』と感涙してたが、屋根のハートはガーネットさんに向けた僕からのメッセージだ。

「ドアもハート形なのだ！」

「そこもこだわりポイントだよ！」

　いつかガーネットさんと同どう棲せいを始めたとき、家に帰るたびに僕の愛を受け取ってほしい！　そんな想いをこめてデザインしたドアだ。大工さんは『民への愛に満ち満ちている……！』と感動してた。

　ハート形のドアを開け、家のなかへ。

「わっ。勝手に明るくなったのだ！」

「ドアノブにキングマッシュの魔石を埋め込んでるんだよ」

「なんなのだ、それは？」

「ライトマッシュの王様だよ。その魔石を使うと近くにあるライトマッシュの魔石も連動して明るくなるんだ」

「帰ってすぐに家中が明るくなるとか安心すぎるのだ！」

「でしょ！　同居人には安心して暮らしてほしいからねっ！　そうそう、衣装ルームもあるんだよ」

　オーバーリアクションが楽しくて、ついつい部屋を紹介したくなる。

　衣装ルームへ案内すると、ドラミは「すごい！」と目を輝かせた。

「真っ白な服がいっぱいなのだ！　ジェイドは白い服が好きなのだ？」

「白い服も好きだけど、これは花嫁さんの衣装だよ」

「花嫁さんの？」

「うん。ここにあるのは全部、結婚式用のウエディングドレスなんだ。全部で二八着あってね。一番気に入ってるのはこのドレスだよ」

「スカートがふわふわしてて雲みたいなのだ！　着てる姿を見てみたいのだ！」

「僕もだよっ！」

　これらの服はガーネットさんのために用意したものだ。趣味がわからないので様々な衣装を買い集め、ガーネットさん専用の衣装ルームが二部屋できた。

　このなかに一着でもガーネットさんのお気に召すものがあれば万々歳だ。

「さっそく着てみせてもらうのだ！　花嫁さんはどこにいるのだ？」

「えっ？　ど、どこにって……」

「お出かけしてるのだ？　ドラミ、花嫁さんにお世話になりますって挨拶したいのだ」

「……」

　オーバーリアクションが気持ちよくて色々と見せたけど、冷静に考えると変人の所業だこれ。ありのままを伝えるとドン引きされちゃいそう。

　ていうかドン引きされようとされまいと打ち明けづらい。ガーネットさんへの想いは誰にも明かしてないのだから。

「たまに売れ残りのウエディングドレスを買うようにしてるんだよ。せっかく綺き麗れいに作られたのに処分されるのはかわいそうだから」

「たしかに花嫁さんに着られずに捨てられるのはかわいそうなのだ……」

「でしょ？　それよりお腹空いたよね？　お風呂に入って食事に行かない？」

　誤魔化してみると、ドラミはそっちに食いついてくれた。

　ふたりで浴室へ向かい、お風呂を満喫すると、清潔な服に身を包む。

「いい湯加減だったのだ……居心地も最高だったのだ……」

「一日の疲れを落とせるように、快適なバスルームを設計してもらったからね」

「こんなに素敵なお家があるのに帰らないのはもったいないのだ」

「僕は冒険者だから仕事が優先なんだよ。明日は日の出とともに出発するから、今日は早めに寝ようね」

「ふかふかのベッドで寝るのが楽しみなのだ！」

　ドラミには寝室も紹介済みだ。いつかあそこでガーネットさんと寝起きをともにするのだと思うと、いまから顔が熱くなってしまう。

　幸せな結婚生活を迎えるためにも、ギルド通いを続けなくちゃね！

　ガーネットさんのことを考えながら、僕たちは家を出た。




　となりの家から、ガーネットさんが出てきた。




　えっ？　えええええええええええええっ!?

　なんで!?　どうしてガーネットさんが!?　その家には老夫婦が住んでいたはずなのに！

「こんばんはなのだ～！」

　戸惑う僕をよそに、ドラミが元気いっぱいに挨拶する。

「こんばんは」

　そんなドラミに、ガーネットさんが挨拶を！

　ドラミに先を越された！　僕より先にプライベートな会話をしちゃってる!?　僕は一〇年も事務的な会話しかできてないのに……いや、待てよ？　思わずドラミに嫉妬しちゃったけど、これってチャンスなんじゃないか？

　だって僕はどう見てもドラミの保護者だ。

　いきなり街中で声をかけると戸惑わせてしまうかもだけど、ドラミが挨拶したんだ。なのに保護者の僕が挨拶をしないのは変じゃないか！　ガーネットさんも心なしか僕の挨拶を待ってくれているような気がするし！

　だとすると――ついに、ついにだ！

　ついに事務的な会話から卒業するときが来たんだ！

「こ、こん……こんば……」

　あぁっ、緊張する！

　ていうかいま気づいたけどガーネットさん私服じゃないか！

　うわあっ、可愛い、可愛いなぁ！　ギルドの制服も似合ってるけど私服姿も絵になるなぁ。ガーネットさんって、ズボン派だったのかー。

　よかった。ズボンなら八二枚持ってるよ。それだけあればガーネットさんが気に入るものも見つかるよね。

「……」

　ガーネットさんが青い瞳で僕を見ている。

　まずい！　ガーネットさんの私服に夢中になるあまり挨拶が途中で止まってた！　この機を逃せばいつもの日常に――事務的な会話に逆戻りだ！　ちゃんと挨拶しないと！




「こ、ここ……こんばんは！」

「こんばんは」




　うおおおおおおおおおお！　返ってきたよォ!?　挨拶が！

　やっとだ……！　やっとガーネットさんと日常会話ができた！　一〇年か……長かったなぁ……。

　ここから始まるんだ、僕とガーネットさんのラブストーリーが！

「やっと挨拶できたわ」

　って、ええ!?　ガーネットさんも僕に挨拶したいと思ってたの!?

「ずっと引っ越しの挨拶をしたいと思っていたのよ」

　あ、ああ。挨拶ってそっちね。

　まさか知らないうちにガーネットさんがとなりに越してきてたとは……。そういえば最後に老夫婦と会ったとき、もうじき引っ越すって言ってたなぁ。

　こんなことなら毎日帰宅するんだった。これからはちゃんと家に帰るようにしよう。

「ジェイド……」

　と、ドラミが僕の服をぐいぐい引っ張る。

「お腹が空いたのだ。そろそろお店に行きたいのだ」

「彼女はあなたの妹かしら？」

「あ、いえ、親戚です！」

「私はドラミなのだ！」

　ドラミが元気いっぱいに挨拶する。するとガーネットさんはドラミの高さに目線を合わせ、ほほ笑んだ。

「私はガーネットよ」

　その笑みに見み惚とれてしまいそうになったけど、これはガーネットさんに名前を覚えてもらう絶好のチャンスだ。立ち上がったガーネットさんに、僕は自分の名前をぶつける。

「僕はジェイドです！」

　ガーネットさんは『なぜ名乗るのかしら？』とでも言いたげな、不思議そうな顔をした。

「あなたの名前は知ってるわ。毎日のようにギルドに来てるもの」

「そうですけど、毎回名前を確認されるから、てっきり覚えてもらえてないのかと……」

「確認はギルドの規則なの」

「そ、そうだったんですね」

　よかった～。全然名前を覚えてもらえないから、僕にちっとも興味ないんだと思ってたよ。

「……」

　まずい。会話が途切れた。なにか話しかけないと！

　いまここで少しでも親密な関係が築ければ、明日以降も話しかけやすくなるし！

　だから頑張れ、僕！　勇気を出すんだ！

「あの……も、もしよかったら、荷物持ちますよ！」

「気持ちだけ受け取っておくわ。バッグには下着しか入ってないから軽いもの」

「あ、ああ、そうなんですね」

　よりによって下着って！　最悪だ！　変態か僕は！

「下着を持ってどこへ行くのだ？」

「お風呂へ行くのよ。うちにはお風呂がないもの」

　これはいい情報を得たぞ！

　さあ、頼むよドラミ！　ガーネットさんをお風呂に誘ってくれ！　我が家のお風呂がいかに快適かを教えてあげてくれ！

「気をつけて行くのだ～」

　くっ、だめか！

　ドラミの言葉が別れの挨拶になってしまい、ガーネットさんは歩き去っていく。

　ガーネットさんのうしろ姿、初めて見た。長い髪がさらさら揺れて綺麗だな……。

「どうしてニヤニヤしてるのだ？」

「幸せだからだよ……」

「ジェイドはガーネットが好きなのだ？」

「まあね……」

　……ん？　あっ、しまった！　言っちゃった！

「いまのはべつにそういう意味じゃなくて――」

「べつに恥ずかしがることないのだ」

　ううっ。恥ずかしがってることまで見抜かれちゃってる……。

「ドラミもジェイドが好きだけど、ちっとも恥ずかしくないのだ」

「えっ、僕のこと好きなの？」

「お世話になってるから当然なのだ！」

　あ、好きってそっちね。

「ジェイドもガーネットにお世話になってるのだ？」

「うん。ガーネットさん、ギルドの受付なんだよ。冒険者になってから毎日のようにお世話になってるよ」

「だったら感謝の印に花を贈ればいいのだ」

「花を？」

「ガーネットからは花と土の匂いがしたのだ。きっと花が好きで育ててるに違いないのだ」

　そ、そうだったのか！　生きててこんなにためになる情報を得たのは初めてだ。

　そっかー。ガーネットさん、花が好きなのかー。

　だったら珍しい花を手に入れて、ガーネットさんにプレゼントしよう！

「教えてくれてありがとね。お礼に好きなものを食べさせてあげるよ」

「やったー！　嬉しいのだ～！」

　ドラミと食事処へ向かいつつ、僕はどんな花をプレゼントしようか考えるのだった。
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　それから半月が過ぎた日の朝。

　僕とドラミは王都を離れ、荒野地帯を訪れていた。

　今回のクエストは『キングスコーピオンの討伐』で、それはすでに攻略済みだ。いつもなら急いで王都へ向かい、愛しのガーネットさんとおしゃべりをするんだけど――

「どこに行くのだ？　町は向こうなのだ」

　最寄り町とは逆方向へ行こうとする僕に、ドラミが不思議そうに声をかけた。

「帰る前に、ガーネットさんに贈る花を摘みに行きたいんだよ」

「こんなところに花なんか咲いてないのだ」

「ここにはね。あっちに世界樹があって、そのふもとに珍しい花が咲いてるんだ」

　ガーネットさんに花を贈ると決めてから半月が過ぎた。その間、僕はクエストと同時進行で、いろいろな町の花屋を訪れては同じ質問を繰り返していた。

『どんな花をもらったら嬉しいですか？』と。

　すると花屋の店員は、口を揃そろえて『スターフラワー』と答えたのだ。

　スターフラワーはとても珍しい花で、世界樹のふもとにしか咲いてないらしい。

　図鑑で調べてみたところ、とても綺麗な花だった。これで珍しいだけの禍々しい花だったら贈るのをためらうが、あれだけ綺麗ならプレゼントとして最適だ。

「世界樹ってなんなのだ？」

「ものすごく大きい樹だよ。このあたりが枯れてるのは、世界樹のせいなんだ」

　世界樹が地中の養分を根こそぎ奪い、草木が育たず荒野になってしまったのだ。

　それとは逆に、ふもとは世界樹の根っこから漏れる潤沢な養分のおかげで多くの花々が咲き乱れている。

　スターフラワーもそのひとつだ。

　花好きのガーネットさんなら喜んでくれるに違いない。ガーネットさんの笑顔を見ることができるのだと思うと、いてもたってもいられなくなってきた。

「ドラミも世界樹を見てみたいのだ！」

「きっと大きさにびっくりするよ。天候次第ではここからでも見えるんだけど……」

　晴れてはいるけど風が強く、吹きすさぶ砂さ塵じんで視界が遮られ、世界樹どころか数メートル先すら見通せない。気を抜けば迷子になるし、魔獣の奇襲だってあり得ない話じゃない。

「だったら世界樹に向かうのだっ！」

　なのにドラミはうきうきと声を弾ませる。

　出会った頃はすぐに悲鳴を上げる臆病な性格だったけど、僕と旅をするうちに好奇心旺盛になったみたいだ。

　とはいえ、ひとりで歩かせるとはぐれかねないので、僕はドラミをだっこした。

　そしてドラミが怖がらないように気をつけつつも足を急がせ、しばらくするとゴツゴツした壁に行く手を阻まれた。

　ドラミはぽかんとした顔で壁を見上げる。

「どうしてこんなところに壁があるのだ？　誰かの城なのだ？」

「城壁じゃなくて崖だよ。世界樹はこの上にあるんだ」

「この壁を登らないと世界樹までたどりつけないのだ……？」

「ううん、登山道があるよ。本来はそっちが正規ルートだしさ。ただ、このペースだと登山道側にまわりこむのに一週間はかかっちゃうんだ」

　そんなに長いことガーネットさんに会えないなんて僕には耐えられない。

　それになにより早くガーネットさんを喜ばせたい！

「しっかり掴まっててね。落ちると怪我じゃ済まないから」

「うむっ！　ぜったいに生きてこの目で世界樹を見てやるのだっ！　そしてジェイドより先にスターフラワーを見つけてご褒美をもらうのだ！」

「ご褒美？」

「美味しいご飯なのだ！　……いいのだ？」

「もちろん。探すのを手伝ってくれるなら、ご飯くらいいくらでもご馳ち走そうするよ」

「やったー！　そうと決まれば世界樹に出発なのだ～！」

　やる気満々に叫び、ぎゅっと僕の首にしがみつくドラミ。

　僕はなるべく揺れないように気をつけつつも、ひょいひょいと崖をよじ登っていき――
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　彼女が受けたクエストは、『世界樹のふもとに咲く薬草を採取せよ』。

　行って取って帰るだけの、簡単な任務のはずだった。

　とはいえ彼女――アンジェンは、用心深さに定評のある四つ花の冒険者だ。報酬は山分けになってしまうため稼ぎは減るが、安全に安全を期して同業者の妹を雇い、念のため晴れた日を選び、登山道で難なく世界樹にたどりついた。

「ほんっと、お姉ちゃんって心配性だよね～。こんな簡単な依頼にわざわざ私を付き添わせるなんてさ」

「安全に依頼をこなすためよ」

「安全を期すのはいいけど、世界樹に魔獣なんて来ないよ。ここには魔獣の食料になるようなものがないんだから」

「油断大敵よ。たとえば登山道が崩れたら、崖を下るしかなくなるわ。無事に崖を下れても、ひとりで荒野をうろつくなんて命知らずすぎるわ。あそこにはキングスコーピオンがいるんだから」

「そりゃキングスコーピオンに襲われたらひとたまりもないけど……そもそも、登山道は崩れないよ」

「わからないわよ。天変地異が起きるかもしれないじゃない」

「天変地異って……。ほんと、お姉ちゃんは心配性だよね」

　などと話しながらも薬草を探すアンジェン姉妹。

　世界樹のふもとは緑豊かで、様々な草花が咲いているが、ふたりで手分けしたので目当ての薬草はすぐに見つかり、あとは帰るだけだった――が、そこで不測の事態に陥ってしまった。

　べちゃり、と。なんの前触れもなく、巨大な物体が降ってきたのだ。黒焦げになった鳥と、うねうねと蠢うごめく芋虫が――

「きゃあっ!?」

　芋虫の正体がフレイムワームだと気づいた次の瞬間、ふたりの視界はごうごうと燃えさかる炎に包まれていた。

　消し炭にされる寸前にシールドを展開したが、フレイムワームは六つ花相当の魔獣である。四つ花クラスが太刀打ちできる魔獣ではない。猛烈な勢いの火炎放射を防ぎきることはできず、シールドにピシピシと亀裂が走っていく。

「ど、どうしてこんなことに……！　安全に安全を期したのに！　ていうかあいつ、どこから来たのよぉ！」

「あれよ！　あれ！　あそこで黒焦げになってる鳥の魔獣が落としたのよ！」

「どうして強い魔獣を狙うのよ！　安全のために獲物はちゃんと選びなさいよ！」

「怒鳴ってる場合じゃないよ！　このままじゃ私たちまで黒焦げだよ!?　なんとかならないのお姉ちゃん!?」

「無理よ！　お姉ちゃんは防御魔法しか使えないもの！　お姉ちゃんがシールドで守るから、得意の攻撃魔法で倒してちょうだい！」

「無茶言わないでよお姉ちゃん！　私、まだ三つ花なんだよ!?　あんなの倒せっこないよ！」

　実際、三つ花の攻撃は六つ花相当の魔獣には通用しない。

　果敢に挑んで焼き殺されるか。

　シールドを壊され焼き殺されるか。

　いずれにせよ、ふたりを待っているのは凄惨な死のみ――




「ほらドラミ、あれが世界樹だよ！」

「うおおっ！　でっかい樹なのだ～っ！」




　突然、場違いに明るい声がした。

　幻聴だろうか。アンジェン姉妹は、信じられない気持ちで振り返り――

「――っ！」

　その姿を一目見た瞬間、ふたりは心の底から安堵した。

　伝説の冒険者・無欲の英雄ジェイドが崖を這い上がってきたから。
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「た、大変なのだ！　デカい芋虫が女の子を襲ってるのだ！」

　崖を登り切った瞬間、ドラミが叫んだ。

　世界樹のふもとに広がる草原で、戦いが繰り広げられていたのだ。

　ふたりの冒険者と、フレイムワーム。そして火炎放射を防ぐシールドは、いまにも破壊されようとしていた。

「ジェイド！」

「わかってる！」

　綺麗に咲き誇る花々を踏みつけないよう僕はその場で高々と跳躍した。放物線を描くようにシールドを飛び越え、強化に強化を重ねた足でフレイムワームを踏みつける。

　ぶちゅ！　と嫌な音が響き、黒い煙が発生した。魔石を砕いたわけじゃないが、魔素が発生するってことは、倒したってことだ。

「怪我はありませんか!?」

　僕が振り返ると同時にシールドが砕け、ふたりがへなへなと座り込む。

「うわああああん！　生きてた！　生きてたよぉおお！」

「よかったぁ！　よかったぁ！」

　抱き合って喜びを分かち合うふたり。そんなふたりの足もとにスターフラワーを見つけたが、回収するのは後回し。いまはとにかく、ふたりを落ち着かせないと。

「も、もう安心なのだ！」

　ドラミが全力疾走でこちらへ駆け寄ってきた。ハアハアと肩で息をしながら、わんわん泣きじゃくるふたりの背中をぽんぽん叩いて慰める。

　ドラミ、優しいな。

「ふたりにはドラミとジェイドがついているのだ！　だから泣かなくていいのだ！」

　ドラミに力強く慰められ、ふたりは次第に落ち着きを取り戻していく。涙を拭い、ぺこぺこ頭を下げてきた。

「本当にありがとうございます……」

「私、防御系なのに……守ることしか取り柄がないのに……それなのに守られちゃうなんて、冒険者失格ですよね……」

「そんなことないですよ。僕も助けられましたから」

「……え？　私が、ジェイド様を……？」

「ええ。実を言うと、僕たちはこの花を摘みに来たんです」

　彼女たちがシールドを張ってくれなかったら、いまごろ跡形もなく燃えちゃってたよ。

　僕のお礼に、ふたりが満面の笑みになる。

「ジェイド様のお役に立てるなんて夢みたいです！」

「私、これからも冒険者として頑張ります！　ドラミちゃんも、慰めてくれてありがとう！」

　感謝され、ドラミはなんだか誇らしそうだ。

「どういたしましてなのだ！　気をつけて帰るのだ～！」

　ドラミに手を振られ、ふたりは登山道のほうへ去っていく。

　ふたりの姿が見えなくなると、僕はスターフラワーを摘み、持参していた植木鉢に入れる。そして花びらが散らないように、そっとリュックに入れていると、ドラミがなにか言いたげな顔をしていた。

　わかってるって。

「町に帰って美味しいお店を探そっか」

「い、いいのだっ？　スターフラワー、探すのを手伝う前に見つかったのに……」

「さっき泣いてるふたりを慰めてたからね。そのご褒美みたいなものだよ。本当に立派だったよ」

　僕が褒めると、ドラミは照れくさそうにはにかんだ。

「あ、あんなの当たり前のことなのだ……。だけど嬉しいのだ！　ありがとなのだ！」

「どういたしまして。……じゃ、帰る？　それとも、もうちょっと世界樹を見る？」

「帰るのだ！　ドラミは樹よりご飯が好きなのだ！」

　そう言って、ドラミが僕のお腹にしがみついてきた。お尻を持ち上げ、だっこしてあげる。

「スターフラワーがあるし、リュックが揺れないように帰りはゆっくりペースで下りるけど、ご飯我慢できそう？」

「できるのだ！　ドラミも綺麗なまま持ち帰りたいのだ！　だって、そのほうがガーネットに喜んでもらえるのだ！」

「だね！　ガーネットさんの喜ぶ顔がいまから楽しみだよ！」

　そうして僕たちは世界樹のふもとをあとにした。

　慎重に崖を下り、リュックが揺れてスターフラワーが傷つかないように荒野を駆け、最寄り駅にたどりつく。美味しいご飯を味わうと列車に乗り込み、スターフラワーを窮屈なリュックから出してあげる。

　最初は物珍しそうにスターフラワーを見ていたドラミだったが、お腹いっぱいで眠気が押し寄せてきたのか、寝息を立て始めた。

　そんなドラミを見ていると、僕のほうまで眠くなり……ガーネットさんにスターフラワーを渡してキスされるという、とても幸せな夢を見た。

　だけど……
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「ど、どうしよう……」

　日が沈み、王都に帰りついたとき、僕はめちゃくちゃ焦っていた。

　目を覚ますと、あんなに元気だったスターフラワーがしおれていたのだ。

「と、とにかく水を！　水を与えるのだ！」

「だ、だよね！　こういうときは水だよね！」

　急いで家に帰り、水を与えてみたが、変化はない。

「と、とにかく応援を！　応援をするのだ！」

「だ、だよね！　こういうときは応援だよね！　頑張れ！」

「負けちゃだめなのだ！」

「きみは世界一すごい花なんだ！」

「まだまだやれるのだ！」

　変化なし。

「も、もうだめだ……これじゃプレゼントできないよ……」

「で、でもせっかく摘んできたのだ！　こうなったら枯れちゃう前に渡すのだ！」

「枯れかけの花をもらっても嬉しくないんじゃないかな……」

「まだギリギリ枯れてないのだ！　それにガーネットなら復活させられるかもなのだ！」

「た、たしかに……！」

　僕は花に詳しくないが、ガーネットさんは違う。花を育ててる彼女なら、スターフラワーを復活させることができるかも！

「わかった。渡すよ！」

「その調子なのだ！」

　僕たちは家を飛び出した。そのままお隣のガーネットさん宅へ。

　窓の向こうは真っ暗だ。ドアをノックしてみたが、物音ひとつ聞こえてこない。

「もう寝ちゃったのかな？」

「お風呂に行ってるだけかもなのだ。ここで帰りを待つのだ」

「でも家の前に立ってたら怖がらせちゃうんじゃ……」

「知らないおじさんだとちょっと怖いけど、ジェイドはお隣さんなのだ。ぜったい怖がったりしないのだ！」

「そ、そうだよね。僕はお隣さんなんだから、花を持って立ってても怖がられないよね？」

「そうなのだ！　ジェイドはちっとも怖くないのだ！」

「僕は！　怖くない！」

「その調子なのだ！」

「なにを騒いでいるのかしら？」

　淡々とした声に振り返ると、ガーネットさんが街灯のそばに佇んでいた。

　お風呂からの帰りなのだろう。濡ぬれた青髪が灯りに照らされ、なんだか神々しく見える……。

「さ、騒いでごめんなさい！」

「元気があるのはいいことだわ」

　優しいなぁ。ますます好きになっちゃうよ。

「……ジェイド」

　と、ドラミが脇腹を小突いてきた。

　わかってるって。緊張するけど、いまさら逃げたりしないよ。

　ドキドキと高鳴る心臓をそのままに、ガーネットさんに植木鉢を差し出す。

「こ、これっ、たまたま出先で見つけたんです！　それでっ、その……引っ越しのご挨拶にと思いまして！」

　ガーネットさんがきょとんとする。

「こういうのは普通、引っ越してきた側が渡すものじゃないかしら？」

「僕の故郷では引っ越してきた側に渡すのが普通なんですよっ！　それで、なんとなく、ガーネットさんって花が好きそうなので、これ良さそうだなーと思って摘んできたんですけど……見ての通り、途中でしおれちゃいまして……」

　言ってて自信がなくなってきた。いくら珍しいからって、しおれかけの花なんてもらっても嬉しくないよね。

　迷惑がられてたらどうしよう……。ガーネットさんの反応を見るのが怖くなり、うつむいてしまっていると、ほんのり弾んだ声がした。

「これ、スターフラワーだわ」

　ガーネットさんは僕に近づき、興味深げにスターフラワーを見ていた。

「よくご存じですね。ガーネットさん、こういうの好きですか？」

「好きよ」

　少なくとも花選びは成功したようだ。

　だからこそ悔やまれる。どうして枯れちゃったんだろ……。元気なスターフラワーを渡せていたら、もっと彼女を喜ばせることができたのに。

「ガーネットならここから復活させられるのだ？」

「それはできないわ。スターフラワーは、世界樹の根から漏れる養分がないと育たないもの」

　そうだったのか……。まさか特定の環境でしか育たないなんて……。スターフラワーに悪いことしちゃったな。

「じゃあもう枯れるのを待つだけってことですか？」

　ガーネットさんは、申し訳なさそうにうなずいた。

「力になれなくてごめんなさい」

「そ、そんな！　ガーネットさんが気に病むことでは……！　むしろ僕こそごめんなさい！　元気な花を見せられなくて！」

「あなたが謝ることではないわ。……それより、本当にもらってもいいのかしら？」

「えっ、もらってくれるんですか？　枯れかけなのに……」

「だめかしら？」

「いえ、どうぞ！　もらってください！」

　スターフラワーも最期の瞬間をガーネットさんと過ごせるなら幸せだろう。

　植木鉢ごと譲ると、ガーネットさんは首を振る。

「植木鉢はいらないわ。すぐに押し花にするもの」

「押し花に？」

「ええ。押し花のしおりにすれば、この子も綺麗な姿を保てるわ」

　僕の贈り物をしおりとして再利用してくれるなんて……。贈り物を受け取ってもらえたのもそうだけど、大切にしようとしてくれる気持ちがなにより嬉しい。

「ありがとうございます！」

「なぜあなたがお礼を言うのかしら？」

　たしかに贈り物をした僕がお礼を言うのは変だ。

「ええと……いまのはスターフラワーからのお礼です！　押し花にしてくれてありがとう！」

　裏声でスターフラワーからのお礼っぽくしゃべってみると、ガーネットさんがくすっと笑う。

「どういたしまして。……あなたのこと、大事にするわ」

　ガーネットさんはスターフラワーに優しく語りかけると、青い瞳を僕に向けてきた。そして先ほどの笑みを残したまま、

「素敵な引っ越しのご挨拶、ありがとう。おやすみなさい」
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「は、はい！　おやすみなさい！」

　僕、ガーネットさんとおやすみの挨拶しちゃったよ！

　ぺこっと頭を下げ、家に入っていくガーネットさんを見送り、僕は夢見心地のまま自宅へと向かう。

　そのまま家に入り、テーブルに植木鉢を置いたところで、ドラミが遠慮がちにたずねてきた。

「……贈り物作戦、成功したのだ？」

「大成功だよっ。ありがとうドラミ、背中を押してくれて！」

　おかげでいままで以上にガーネットさんと仲良くなれたよっ！

　僕の喜びが伝わったのか、ドラミはパッと笑う。

「どういたしましてなのだ！　ドラミもお世話になってるから、ジェイドの役に立てて嬉しいのだ！　これからも不安なときはドラミを頼るといいのだ！」

「頼りにしてるよっ。お礼に好きなものをご馳走してあげる！」

「やったのだ～！　いまはお魚の気分なのだ～！」

　嬉しそうに声を弾ませるドラミを連れて、僕は食事処へ向かうのだった。










《　第四幕　港町　》




　プレゼント作戦から半月が過ぎた。

　いつものようにクエストを攻略した僕たちは、その日の夕方に王都へ帰ってきた。もうじきギルドが閉まってしまうので、僕とドラミはギルドへ急ぐ。

「おかえりなさいジェイドさん！　ドラミさん！　クエストお疲れ様です！」

「ありがとうございます」

「ただいまなのだ！」

　大通りを走りながらも、ドラミは元気よく挨拶を返す。僕と常に行動をともにしてるからか、ドラミもいまでは有名人だ。

　だからかどうかはわからないけど、最近は人目を気にするようになってきた。具体的には、人前でだっこされるのを嫌がるようになった。それだけじゃなく、電車でお腹を壊したとき、近くの席に座る子どもに見せつけるように『この苦みが癖になるのだ』と胃薬を飲んでいた。

　きっとみんなに褒められるのが嬉しくて、もっと褒めてもらうために凜々しく振る舞おうとしているだけなんだろうけど、理由はどうあれ精神的に成長しようとする気持ちは大切にしてあげたい。

　ガーネットさんに会えるかどうかの瀬戸際なので、できればだっこで走りたいところだけど、ドラミが成長するためだ。ドラミが転ばないようにスピードを緩め、彼女のとなりを併走する。

　そして無事、閉館前にギルドにたどりついた。

　ふぅ、なんとか間に合った……。

「すぐに済ませるから待っててね」

「ドラミは街灯に群がる虫を数えて待ってるのだ！　こないだは一六匹まで数えられたのだ！　今回は記録更新を目指すのだ！」

　駅から走りっぱなしだったのに、ドラミはあまり息を切らしていない。僕と旅をすることで体力がつき、肉体的にもたくましく成長を遂げたみたいだ。

「街灯を直視すると目が悪くなるからほどほどにね」

　張り切って虫を数えるドラミを残して、僕はひとりでギルド内へ。

　閉館時間ギリギリだからか、ギルド内は閑散としていた。撤収作業が進められ、ほとんどの窓口に『本日の業務は終了しました』の立て札が。

　幸いにも一八番窓口は開いていた。ガーネットさんもそこにいる。窓口からこちらに視線を向けられ、心臓が高鳴ってきた。

　なるべく好印象を持たれようとキリッとした顔を作り、いざガーネットさんのもとへ。

「これっ！　達成しました！」

「お名前は？」

「ジェイドです！」

「少々お待ちください。……キマイラ討伐のクエストですね。では拝見します」

　雪のような白い手で、ガーネットさんが魔石をにぎにぎする。

　魔石鑑定中のガーネットさんは、とても真剣な表情だ。鑑定魔法を使いつつ、長いまつげに縁取られた瞳で傷の有無をチェックしている。

　そんな彼女の姿に見惚れていると――くぅ、と小さな音が聞こえた。誰かがお腹を鳴らしたみたいだ。

　でも、近くにいるのはガーネットさんだけだし……とすると、いまの可愛い音って――

「……」

　ガーネットさんの頬が、うっすらと赤らんでいる。

　や、やっぱりだ！　いまのはガーネットさんのお腹の音……！

　うわあ、可愛い！　可愛い音だ！　頬を染めるガーネットさんもすっごい可愛い！

　って、だめだだめだ！　盛り上がってる場合じゃないよ！

　ガーネットさんは恥ずかしがってるんだ！　気の利いた台詞でフォローしないと！

　たとえば『僕もよくお腹を鳴らしますよ』とか？　うーん、それでフォローになるのかな？

「確認できました」
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　迷ってるうちに鑑定が終わってしまう。

　なにか声をかけたかったけど……ここは聞かなかったふりを貫くべきか。

「こちら報酬３０００万ゴルの小切手になります」

「ありがとうございます！　それで、えっと……次の依頼はまた明日受けに来ます！」

　いつもなら新たな依頼を受けてガーネットさんとの会話を楽しむところだけど……このまま手続きに進んだら、またお腹を鳴らしちゃうかもしれないもんね。

　おしゃべりしたい誘惑を振り払い、ガーネットさんから小切手を受け取り、外で待っていたドラミと合流する。

「あっ、ジェイド！　今日は一八匹まで数えられたのだ！」

「記録更新だね！　おめでとう！」

「ありがとなのだ！　それで次はどこに行くのだ？」

「いろいろあって、新しいクエストは明日受けることにしたんだ」

「じゃあ今日はゆっくりできるのだ？」

　期待の眼差しを向けられ、僕はうなずいてみせる。

「今日はのんびりできるから、記録更新した記念にお店でご飯にしよっか」

「大賛成なのだ！　ひさしぶりのお店ご飯、楽しみなのだ～……って、あれ？　そっちに行くのだ？」

「この時間だと大通りの店はどこも賑わってるからね」

　いつだったか僕の来店にお客さんが盛り上がり、ほかの店からも僕に一言挨拶しようと大勢押し寄せ、僕を称えて飲めや歌えやの大騒ぎになったことがある。

　もちろん賑やかな食事は楽しいけれど、よけいな騒ぎは避けたいところだ。

「ここからちょっと離れてるけど、我慢できそう？」

「その店は美味しいのだ？」

「うん。最後に食べたのはもう何年も前だけどね。シチューも美味しかったし、魚料理も絶品だったよ」

「シチューの具材はなんなのだっ？　ドラミ的には野菜メインより、お肉たっぷりだと嬉しいのだ」

「ならよかった。柔らかく煮込まれた肉がたっぷり入ってるから」

「そこで決まりなのだ！　早く食べたいのだ！」

　ドラミに急かされ、食事処へと足を運ぶ。

　小さな通りに佇んでいる、カウンター席メインの小さな店だ。

　年季の入った店内に入ると、食欲をそそる良い香りが漂ってきた。昼営業がメインなのか、お客さんは見当たらない。

「貸切なのだ～！」

　はしゃぎ声を上げるドラミに、カウンターの奥にいたおじいさんがびっくりする。僕の顔を見ると、さらにびっくりしたみたい。

「おやまあ驚いた。うちみたいな店にジェイドさんが来るなんて」

「謙遜しなくていいのだ！　美味しい匂いがするし、立派な店なのだ！」

「おやおや、嬉しいことを言ってくれるお嬢ちゃんだね」

「どういたしましてなのだ！　ドラミはシチューが食べたいのだ！　お肉たっぷり大盛りだと嬉しいのだ！」

「僕は魚料理をお願いします。前に食べた香草焼きが美味しかったので」

「シチューの大盛りと香草焼きだね。香草焼きならちょうど最後の一食だよ。ジェイドさん、ついてるね。すぐに作るから待ってておくれ」

　僕たちはカウンター席に腰かける。目の前で料理され、ドラミは待ちきれない様子だった。カウンター席から身を乗り出さんばかりに鍋を見て、シチューの香りを楽しんでいる。

「はい、お待たせ」

　カウンターにほかほかのシチューとパンが出てきた。

「うわあ！　美味しそうなのだ！　いただきますなのだ～！」

　パンをシチューに浸して食べ、柔らかく煮込まれた肉を頬張り、幸せそうにほっぺをとろけさせるドラミ。

　それをほほ笑ましく思っていると、魚の香草焼きが出てきた。

　さっそく一口。うん、美味しい！　香草の香りに包まれた魚の旨みが口いっぱいに広がるよ……。

「いらっしゃい」

　と、おじいさんが言う。誰か来たみたい。美味しい料理に舌鼓を打ちつつ、ちらっと目線を上げてみると――

　ガーネットさんだった。

　えっ、どうしてガーネットさんがこの店に!?　ギルドからけっこう離れてるのに！

　もしかしてご近所付き合いの一環？　僕と食事したくてこっそりあとをつけてきたとか!?

「いつものをお願いするわ」

　違った。これ常連客の口ぶりだ。

　へえ、そっか。ガーネットさん、この店に通ってたんだ。じゃあ僕も通おうかな。ドラミもここの料理を気に入ったみたいだし！

　それにしても……ガーネットさんって、普段なにを食べてるんだろ？　気になる……。

「ごめんね、ガーネットちゃん。魚の香草焼きはもう終わっちゃったんだよ」

　こ、これかぁー！

　僕としたことがなんてことを！　ガーネットさんの仕事終わりの楽しみを奪うなんて……！

「残念だわ」

　大好きな女性を残念がらせてしまうなんて……！

「あのっ！　僕がひとっ走りして魚を買ってきましょうか!?」

「い、いえ、ジェイドさんを使いっぱしるなんて……お気持ちだけでけっこうだよ……」

　だめですよ！　気持ちだけじゃガーネットさんのお腹は膨れませんから！

「遠慮はいりません！　お代もけっこうです！　僕はいま無性に魚を買いたい気分なんです！　それで、どこに行けば買えますかね!?」

「いまはどこも無理だと思うけどねぇ。なにせ魚の仕入れが難しい状況で……」

「魚の仕入れが難しい……？」

　王都はそれなりに海に近いところにある。

　港町から毎日列車で新鮮な魚が届いているはずなんだけど……。

「なんでも近海に怖ろしい魔獣が出没するみたいでね。漁へ出れば船が沈められてしまうそうなんだよ」

「魔獣の奴、お魚を独り占めするなんて許せないのだ！　ドラミも香草焼きっていうの食べてみたかったのだ……！」

　ドラミが憤っている。

　僕だって許せない。ガーネットさんの楽しみを奪うなんて……！

「あのっ、ガーネットさん！　その魔獣の討伐依頼って出てますか？」

「たしか六つ花クラスの討伐クエストになっているわ」

　六つ花か。どうりで見覚えがないと思った。

　各クラスには、そのクラスに相応しい難度のクエストが割り当てられている。討伐が滞り、そのクラスでは達成は困難だと判断されれば、ひとつ上のクラスのクエストとなるのだ。

　現時点で六つ花クラスなら、十つ花の僕の出番があったとしてもしばらく先。十つ花の僕が規則を破り、クエストを横取りするわけにはいかない。

　だけど……もし魔獣退治がクエストじゃなかったら？

　たとえば、釣りの最中に魔獣に襲われたとなれば話は変わる。襲ってきた魔獣を返り討ちにするだけなら、ギルドの規則には反しない。

　よし、決めた。海に行こう！

　そしてガーネットさんに美味しい魚料理を食べてもらうんだ！

「シチューをお願いするわ」

「はいよ。シチューね」

「ここのシチューはほっぺがとろける美味しさなのだ！　パンを浸して食べるとより美味しいのだ！」

「ありがとう。試してみるわ」

　楽しそうにガーネットさんとおしゃべりするドラミを羨ましく思いつつ、僕はそう決心するのだった。




◆




　翌日の昼下がり。

　僕とドラミは列車に乗って港町にやってきた。

　カンカン照りのなか目的地へ向かう。ドラミとはいろいろな町を訪れたけど、港町に連れてきたのは初めてだ。白塗りの美しい町並みで、日差しを反射して眩まぶしいのか、ドラミは時折目を細めている。

　涼しい潮風が吹き抜けると、ドラミは眉をひそめ、鼻をヒクヒクさせた。

「なんだか変な匂いがするのだ……」

「潮風の匂いだよ。ドラミ、海は初めて？」

「海には放浪時代に助けられたことがあるのだ。貴重な飲み水だったのだ！」

「飲み水……？」

「うむ。しかも魚が泳いでて、なんとドラミは手掴みで捕まえたことがあるのだ！　こんなに……いや、こーんなに大きな魚だったのだ！　半日にもわたる、激しい戦いだったのだ……」

　ドラミは身振り手振りを交え、そのときの様子を熱く再現する。

「貴重な水と食料があるのに、どうして移住しちゃったの？」

「ひとつ捕まえる頃にはへとへとになってて、逆にお腹が空いてしまうからなのだ……」

「そうなんだね。ところで、それって湖じゃない？」

　ドラミがきょとんとした。

「どう違うのだ？」

「大きさもだけど、なにより海水は飲み水にならないよ。すごく塩辛いんだ」

「味がついてるのだ？　それは美味しそうなのだ……」

「美味しくはないんじゃないかなぁ。それに飲みすぎると死んじゃうよ」

　ドラミがぞっと青ざめる。

「海の水は毒なのだ……？」

「毒ってわけじゃないけど、身体に害があるんだ」

　あくまで人体の話で、ドラゴンへの影響はわからないけど。

「海では口を閉じるようにするのだ！」

　ドラミはぜったいに海水を口にするまいと決意した様子だ。

「魔獣もいるから、港町で待っててくれてもいいけど……」

「お留守番は嫌なのだ！　ドラミも魔獣との戦いの現場に居合わせたいのだ！　そして王都のみんなに武勇伝を聞かせてやるのだ！　凶暴な魔獣を前にしてもドラミは一歩も引くことなく堂々と佇み続けた、と」

　道行く人々に『ドラミさんもすごい！』と褒められるのが癖になってしまったみたい。

「そんなわけで早く海に行きたいのだ！」

「だね。急がないとガーネットさんが今日も魚料理を逃しちゃうよ」

「ジェイドは本当にガーネットが好きなのだなぁ」

「ま、まあね！　お世話になってるからね！　これくらいの恩返し、当然さ！」

　早く海に出て、魔獣を倒して、漁業を復活させたい。

　そしてガーネットさんに美味しい魚料理をお腹いっぱい食べてもらうんだ！

　だけど、その前に寄るところがある。

　こっちだよ、と石畳を道なりに進んでいると、狭い登り道に出た。白塗りの住居に挟まれたカラフルなタイル張りの階段を上っていき、一際大きな家の前で立ち止まる。

　三階建ての、このあたりでは一番大きい家だ。高台にあるため、ここからなら町並みが一望できる。真っ白な町の向こうには青い海が広がり、船着き場も確認できた。

「いい眺めなのだ……って、勝手に入っちゃだめなのだっ」

　ドアノブに手をかけていると、ドラミが待ったをかけてきた。

「平気だよ。ここ僕の別荘だもん」

「ジェイドの？　どうして別荘なんか持ってるのだ？」

「夕日がものすごく綺麗だったからだよ」

　クエストでこの町を訪れたとき、水平線に沈む夕日がとても綺麗だったのだ。

　そこで僕は思った。この夕日を目にすれば、ガーネットさんもうっとりしてくれるかもと。ロマンチックなムードになり、キスできるのではないかと……。

　そして気づいたときには、僕は別荘を買っていた。

「ジェイドは夕日が好きなのだなぁ」

「まあね。とにかく僕の家だから遠慮せず入ってよ」

「お邪魔するのだ～！　……うっ、ほこりっぽいのだ」

「二年前に買って、それきりだからね。ついでに掃除もしたいけど、今日のところは釣具だけ回収して引き上げるよ」

「魔獣を釣るのだ？」

「それならそれでいいけどね。釣りたいのは魚だよ」

　海に出ても、魔獣が都合よく現れてくれる保証はない。

　そこで魔獣が出てくるまで、魚釣りをして待つことにしたのだ。

　釣った魚を昨日の店に持っていき、料理してもらい、常連のガーネットさんと食事を楽しむという筋書きだ。

　それとなく『僕たちが釣った魚なんですよ』とガーネットさんに伝えれば、ちょっとは僕の好感度も上がるはず！

「ええと、たしかこっちの部屋に……あった」

　空き部屋に釣具一式を発見する。

　いつかガーネットさんとのあいだに子どもができたら一緒に楽しもうと思って買っておいたのだ。まさかこんなところで役に立つとは。

「いっぱい釣ってみせるのだ！」

　張り切るドラミと外へ出る。

　日射しを浴びつつ歩いていき、僕たちは漁港にたどりつく。

　漁港の空気はとても重かった。きっと魔獣被害に頭を悩ませているのだろう。漁師と思しきおじさんたちが集まり、深刻そうな顔でなにやら話し合っていた。

　それを横目に、僕たちは小船のほうへ向かう。日除けのついた四人乗りの小船だ。

　ガーネットさんとのデート用なのでもっと小さいのでもよかったけど、子どもができたとき家族で楽しめるようにあらかじめ四人乗りを買ったのだ。

「これがジェイドの船なのだ？」

「うん。夕日を見ながら船旅を楽しもうと思って、別荘と一緒に買ったんだ」

「ジェイドは本当に夕日が好きなのだなぁ」

　好きなのは夕日じゃなくて、ガーネットさんだけどね。

「初めての船、わくわくするのだ……」

「揺れるから気をつけてね」

「どきどきなのだ……」

　ドラミが緊張の面持ちで一歩踏み出し、船に片足をつけようとした、そのとき。




「いま船に乗ってはならん！」




　突然大声で呼びかけられ、ドラミは足を滑らせて海に落ちそうになった。すんでのところで腕を掴み、陸地に引っ張り上げる。

「び、びっくりしたのだ……。どうしていきなり怒鳴るのだ！　ドラミ、悪いことなんかしてないのだ！」

　危うく転落しかけたドラミはぷんすかしている。

「きみたちが船に乗ろうとしていたからだ。半月前から魔獣が出没していてな。いま海に出るのは危険だぞ」

「心配してくれただけだったのだ……」

　警告してくれたのだとわかり、ドラミはなんだか申し訳なさそう。「怒鳴っちゃってごめんなさい」と謝ると、おじさんも「こちらこそ驚かせてすまない」とばつが悪そうな顔をする。

「とにかく、いま海に出るのは危険なんだ」

「事情は把握してます。ですが、僕たちはどうしても海に出なきゃいけないんです」

「本当に危険だぞ」

「覚悟の上です」

「そうか。どうしても行きたいというのなら、もうこれ以上は止めないが……。ぜったいとは言い切れないが、それくらいの小舟なら、魔獣に気づかれずに帰ってこれるだろうからな」

　えっ、そうなの!?　小舟だと気づかれないの!?

　困るよ！　船をおとりに魔獣をおびき寄せる作戦なんだから！

　泳いで魔獣を探すとなると、何日がかりになるかわからない。そんなに長いことガーネットさんに会えないなんて耐えられない！

　だったら――

「あれって、どなたの船ですか？」

　僕は立派な船を指さした。あれだけ大きいと魔獣も放っておかないはずだ。

「私の船だが」

「でしたら――」

　リュックからパンパンに膨らんだ皮袋を三つ取り出す。

「ここに３０００万ゴルあります！　これで船を貸してください！　もちろん、壊れたら言い値で弁償します！」

　いつどこで素敵な別荘との出会いがあるかわからないので、日頃から大金を持ち歩くようにしているのだ。その癖がこんなところで役立つとは。

　皮袋の中身を見せると、おじさんはぎょっと目を見開いた。

「こ、こんな大金、受け取れない！」

「そこをなんとか！　お願いします！」

「お願いされてもね……。船を貸せば、きみたちは海に行くんだろう？」

「はい！」

「だったら貸せない。この船で海に行けば、間違いなく魔獣の餌食になるからな」

「僕なら平気です！」

「そうなのだ！　ジェイドは強いから魔獣なんか一撃なのだ！」

　おじさんが、大金を見たとき以上にぎょっとする。

「ジェイド!?　ジェイドって、あのジェイド様かい!?」

「ジェイド様!?」

「ジェイド様だって!?」

　船着き場にいた漁師たちが集まってきた。

「ドラゴンを象った宝剣に、満開の花紋……！　ほ、本物だ！　本物のジェイド様だ！」

「なぜジェイド様がこちらに!?　まさか魔獣討伐の依頼を受けてくださったのですか!?」

　期待に満ち満ちた眼差しを寄せられ、僕は首を横に振る。

「いえ、魚釣りに来ただけです。今回のクエストは、僕のクラスでは受けられませんから」

「そうですか……。ジェイド様が引き受けてくだされば、これほど心強いことはないのですが……」

「しかしジェイド様、いま海へ出れば魔獣に襲われてしまいますが……」

「危険は覚悟の上ですよ。クエストを受けることはできませんが、釣りの最中に襲われて返り討ちにするのはギルドの規則に反しませんからね」

　漁師たちが、ざわついた。

「つ、つまり、自らをおとりに魔獣を倒すということですか……？」

「しかも、ギルドを介さないということは、無償で……」

「ジェイド様に得などないのに、危険を顧みずに我々を救ってくださるなんて……。いったいなぜ、そこまでしてくださるのですか？」

「恩返しなのだ！」

　ドラミが笑顔で言った。

　漁師たちが、ハッとする。

「生まれ育った母国に対する恩返しなのですね……」

「なんという愛国心……まさに『無欲の英雄』だ……」

「ジェイド様バンザイ！」

「無欲の英雄バンザイ！」

　ドラミは『ガーネットへの恩返しなのだ！』と言いたかったのかもしれないけど、訂正するような雰囲気ではなく、漁師のおじさんたちにバンザイで見送られ、僕とドラミは大きな船に乗り込んだ。

　操そう舵だ輪りんの魔石に魔力を流すと船尾のスクリューが回転し、船がゆっくりと動きだす。そして――

「……なにも出てこないのだ」

　何事もなく沖に出た。スクリューを止め、しばらく待ってみたけど、魔獣は姿を見せてくれない。

「釣りする？」

「するのだ！」

　ただ待つだけなのは時間の無駄なので、当初の予定通り釣りをして待つことに。

「よーし、大物を釣ってみせるのだ！」

　僕たちは釣り竿さおを振る。

　小さな水しぶきを立て、疑似餌つきの針が海に沈んだ。

「………………」

「………………ッ！」

　しばらくして、僕の釣り竿に動きがあった。釣り竿を引っ張り、リールを巻いていき――

「よしっ！」

　手のひらサイズの魚を釣り上げることに成功！

「どう？　美味しそう？」

「すごく美味しそうなのだ！　ドラミも負けてられないのだ！　いっぱい釣ってガーネットに『ドラミちゃんすごい！』って褒めてもらうのだ！」

　なんて張り切るドラミだったけど……僕が五尾釣り上げる頃になっても、彼女の竿に動きはなかった。

「ドラミは魚に嫌われてるのだ……？」

「そんなことないよ。きっと場所が悪いんだ。僕の場所と交換する？」

「交換するのだ！」

　ドラミと場所を入れ替わり、再び釣り竿を振る。

「うわあ!?」

　突然、ドラミの釣り竿が大きくしなった。折れてしまいそうな勢いだ。

「も、ものすごい大物なのだっ！　これはお腹いっぱいになりそうなのだ～！　ジェイドにも分けてあげるのだ～！」

　お皿からはみ出るサイズの魚料理を想像したのか、ドラミの口からよだれが垂れる。

　そのときだ。

　ざばあああああん！　と、ふいに海面が大きく盛り上がり――




　そこから、巨大なサソリが姿を見せた。




「ぎゃああああああああああああああああ!?」

　バシャバシャと降り注ぐ海水を全身に浴びながら絶叫するドラミ。「海水飲んじゃったのだああああああ！」と怖いやらしょっぱいやらで顔を歪ゆがませてしまっている。

「これが魔獣の正体か……！」

　それは、本来ならば浅瀬に棲せい息そくする魔獣――マリンスコーピオンだった。

　ただし、僕が知っているそれとはサイズが桁違いだ。

　突然変異でこうなったのか、長い年月をかけてこうなったのか……。両手は船を軽々と切断できそうな巨大なハサミになっていて、ジャキジャキと威嚇音を鳴らしている。

「海に帰れなのだ！　海に帰れなのだ！」

　ドラミはポケットから小石（旅の途中に綺麗な石を見つけては拾い集めていた）を取り出しマリンスコーピオンに投げつける。

　こつん、と硬い殻に命中した次の瞬間、マリンスコーピオンはハサミで船側を挟んだ。

　ギリギリと音を立て、船を切断しようとする。

「どどどどうするのだ!?　このままでは船が真っ二つなのだ！」

「だいじょうぶ、あらかじめ魔法で船をガチガチに強化しておいたからね！　だから、あとは倒すだけさ！」

　ダンッと甲板を蹴って高々とジャンプすると、落下のスピードをそのままに、魔獣の頭部に拳を叩きつけてやる。

　バキィイイイイイン！！！！

　頭部が粉々に砕け散り、青い血とともにマリンスコーピオンから黒い煙が発生する。魔素が花紋に吸いこまれていき……

「死んじゃうかと思ったのだ……」

　船に戻ると、ドラミがぺたんと尻もちをついた。腰が抜けちゃったみたいだ。

「さて、あとは帰るだけだね」

　早く帰ってガーネットさんに新鮮な魚を食べさせたい。

　僕たちは港へ引き返す。

　そして事の顛てん末まつを話すと、みんなは大いに喜んでくれた。

「ありがとうございますジェイド様！　これで安心して漁ができます！」

「ちなみにドラミが魔獣を釣り上げたのだ！」

「ドラミ様もありがとうございます！」

「どういたしましてなのだ！」

　漁師さんに褒められてご機嫌そうなドラミとともに、僕は王都へ引き返したのだった。




◆




　王都に帰りつく頃には、すっかり日が暮れていた。

「お腹ぺこぺこなのだ……」

「僕もだよ。昨日の店に急ごう！」

　ガーネットさんは、ゆっくりと料理を味わうタイプだった。ギルドが閉まってからしばらく経つけど、まだ店にいるはずだ。

　保冷効果の魔石がついたケースに入れているとはいえ、のんびりしていると魚が傷む。早く魚を食べてもらい、ガーネットさんを喜ばせたい！

　僕たちは昨日の店へ急いだ。

　大通りを走り抜け、小さな通りに駆け込み、パン屋の前を駆け抜け、薬屋の前を過ぎ去り、花屋の前を通り過ぎようとして――

「――っ!?」

　急停止！

　ガーネットさんが、花屋で花束を買っていたのだ。

「ど、どうもガーネットさん！　こんばんは！　ジェイドです！」

「元気すぎるわ」

「元気だけが取り柄ですから！」

　よしっ！　自然に会話に持ちこめたぞ！

　つい最近まで事務的な会話しかできなかったのに……成長したなぁ、僕。

「こんなところで会うなんて奇遇ですね！　仕事の帰りですか？」

「仕事の帰りよ」

「お疲れ様です！　僕たちは港町へ魚を釣りに行ってたんですよ！　これ、魚です！」

「ドラミも船で釣りをしたのだ！　なんと魔獣を釣り上げたのだ！」

「びっくりしそうね」

「一瞬だけびっくりしたのだ。しかしドラミはすぐに冷静さを取り戻し、石を投げて応戦したのだ！」

「よく石を持っていたわね」

「いつでも戦えるように持ち歩いてるのだ！　ドラミの投石を受けた魔獣はよほど慌てたのかハサミで船を真っ二つにしようとしたのだ！」

「絶体絶命だわ……」

「ドラミは焦らず、一歩も退くことなく魔獣を見据え続けたのだ……！」

「勇敢ね」

　武勇伝を語り終えたドラミは、かなり満足そうにしている。

「魔獣はあなたが倒したのかしら？」

「はい！　魔獣の脅威は去りました！　これで明日から王都に新鮮な魚が届きますよ！」

「よかったわ」

　よしっ！　僕の好感度、これでちょっとは上がったよね！

「ところで、明日はギルドに来るのかしら？」

「もちろんです！　今日は行けませんでしたから、明日は必ず……」

　……あ、そうだ。そういえば僕、昨日『次の依頼は明日受ける』って言ったよな……。

「どうかしたのかしら？」

「いえ、その……ガーネットさんは覚えてないと思いますが、次の依頼は明日受けるって昨日言ったのを思い出しまして……」

「ちゃんと覚えていたわ。あなたが来ないから、心配していたのよ」

「えっ、ええっ!?　ガーネットさんが、僕の心配を!?」

「そこまで驚くことかしら？」

「驚きますよ！　だって僕、英雄ですよ!?　めちゃくちゃ強い、十つ花ですよ!?」

　自分で言うのもどうかと思うけど。

　でも、実際僕は強い。だから誰も僕の心配なんかしない。

　とりわけ、ガーネットさんは僕の強さを知っている。クエスト達成の報告は、いつも彼女にしてるから。

　そんなガーネットさんが、僕の心配をしてくれていたのだ。びっくりするに決まっている。

　だけど……これって素直に喜んでいいのかな？

「あの……もしかして僕、頼りなく思われてます？」

　心配されるということは、頼りないと思われていてもおかしくない。

　するとガーネットさんは「そうではないわ」と首を振り、

「私にとってあなたは英雄ではなく、弟のようなものだもの」

　だから強くても心配はするの――と。淡々と放たれた言葉に、僕は度肝を抜かれてしまう。

「僕がガーネットさんの身内!?」

「身内とは言ってないわ。弟のようなものと言ったわ」

「ど、どうして弟のように思ってるんです!?」

　ガーネットお姉ちゃん、なんて甘えたことはないぞ!?

「あなたが一二歳の頃から、ずっと成長を見てきたもの。私もまだ一四歳になったばかりで、自分より年下の冒険者を見るのは初めてで……だから私にとって、あなたは弟のようなものなの」

「な、なるほど、そういう意味ですか……」

　そっか。それでガーネットさん、プライベートだと敬語抜きになるんだ。

　どうしよう……。嬉しすぎて頬の緩みを抑えきれない。みんなから英雄視され、尊敬され、特別扱いばかりされていると、たまにふと寂しくなってしまうから。

　ドラミもそうだけど、僕をどこにでもいるひとりの人間として接してくれるひとがいるのは、僕にとっては本当に幸せなことなのだ。

　……だけど、あれ？　ちょっと待ってよ。

　僕を弟のように思ってるってことは、つまり、その……




　僕、恋愛対象外なのでは？




　い、いやいや！　ないない！　それはないよ！

　あくまで『弟のように』だし！　実の弟ってわけじゃないし！

　血縁関係がないなら恋愛対象のはずだ！　ストレートに『僕って恋愛対象ですか？』なんて聞くわけにはいかず、僕はそう信じることにした。

「ところで、ガーネットさんはこれからどちらへ？」

「行きつけの店へ食事に行くわ」

「昨日の店ですか？」

「ええ、そうよ」

「それは奇遇ですね！　僕たちも行くところだったんですよ！　ねえドラミ？」

　さあ、頼むよドラミ！　ガーネットさんを食事に誘ってくれ！　僕たちが釣った魚がいかに美味しそうかをアピールしてくれ！

「うむ！　釣った魚を料理してもらうのだっ！　釣ったばかりで新鮮なのだ！　いっぱいあるからガーネットにも食べさせてあげるのだ！」

　ありがとうドラミ！　パーフェクトだよ！

「いいのかしら？」

「もちろんです。たくさん釣りすぎて僕たちだけだと食べきれませんし、よかったら食べるの協力してください！」

「そういうことなら手を貸すわ」

　よしっ！　食べてもらえる！

　話が決まったところでガーネットさんが歩き出し、僕はそのとなりを歩く。

　ガーネットさん、良い匂いがするなぁ。正面も素敵だけど、横顔も綺麗だ……。

　こうして並んで歩いていると、まるでデートしているみたい。この時間が永遠に続けばいいのに……。

「到着なのだ～」

　五秒で終わった。

　でもいいんだ。今日から常連になるんだからっ。これから毎日ガーネットさんと同じ空間で食事できるんだと思うと、幸せで頭がおかしくなりそうだ。

　頬の緩みを抑えつつ、三人で店内へ。

　昨日と同じく、今日も僕たち以外に客はいなかった。

「おじいちゃーん！　今日も来たのだ～！」

「おやまあ、ドラミちゃん、よく来たね。それにガーネットちゃんとジェイドさんも」

「魚を釣ってきたのだ！」

「魚を？　海に行ったのかい？」

「はい。魔獣は倒しましたから、魚の仕入れが楽になりますよっ！」

「新鮮なうちに料理してほしいのだ！」

　ドラミに急かされ、おじいさんはにこりとほほ笑む。

「最後に腕によりをかけて、とびきり美味しいのを作ってあげるからね」

　……最後に？　って、どういう意味？

「その前に渡しておくわ」

　ガーネットさんが、おじいさんに花束を贈る。

　今日っておじいさんの誕生日なのかな？

「おやまあ、嬉しいね。本当にいいのかい？」

「いままで美味しい料理を作ってくれたお礼よ」

「ありがとうねぇ」

　……おかしい。

　どうも誕生日って感じじゃないぞ。

「あ、あの、どういうことですか？」

「私ももう歳だからね。五〇年続けた食事処は今日で店じまい。田舎に帰って、娘夫婦の家で暮らすんだよ」

　そんな！　ガーネットさんと毎日食事をして親しくなる作戦がパーじゃないか！

　だとするとガーネットさん、明日からどこで食べるんだ？　気になるけど、質問してそこに毎日通ったらストーカーみたいになっちゃうしなぁ……。

「ドラミからはこれを贈呈するのだ！」

「綺麗な小石だねぇ」

「じゃあ僕はこれを！　退職金だと思ってください！」

「気持ちだけ受け取っておこうかねぇ」

　１０００万ゴルを丁重にお断りされ、僕たちはカウンター席に腰かける。

　となりにガーネットさんが！　それに肘が！　ガーネットさんの肘が僕の肘に当たってる！

　こんな素敵体験ができるとは……なんて素晴らしい店なんだ！　つくづく閉店が悔やまれる……。

「なぜ涙ぐんでいるのかしら」

「この店が閉店しちゃうのが寂しいんです……」

「あなたを見かけたのは今日で二度目だわ」

「昨日食べてファンになったんです……」

「そんなに気に入ってもらえるなんて嬉しいねぇ……。田舎に引っ越したら娘夫婦に自慢してやろうかね」

　おじいさんは朗らかに笑い、とても美味しい香草焼きを作ってくれたのだった。










《　第五幕　病　》




　最近は幸せが天井知らずだ。

　窓口越しの事務的な会話だけでも幸せだったのに、ガーネットさんとプライベートな会話ができるようになったから！　この調子で親睦を深めれば、いつか遊びに誘える日も近いんじゃないかな。

　その日が来るのを待ち遠しく思いつつ、僕はいつものようにクエストを攻略した。昼過ぎに王都に帰りつき、寄り道せずにギルドへ直行。

「ドラミはここで待っててね」

「うむ。今日もみんなに冒険譚を聞かせてやるのだ！」

　そう声を弾ませるドラミのもとへ、近くの広場で遊んでいた子どもたちが集まってきた。

　いつの間にか『ジェイドと肩を並べて冒険している女の子がいる』と噂が広まり、ドラミを見ると子どもたちが駆け寄ってくるようになったのだ。

　自分の武勇伝を交えつつ饒じょう舌ぜつに冒険譚を語るドラミは、すっかり子どもたちの人気者だ。

「ねえドラミちゃん、今回はどんな冒険をしたのっ？」

「今回ドラミたちはケルベロスと激闘を繰り広げたのだ！」

「ええ!?　ケルベロスと!?」

「ケルベロスって、大きくて怖いワンちゃんだよね……？」

「うむ！　ケルベロスには三つの首があって、しかもそのひとつひとつがものすごく怖い顔をしてたのだ！　こんな顔と！　こんな顔と！　こんな顔だったのだ！」

　ドラミがいろいろな怖い顔を披露すると、そこかしこから悲鳴が上がった。怖がるのも当然なのだ、とドラミは理解を示しつつ、得意げに言葉を続ける。

「しかしドラミはケルベロスを前にして、こんなに落ち着いた顔をしてたのだ！」

「そ、そんなに落ち着いた顔を!?」

「すごい！　さすがドラミちゃん！」

　落ち着いた顔を披露してみせたドラミに、子どもたちは感心しきりだ。

「それほどでもないのだ……」

　子どもたちに尊敬されて、ドラミはとってもご機嫌そう。そんな彼女をその場に残し、僕はひとりでギルド内へ。冒険者たちに挨拶を返しつつ、一八番窓口へと向かう。

　ガーネットさんは、今日もすごく綺麗だった。

　かつての僕なら彼女を目にすると心臓が高鳴り、うわずった声で話しかけてしまっていたが――もう違う。

「どうも、こんにちは、ジェイドです。クエストを攻略しました」

　大好きな女性を前にして、僕は平静を失わなかった。

　ほんと成長したなぁ、僕……。

「ジェイド様ですね。少々お待ちください」

　いつもの調子で淡々と対応するガーネットさん。

　そんな彼女の姿に見惚れていた、そのときだ。




「けほ」




　……ん？　いま咳せきした？

「けほ……んっ、けほ」

　やっぱり咳してる！

　しかものどに手を当て、苦しそうに眉をひそめている!?

「失礼しました。では魔石を拝見させていただきます。……魔石はどちらに？」

「は、はい！　えと、その……魔石、持ってます！」

「これは綺麗な小石ですが」

「す、すみません、間違えました！　ドラミがいっぱい拾っちゃったから預かってまして！　魔石はこっちです！」

　いやもう魔石どころじゃないよ！　ガーネットさん咳してるよね!?　も、もしかして体調が優れないの!?　重篤な病気じゃないよね!?

　ものすごく心配だ……。いったいどんな病気なんだろ？　詳しく病状を聞き、特効薬を用意したい。

「確認しました。こちら報酬２５００万ゴルの小切手になります」

「ど、どうもです！」

　だけど……聞けない。ガーネットさんは病身を顧みずに働いているのだから。私語を挟み、仕事の邪魔をするわけにはいかない。

「次の依頼はまた後日受けに来ます……」

「けほ。承知しました」

　これが今生の別れになるのかも……。

　大おお袈げ裟さかもしれないが、ぜったいにないとは言い切れない。

　ガーネットさんのいない世界で生きるなんて、そんな人生耐えられないよ……。不安に押し潰されそうになりつつ、僕はギルドをあとにする。

　身振り手振りを交えて冒険譚を語っていたドラミは、僕を見るなり心配そうな顔をした。

「ど、どうしたのだ？　ジェイド、この世の終わりみたいな顔してるのだ……」

「僕、そんな顔してる？」

「してるのだ。なにかつらいことがあったのだ？」

　僕のとなりに立ち、ドラミが背中を擦ってくれる。

「まあ、ね……」

　最愛の女性が苦しむ姿を目の当たりにした。こんなにつらいこと、いままで味わったことがない。

　だけど一番苦しいのはガーネットさんなんだ。僕が苦しんでいても事態は改善しない。

　ガーネットさんを苦しみから解放するために、できる限りのことをしないと！

「どんな大病でも瞬時に治せる特効薬を手に入れよう！」

「そんな薬があるのだ？」

「わからない。だけど、必ず手に入れてみせるよ！　目の前に苦しんでいるひとがいるのに、なにもしないなんて僕には耐えられないんだ！」

「さすがジェイド様……」

「我々も見習わなければ……」

　子どもたちの親御さんから拍手が返ってくる。

「さっそく行動を始めよう！」

　事情を飲み込めない様子ながらもうなずいたドラミを連れて、ギルド前をあとにした。そのまま自宅に駆け込み、リュックにお金を詰めていく。

　特効薬を手に入れるのだ。いくらになるかわからないので、ひとまず１０億ゴルくらい用意しよう。

「そんなにお金が必要なのだ？」

「これでガーネットさんが完治するなら安いものさ！」

「ガーネットが体調悪そうにしてたのだ!?　それは心配なのだ……」

「だよね！　心配だよね！　僕もだよ！　だからできる限りのことをしたいんだ！」

「そういうことならドラミもお手伝いするのだ！　だって、ガーネットは友達なのだ！」

「ドラミ……！」

　いつの間にガーネットさんと友達に!?　僕はまだ隣人止まりなのに！　……なんて嫉妬心は湧いてこない。いまはドラミの気持ちが素直に嬉しい。

「そうだ！　ドラミを慕う子どもが、以前『パパが魔法で怪我を治してくれた』って言ってたのだ！　ドラミからガーネットを治してくださいって頼んでみるのだ！」

「いや、無理だよ。回復魔法じゃ外傷しか治せないもん」

　補助系が使う回復魔法は、毒や麻ま痺ひには効果がない。なので状態異常を引き起こす魔獣対策として、冒険者は様々な薬を常備している。

　咳の原因はわからないけど、外傷じゃないのは確かだ。

「つまり薬を手に入れるしかないんだ」

「ジェイドは薬を持ってないのだ？」

「ドラミのために毒消しや胃薬は持ち歩いてるけど、僕の薬はないよ。僕には毒も麻痺も通じないし」

「頑丈すぎるのだ……」

「十つ花の強化系だからね。それに僕が持ってるのは胃薬以外は魔獣対策の薬だから」

　王都に留まっているガーネットさんが魔獣被害に遭ったとは考えられない。手持ちの薬じゃどうすることもできないので、薬師にガーネットさんの症状を相談し、専用の特効薬を作ってもらうんだ。

　薬の効果は薬師の腕前に左右される。

　一流の薬師ともなれば、ひとつ薬を調合してもらうのに大金が必要だ。

「これでよし」

　ドラミと協力して１０億ゴルをリュックに詰め込み、家を飛び出す。そのまま記憶を頼りに道を駆け、いかにも老舗っぽい薬屋にたどりついた。

「あんまり繁盛してなさそうなのだ……」

「わかりにくい場所にあるからね。だけど腕は確かだよ。僕が生きていられるのは、ここの毒消しに助けられたおかげだからね」

「ジェイドでも死にかけたことがあるのだ？」

「まあね。四つ花になって以降はしょっちゅうだよ」

　三つ花までは王都近郊が活動エリアになっていて、比較的安全だ。

　四つ花からは活動範囲がぐんと広がり、常に危険がつきまとう。秘境へ踏み込むこともあり、危険な魔獣と出くわすことも珍しくない。

「四つ花のとき、バジリスクに襲われてね。あのときは死を覚悟したよ」

　バジリスクは猛毒を持つヘビの魔獣だ。

　牙がかすっただけで肉が裂け、毒が全身にまわり、一〇秒で身体の自由が奪われ、三〇秒で死に至る。おまけに市販の毒消しじゃバジリスクの毒は打ち消せない。

「だけど生きてるのだ」

「すぐに毒消しを飲んだからね。あのときパニックになってたら死んでたよ。毒消しの効果も抜群で、すぐに動けるようになったんだ」

　その場は全力で逃げ、七つ花クラスになって間もない頃に再戦した。正式にギルドから討伐依頼を受け、無事に倒すことができたのだった。

「だったら、ここの薬師はドラミの恩人でもあるのだ！」

「ドラミの？」

「だって、あのときジェイドと出会えなかったら、ドラミはいまごろ飢え死にしてたのだ！　早く会って、お礼が言いたいのだ！」

　そう言うと、ドラミは勢いよく店に駆け込み――




「ぎゃああああああああああああ!?」




　と、聞き慣れた悲鳴を上げた。

「い、いますぐ逃げたほうがいいのだ！」

　薬屋に入った僕に、ドラミが泣きそうな顔で知らせてきた。

　店内には、大小様々な瓶があった。中身は脳みそに目玉に死んだ芋虫に小動物の干物など、グロテスクなものばかり。

「ここにいるとバラバラに解体されてしまうのだ！」

「平気だって。これ全部、薬の素材なんだから」

「こ、こんなものが薬の素材になるのだ……？」

「まあね。動物なんかもそうだけど、魔獣のなかにも薬の素材になるものがいて、珍しいものだと高値で取り引きされるんだ」

「……もしかして、ドラミも薬の素材リストに入ってるのだ？」

「まあ……心配いらないよ。ドラミは国で保護する決まりだもん」

「安心したのだ……」

　と、ドラミが安堵の息を吐いた、そのとき。

「どなたですかぁ～？」

　店の奥から、若い女性が顔を出す。

　ほんわかとした声に相応しい、おっとりしてそうな女性だ。……その手にはノコギリ包丁が握られ、エプロンは血で赤黒く染まっている。

「ぎゃああああああああああああ!?」

　ドラミが腰を抜かしちゃった。

「あら～。お嬢ちゃん、どこから迷い込んだのかなぁ～？」

「こッ、こここッ、来ないでほしいのだ！　あぶッ、危ないのだ！」

「あー、ごめんねぇ。お姉ちゃん、いま魔獣の解体をしてたんだよ～」

「魔獣の……解体……」

「見てくぅ？」

　ドラミは力強く首を振り、よたよたと四つん這いのまま僕のうしろに隠れてしまう。

　ドラミを震え上がらせた彼女は、僕をチラッと見て目を丸くした。

「ジェイドさんじゃないですかぁ。おひさしぶりです～。私のこと、覚えてますかぁ？」

「スゥリンさんでしたよね。クーさんのお孫さんの」

「わぁ～、覚えててくれたんですねぇ！」

「クーさんに調合のことで説教されてる姿が印象的でしたので」

　トラウマになっているのか、スゥリンさんはわずかに顔を青白くする。

「お婆ちゃん、厳しいひとでしたからぁ。いまだに怒鳴り声が耳に残ってるんですよぉ……」

「今日はお姿が見えませんね。クーさんに用事があって来たんですけど……」

「お婆ちゃんなら隠居しちゃいましたよぉ～」

「えっ、隠居しちゃったんですか？　ではいまどこに……」

「田舎に帰っちゃいましたぁ～」

　田舎帰りがブームなの？

「困ったな。クーさんに薬の調合を頼みたいのに……」

「心配いりませんよ～。私、たいていの薬は調合できますからぁ」

「本当ですか!?」

　予定とは違うけど、スゥリンさんはクーさんの孫娘で、弟子でもあるのだ。才能を受け継ぎ、一流の薬師のもとで日々修行を積んできた彼女なら、特効薬を作れるはず！

「お願いします！　どうか彼女を苦しみから解放してやってください！」

「どーんと任せてくださーい！」

　大きな胸をドンと叩き、スゥリンさんはドラミをまじまじと見る。

　ノコギリ包丁を手にした血まみれの女性に観察され、ドラミはびくびくと震えている。

「これは……麻痺の症状ですかねぇ？」

「いえ、震えてるのは、ただ怖がってるだけかと。というか、彼女の薬が必要なわけじゃないですから。知り合いが体調を崩したので薬をお願いできればと思いまして」

「どういった症状ですかぁ？」

「咳が、出るんです……」

「咳、ですかぁ？」

「ええ。あと、のどを押さえて、苦しそうに……苦しそうに、眉を……」

　声が詰まる。ガーネットさんの咳きこむ姿を思い出すと、胸が苦しくなってくる。

　ドラミが僕の背中を擦りながら、

「頑張るのだジェイド。頑張って、ちゃんと症状を伝えるのだ」

「ありがとうドラミ……。そう、彼女はのどを押さえて、苦しそうに眉をひそめて……。僕が見ている目の前で……」

「……倒れたんですかぁ？」

　心配そうに言うスゥリンさんに、僕は首を振り、

「僕が見ている目の前で……続けざまに、咳をしたんです……」

「……でしたら、そちらの棚の咳止めをどうぞ～」

「特効薬ですか!?」

「市販のお薬ですよぉ～」

「市販のじゃだめなんです！　ただの咳じゃないんです！」

「吐血してた、とかですかぁ？」

「そういうのでもなくて……けほ、けほ、って咳きこんでたんです！」

「……それだけですかぁ？」

「見たところ、それだけです」

　スゥリンさんは、小さくため息を吐いた。

「でしたら、薬の必要はありませんねぇ～」

「そ、そんな！　手の施しようがないんですか!?」

「ある意味、私が手を施すまでもない感じがしますけどぉ～」

「そこをなんとかお願いします！　どうか苦しみから解放してやってください！」

　僕が深く頭を下げると、スゥリンさんは再びため息を吐き、

「そこまで言うなら、やるだけやってみますねぇ」

「ありがとうございます！」

「いえいえ～。それで、咳以外に症状はありましたかぁ？」

「どことなく元気がないようにも見えました」

「咳が止まって、元気が出るお薬ですね～。ではでは、さっそく調合しちゃいますね～」

　す、すごい。さすが一流の薬師のお孫さんだ。

　これから特効薬を作ろうというのに、まるでプレッシャーを感じていない様子だ。彼女ならガーネットさんを救うことができるはず！

「僕にできることがあれば、なんでも言ってください！」

「ドラミもお手伝いするのだ！」

　ガーネットさんのためになにかしたかったのだろう。グロテスクな素材に囲まれながらも、ドラミが勇ましく叫ぶ。

「ありがと～。じゃー、ドラミちゃん、そこの大瓶を取ってくれるかなぁ？」

「どれなのだ？」

「ドラミちゃんのうしろにある、目玉が入った大瓶だよ～」

「ひぐっ!?　こ、これを材料にするのだ……？」

　スゥリンさんは、にこやかにうなずく。

「そうだよぉ～。それをすり潰すとねぇ、とろっとして飲みやすくなるんだよぉ～」

「な、なるほど……どうぞなのだ」

　目玉と視線が合わないように、ドラミはうつむきがちに大瓶を渡す。

「ありがと～。それと、となりの小瓶も取ってくれないかなぁ？」

「赤い液体……トマトジュースなのだ？」

「ドラゴンの血だよぉ～」

「ぎゃあああああああああああああああああああああ!?」

　突然の大絶叫に、スゥリンさんがビクッと震えた。

「ど、どうしたのかなぁ？」

「すみません、ドラミは血が苦手でして」

「怖いのだ！　このお店、さっきから怖すぎなのだ！」

　ドラミはいまにも泣いちゃいそう。かわいそうだし、作業の邪魔にならないようにドラミと外で待っていようかな。

　スゥリンさんに血の瓶を渡して、僕たちは外へ出る。




「できましたよぉ～」




　日が沈み、通りが街灯に照らされる頃、スゥリンさんが小瓶を手に出てきた。

「ご要望通り、咳が止まって元気いっぱいになるお薬です～」

　特効薬だ！

　やったぞ！　これさえあればガーネットさんを救える！

「ありがとうございます！　お代はいくらですかっ？」

「３００００ゴルです～」

「３００００ゴル!?」

「市販の薬だと、せいぜい２０００ゴルですけどねぇ～。希少な素材をたくさん使ったから、高くなっちゃいました～」

「全然高くないです！」

　支払いを済ませると、スゥリンさんにお礼を告げ、僕とドラミはその場をあとにした。

　街灯に照らされた道を進み、家へと向かう。

「ガーネットの家に届けるのだ？」

「すぐに飲んでほしいからね。家にいなくても、帰ってくるまで外で待つよ」

「外で？　こないだは不審者だと思われるかもって心配してたのだ」

「それとこれとは話が別だよ」

　優先すべきはガーネットさんの治療だ。僕がどう思われようと知ったこっちゃない。

　家につき、二度ノックすると、ガーネットさんが出てきた。

　よかった、生きてた……。

「あら、こんばんは」

　突然の来訪にもかかわらず、ガーネットさんは嫌な顔ひとつせずに挨拶してくれた。

「こんばんはガーネットさん！　これ、受け取ってください！」

「なにかしら？」

「咳と疲労に効く特効薬です！」

　ガーネットさんがきょとんとする。

「なぜそれを私に？」

「ガーネットさん、受付のとき調子が悪そうにしてたので！　さあ、手遅れになる前に飲んでください！」

「ぐいっと飲むのだ！」

「必要ないわ。もう治ったもの」

「もう治ったって……特効薬を持ってたんですか？」

「違うわ。自然に治ったのよ。のどに魚の小骨が引っかかってただけだもの」

　そ、そうだったのか。

　てっきり大病を患ったのかと……。

　僕が胸を撫なで下ろしていると、ガーネットさんが申し訳なさそうに言う。

「そんなに心配をかけていたとは思わなかったわ」

「心配しますよ！　だってガーネットさんは僕にとって大事な――」

　ガーネットさんとふと目が合い、僕は冷静さを取り戻すとすぐに言葉を飲み込んだ。するとガーネットさんは不思議そうに瞳を凝らして、

「……大事な、なにかしら？」

　と、言葉の続きを促してくる。

「だっ、大事な…………大事な受付さんですから！」

　あぶな～……。勢いで告白するところだったよ。告白はちゃんとしたシチュエーションで、もっと仲良くなってからだ。……その日がいつ来るかはわからないけど。

「受付は大勢いるのに、なぜ私だけ大事なの？」

　ガーネットさんはまだ不思議そうにしている。なんとか誤魔化さないと。

「そ、それは……ガーネットさんは特別な……そうっ、特別な馴な染じみの受付さんですから！　ガーネットさんが行きつけの店のおじいさんに花束を渡したのと同じ理由です！」

　ガーネットさんはわずかに頬を緩ませ、納得したわ、と僕の手元に視線を落とした。

「その薬はいただいてもいいのかしら？」

「や、やっぱり体調が悪いんですか!?」

「お花の調子が悪いの」

「花の……」

　……ああ、ガーネットさん花を育ててるんだっけ。この薬が花に効くかはわからないけど、一流の薬師が調合したんだ。試してみる価値はある。

「どうぞ使ってください！」

「ありがとう。時間があるならうちのお花、ついでに見ていくかしら？」

「ええ!?　い、いいんですか!?」

「驚きすぎだわ」

　驚くに決まってるよ。大好きな女性の家に招かれたんだから。

　だけど平静を装わないと。家に招くってことは、少なからず僕を信用してくれてるってことだから。ニヤニヤしてたら不審がられちゃうぞ。

「お、お邪魔します……」

「お邪魔するのだ～！」

　ドキドキしつつガーネットさんの家に上がる。

　寝室は二階にあるみたいだ。綺麗に磨かれた床に、木製の食卓に、手芸用らしき作業棚に、暖炉など、一階は生活スペースになっていた。

　すごい！　ガーネットさんの家だ！

　へえ、いつもあの食卓で食事してるのか。

　いつかこの部屋で一緒に食事ができたら幸せだな……。

「しおれてるのだ……」

　ドラミが悲しそうに言った。

　窓際に植木鉢が並べられ、そのうちのひとつ――白い花がしおれていた。

「早く治してやるのだ！」

「だね。薬が効くといいんだけど……」

　僕たちが見守るなか、ガーネットさんが小瓶を鉢土に挿した。

　特効薬が土に染み込んでいき――

　しおれていた花が、シャキッとした。

「やった！　復活した！」

「さすが特効薬なのだ！」

「よかったわ……。ものすごい効き目ね」

　バンザイする僕たちの横で、ガーネットさんが嬉しげに表情をほころばせている。

　ありがとうスゥリンさん！　おかげでガーネットさんの喜ぶ顔が見られたよ！

「ふたりのおかげで助かったわ」

「どういたしまして！」

「力になれてなによりなのだ！　……叫んだらお腹が空いたのだ」

「私もよ。これから食事に行こうと思っていたところなの」

「ガーネットはどこで食べるのだ？」

「まだ決めてないわ。行きつけの店を開拓するために、いろいろと巡っているところなのよ。よかったら一緒に来るかしら？」

「行くのだ！」

「僕も行きたいです！　……けど、いいんですか？」

「だめな理由がないわ」

　やった！　やったよ！　ガーネットさんのほうから食事に誘ってくれた！　夢みたいだ！

「どうしてにやけているのかしら？」

「すっごくお腹が空いてましたからっ！」

　ガーネットさんと食事できることになり、僕はしばらくニヤニヤし続けたのだった。




◆




　それから数日が過ぎても、僕は幸せな気持ちに包まれていた。

　ベッドのなかで、あの日のことを思い返す。

「……ふふ」

　いやぁ、ほんと、この前は最高だったなぁ。ガーネットさんとどの店に行こうか相談して、世間話に花を咲かせつつ一緒に食事……。あれから毎日あの日のことを思い出して、なかなか眠りにつけないよ。

　あぁ、ガーネットさんのことを考えていたら早く会いたくなってきた……。明日の朝一番に会うためにも、さすがにそろそろ寝ないと――

「……ん？」

　ふと物音がした。なにかが落ちるような音だ。

「むにゃむにゃ……綺麗な小石、いっぱいなのだ……」

　となりではドラミが寝息を立てている。

　たまにお気に入りの綺麗な小石を握ったまま寝ることもあるので、もしかしてと思ったが、ベッドのそばに小石は落ちていなかった。

　ドラミじゃないとなると、さっきのは幻聴かな？




　――ドスン！　バタン！　ドン！




　いや、聞き間違いじゃない！

　耳を澄ませてみる。……音の出所は、隣室でも階下でもなさそうだ。

　では、いったいどこから――

「――っ!?」

　い、いま、かすかに悲鳴が聞こえたぞ！　しかもガーネットさんの声じゃないか!?　物音に悲鳴――まさか強盗に押し入られたんじゃ！

「大変だ！」

「ひぃ!?　な、何事なのだ!?」

「ガーネットさんの悲鳴が聞こえたんだ！」

「それは大変なのだ！」

「ちょっと様子を見てくるよ！」

「ドラミも行くのだ！」

　僕たちは家を飛び出した。

　ガーネットさんの家にたどりつき、ドアをノックする。

「すみません！　ジェイドです！　物音がしたんですけど無事ですか!?」

　ドアが開き、ガーネットさんが姿を見せる。

　顔は青ざめ、前髪が汗でおでこにくっついている。

「た、助けてほしいわ……！」

　あのいつも落ち着いているガーネットさんが、こんなに怯えるなんて……。やっぱりなにかあったんだ！

「もちろんです！　そのつもりで駆けつけましたから！」

　きっと強盗に押し入られたんだ。隙を突いて逃げてきたに違いない。ガーネットさんの家に忍びこむなんて許せない。二度と悪さができないように懲らしめてやる！

　僕たちは二階へ上がり、寝室のドアの前に立つ。

「しまった！　小石を忘れてきたのだ……これでは戦えないのだ……」

　ガーネットさんのためになにかしたかったのだろう。ドラミは悔しがっている。

「戦うのは僕に任せて、ドラミはガーネットさんを守ってて」

「ドラミに任せるのだ！」

　きりっとした顔で力強くうなずくドラミ。

　僕はそっとドアを開け、ひとりで室内に踏み込んだ。

　……寝室はひどい有様だった。

　ベッドは乱れ、床には服と本が散らばり、水差しがひっくり返ってしまっている。

「ガーネットは片づけが苦手なのだ？」

「いつもは綺麗にしているわ」

　だとすると、これは揉もみ合った形跡だ。そう考えると、怒りがふつふつと湧いてくる。

　ガーネットさんを襲うなんて許せない！

　この怒りをぶつけたいけど……強盗の姿は見当たらなかった。クローゼットは空っぽだし、ベッドの下の隙間には入れそうにないし、窓は内側からカギがかかってるし……

「いませんね」

「きっとまだベッドの下にいるわ」

「この隙間に……？」

　床に頬をつけ、ベッドの隙間を覗いてみるが、暗くてよく見えない。

　そこでベッドを持ち上げてみることにした。すると――

　カサカサ！　なにかが足もとを通り過ぎた。

「きゃあ！」

　ガーネットさんが悲鳴を上げた。

　ドラミの背中に引っ込み、肩を掴んで震えている。ドラミはその手にそっと自分の手を重ね、

「だいじょうぶ！　ガーネットにはドラミがついてるのだ！」

「頼もしいわ……」

　羨ましい！　僕がその役を担いたかった……！

　けど、ドラミに嫉妬してる場合じゃない。いまは諸悪の根源を退治しないと！

　僕は部屋を見まわし、ベッドから飛び出したそいつを発見する。

　床を這いまわっているそれは、手のひらサイズの蜘く蛛もだった。

「なんだ、ただの蜘蛛なのだ」

「蜘蛛は怖ろしいわ」

「たしかに食べたときお腹を壊してしまったのだ……。苦くて、どろっとしてて……ううっ、思い出したら怖ろしくなってきたのだ……」

「食べ……」

　ドラミは放浪時代に食べたことがあるみたい。急に味の話をされ、ガーネットさんは気分が悪そうな顔をした。

　とにかく相手が強盗であれ虫であれ、ガーネットさんを脅かす存在は排除しないと！

　すばしっこい蜘蛛の動きに対応するべく、僕は身体能力を強化する。

　カサ!?　カサカサ！

　殺気を感知したのか、蜘蛛が慌てたように服の下へ逃げる。

「くっ！」

　服の下に隠れるなんて卑怯だぞ！　ガーネットさんの衣服に触るとか無理だよ！　ドキドキするじゃないか！

　膠こう着ちゃく状態が続く。

「なにをしているのだ？」

「蜘蛛が苦手なのかしら？」

「い、いえ、そんなことは！」

　まずい。このままだと蜘蛛が苦手な男だと思われてしまう！　頼りがいをアピールするためにも、ガーネットさんを安心させるためにも、蜘蛛を退治しなければ！

　決意を固め、そっと服を持ち上げた。

　カサカサとベッドの下へ逃げる蜘蛛。

「逃がすか！」

　咄とっ嗟さにベッドの下へ手を突っ込み、蜘蛛を掴む。

　バキッ！

　それと同時に、ベッドの側面に頭が直撃――頭突きで横板が割れてしまった。

　ひとまず窓から蜘蛛を放り投げ、ガーネットさんに頭を下げる。

「すみません。ベッドを壊してしまいました……」

「構わないわ。そろそろ買い替え時だったもの」

　なんて優しいんだ！

「ありがとうございます！」

「お礼を言うのは私のほうよ。あなたが隣人で本当によかったわ」

　や、やった！　ガーネットさんが隣人でよかったって言ってくれたよ！

　隣人としての好感度が上がったし、こりゃ友達になれる日もそう遠くないぞ！

　さておき。

「ベッドが壊れたのは問題ですよね……。この時間だと店も閉まってますし」

「側面が壊れただけよ」

「でも強度が落ちちゃってますよ。寝てる途中に壊れたら大変です」

　僕のせいで安眠できないとか許されない。

　だったら――

「あのっ！　もしよかったら、我が家のベッドをお譲りしますよ」

「あなたのベッドがなくなるわ」

「僕なら平気です。床で寝るの好きですから！」

「ドラミはソファで寝るのだ！」

「ふたりに悪いわ」

「ほんと気にしないでください」

「そうなのだ。気にすることないのだ。力になるのは友達として当然のことなのだ！」

　僕たちの言葉に、ガーネットさんは嬉しげにほほ笑んだ。

「ありがとう……。ふたりと友達になれてよかったわ」

　な、なんだって!?　ふたりと友達!?

　やったよ！　僕、ついにガーネットさんと友達になれたんだ！

　友達なら遊びに誘ってもおかしくないよね!?

　でもどこに誘えばいいんだろ。ガーネットさんの好きな場所ってどこだ？

　まあいいや。わかんないけど、いま考えるのはよそう。

　友達になったんだから、どこで遊ぶのが好きなのか話す機会もあるよね！

「すぐにベッド持ってきますから待っててください！」

「部屋の片づけをして待ってるわ」

「ドラミも片づけ手伝うのだ！」

　ふたりを残して、僕は我が家へ舞い戻る。

　ベッドを担ぎ、ドアにぶつからないよう慎重にガーネットさん宅へ。

「お待たせしました！」

「……高そうなベッドだわ」

　ガーネットさんは、ベッドを見るなり申し訳なさそうな顔をする。

　ベッドは特注なので値段は張ったが、ガーネットさんが気に病むことはない。

　いずれガーネットさんと使うことを想定して、快適に過ごせるベッドを作ってもらったのだから。

　一緒には使えないけど、ガーネットさんが使ってくれるなら僕も嬉しい。

「気にせず使ってください！」

「ただでいただくのは悪いわ……」

「あっ、そうなのだ！　だったら、このベッドと交換するのだ！」

　ええっ!?　ガーネットさんのベッドを、僕たちが引き取るだって!?

　そんな夢みたいな交換条件が実現するのか!?

「構わないわ」

　実現しちゃった！

「ほ、ほんとにいただいちゃっていいんですか？」

「気にしなくていいわ」

「ありがとうございます！　じゃ、じゃあ遠慮なくいただきますね！」

　入れ替え作業を済ませると、僕はベッドを担いで外へ出る。

「今日は本当に助かったわ」

「どういたしまして！　また蜘蛛が出たら僕を頼ってください！　友達として助けに駆けつけますから！」

「頼りにしてるわ」

　生まれてきてよかったー！

　こんなに幸せな気持ちになったのは初めてだよ。こりゃ気持ちよく二度寝できそうだ。

「ではまた！　おやすみなさい！」

「おやすみなのだ～！」

「ええ、おやすみなさい」

　ガーネットさんに見送られるなか、僕たちは家へ引き返す。

　寝室にベッドを置くと、ドラミがさっそく寝転んだ。

「寝心地はどう？」

「快適なのだ。ふわあ、横になったら眠くなってきちゃったのだ……」

「もう夜遅いもんね。明日の出発は昼頃にするから、ゆっくり寝なよ」

「そうするのだ……」

　うとうとしていたドラミは、すぐに寝息を立て始めた。

　緊張しつつ、僕もベッドに寝転がる。

　……ものっすごいガーネットさんの匂いがした。

　まるでガーネットさんの服に包まれているみたい。

　おかげでドキドキしてしまい、一睡もできずにクエストに出発する時間を迎えてしまったのだった。










《　第六幕　ダンスのお誘い　》




　真夜中に森林地帯で魔獣を討伐したあと。

　森を抜け、街道を進み、最寄り町にたどりつく頃には明け方になっていた。昇ったばかりの太陽に目を細め、僕たちはあくびを噛みしめながら駅のほうへ歩いていく。

「それにしても厄介な魔獣だったのだ……」

「透明になれたもんね」

「ジェイドからその話を聞かされたときは、倒せっこないと思ったのだ」

「透明になるだけならまだしも、警戒心が強い魔獣だったからね」

　近くにいるのは気配でわかったが、背景に溶けこまれてしまい、さらに日が暮れたことで、発見が困難になってしまった。

　そこで閃ひらめいたのが落とし穴作戦だ。

「まさか本当に引っかかるとは思わなかったのだ」

「油断したふりをしたのが功を奏したね。ドラミの寝たふりなんか迫真の演技だったよ」

「実はほんとに寝ちゃってたのだ」

　おしゃべりしつつも足を休めることはなく、僕たちは駅前にたどりつく。ベンチに腰かけて列車を待っていると、ドラミがうとうとし始めた。

「うう、眠いのだ……」

「もう朝だもん。眠いなら寝ていいよ」

「寝たら駅弁を逃しちゃうのだ……」

　いつも駅弁を楽しみにしてるもんね。

「ちゃんと買っておくからさ。持って帰って家でのんびり食べるといいよ」

「駅弁は車窓からの景色を楽しみながら味わいたいのだ……だから頑張って起きるのだ」

　通な楽しみ方してるなぁ。

「頑張るのは立派だけどさ、我慢は身体に毒だよ。王都に着いたらお菓子屋さんに連れてってあげるから、今日はもう寝ちゃいなよ」

　ドラミはパッと笑顔になる。

「いいのだっ？」

「もちろん。ドラミも落とし穴掘るの手伝ってくれたもんね」

「やったー！　だったら寝るのだ～！　……あと、あの娘はジェイドの知り合いなのだ？」

「ううん。違うけど……」

　ドラミも気づいてたようだ。駅弁の話をしてたときから、女の子がチラチラとこっちを見ていたのだ。
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　背はドラミより少し高い。顔立ちからして一二歳くらいの、くりっとした瞳が印象的な青い髪の女の子だ。旅をしている最中なのか、彼女は大きなリュックを背負っていた。

「どうかしたの？」

　怖がらせないようにそっと声をかけると、女の子が意を決したように言う。

「あの！　足を見せてほしいです！」

「……足を？」

「クツも脱いだほうがいいのだ？」

「間違えました！　ベンチの下です！」

「いいよ」

　僕たちが足を上げると、女の子はベンチの下を覗のぞきこみ……残念そうにため息を吐いた。

「ないです……」

「探し物してるのだ？」

「お金を落としたのです……」

「いくら落としたの？」

「全財産です……」

「一大事なのだ……」

「一大事なのです……。わたしの冒険、二日目にして終わってしまったのです……」

　どうやら昨日からひとり旅をしているらしい。目的地がどこであれ、無一文じゃ家にだって帰れない。

「それは災難だったね。どこに行くつもりだったの？」

「王都のギルドです」

「ギルドならこの町にもあるんじゃない？」

「あるですけど、初めてのクエストは王都のギルドで受けるって決めてたです。だから……もうこうなったら、歩いて王都に行ってやるです！」

「それは危ないよ。魔獣がわんさかいるんだから」

「血湧き肉躍る冒険、望むところです……！」

　彼女は青い瞳をキラキラと輝かせている。

　なんだか懐かしいな。僕も彼女くらいの歳の頃は血湧き肉躍る冒険に憧れ、英雄になるんだって意気込んでたっけ。

「よかったら王都まで連れていこうか？」

　他人事のように思えず、僕はそう提案した。

「ええ!?　王都に!?　ど、どうしてです……？」

「困ってるひとを助けるのに理由はいらないよ。まあ、きみが歩いて行きたいなら無理にとは言わないけど――」

「列車がいいです！　……でも、ただで助けてもらうのは悪いです」

　しっかりしてるな。べつに気にしなくていいのに。

「じゃあ出世払いでどう？」

「出世払いです？」

「うん。きみが冒険者として稼ぎを得たら、そのとき僕に返してよ」

　これで乗り気になってくれると思ったが、彼女はうなだれてしまう。

「まだ稼げないです。だって一一歳ですから……」

「そうなの？　一一歳だと冒険者にはなれないけど……」

「来週一二歳になるです。一二歳になったらすぐに冒険者になろうと思って、早めに家を出てきたのですよ」

　へえ、そうなんだ。つくづく僕に似てるな。

「とにかく、嫌みに聞こえるかもだけど、僕はお金には困ってないからさ。返済は急がなくていいよ」

「でも、次いつおにーさんに会えるかわからないです……」

「だいじょうぶ。ちょっと外れたところにあるけど、僕の家は王都にあるからね。家の場所は教えるから、お金が貯まったら返しにおいで」

「そうするです！」

　話がまとまり、ちょうど列車が到着したので、僕たちは乗車した。ほどなくして列車が動き、彼女はキラキラと輝く瞳で窓の外を見る。

　顔をべったり窓にくっつけ、鼻息で白く曇ってしまう。育ちが良さそうに見えるけど、こういうところは子どもっぽいな。

「いつ王都に着くですか？」

「夕方かな。王都に着いたら僕たちは家に帰るけど……きみ、宿代もないんだよね？」

「宿代もないですけど、問題ないです。今日からしばらくのあいだ、お姉ちゃんの家に泊まるですから」

「へえ。お姉さん、王都に住んでるんだ」

「一〇年以上前から住んでるです。仕事が忙しくて、滅多に帰ってこないですけど……」

　お姉さんのことが大好きなのか、彼女は寂しそうにため息を吐いた。

「姉はどこで働いてるのだ？」

「ギルドの窓口です」

「そっか。ギルド職員は激務だもんね」

　特に窓口対応の職員はほとんど休みなく働いている。

　なにせ魔石の真しん贋がんを確かめるのに欠かせない鑑定魔法は補助系しか使えず、補助系は四つの系統のなかで最も出現率が低い花紋だから。

「お姉ちゃんが補助系だから、わたしも補助系になるかもです……」

「確率的には一番低いけどね」

「確率とかあるですか？」

「防御系、攻撃系、強化系、補助系の順みたいだよ」

「三番目ですか……」

「きみ、強化系がいいの？」

　防御系はパーティに勧誘されやすく、攻撃系は冒険者の花形だ。どっちつかずの強化系は、あまり望まれていない系統なのだが……。

「はい！　わたし、ジェイドくんに憧れてるですから！　だからジェイドくんと同じ強化系がいいです！　おにーさん、王都に住んでるならジェイドくんに会ったことあるですかっ？」

「ええと、会ったことがあるというか――」

「ここにいるのがジェイドなのだ」

「……え？」

　うとうとしていたドラミの放った一言に、彼女は目をパチクリさせる。そして僕の手の甲を見るなり、びっくりしたように目を見開いた。

「うわわっ、強化系の花紋です！　しかも満開です！　本物のジェイドくんですか!?」

「ジェイドだよ」

「びっくりです！　ファンです！　お姉ちゃんの話を聞いてから、ずっと憧れてたですよ！　お姉ちゃんが帰省するたびにジェイドくんの話をしてくれたです！　『ジェイドくんは本当に頑張り屋』だって！」

「へえ、そうなんだね」

　たいてい『ジェイド様』か『ジェイドさん』なのに、僕を『ジェイドくん』って呼ぶなんて珍しいな。

　彼女のお姉さんは、きっと僕と仲が良い受付嬢さんなのだろう。施錠や解錠のタイミングでギルドを訪れたときに受付嬢さんとおしゃべりすることもあるし、それで僕に親近感を持ってくれたんだ。

　親しみを込めてそう呼ばれるのは嬉しいし、いつかガーネットさんに『ジェイドくん』って呼ばれてみたいなぁ。

「……ジェイドの話をするとき、ドラミの話はしてなかったのだ？」

　と、ドラミが期待するような眼差しで言った。

「去年会ったときは聞かなかったです」

「だったら、次に会ったときはドラミの話をするはずなのだ！　ジェイドの相棒として多くの死地に同行してる凜々しい娘がいると！」

「多くの死地に!?　ドラミちゃんすごいです！」

「ドラミの冒険譚に興味あるのだ？」

「あるです！」

「ならば聞かせてやるのだっ！」

　興味を持たれて嬉しかったのか、ドラミは眠気も忘れて冒険譚を語り続けた。




◆




　その日の夕方、僕たちは王都に帰りついた。

　お姉さんとは駅前で待ち合わせをしているらしく、彼女とはここでお別れだ。

「本当にお世話になったです！　ドラミちゃんも楽しいお話をありがとうです！」

「ドラミもいっぱい話せて楽しかったのだ！」

「クエスト頑張ってね」

「はいですっ！　いっぱいクエストを攻略して、いつかジェイドくんみたいな冒険者になってみせるです！　それじゃあさよならです～」

　満面の笑みで手を振る彼女――マリンちゃんに手を振り返し、僕たちは駅をあとにする。

　通行人の挨拶に返事をしながら歩いていると、ドラミが今日一番のあくびをした。いよいよ限界が近いようだ。

「ものっすごく……眠いのだ……」

「無理ないよ。けっきょく寝ずにしゃべりっぱなしだったんだから」

　ドラミは歩きながらうとうとしている。目の前にベッドがあれば飛びつきそうだな。急げばギルドに間に合うけど、今日のところはまっすぐ家に帰ろう。

「そうだ。お菓子屋さんはどうする？」

「明日でいいのだ……」

「ご飯は？」

「それも明日でいいのだ……」

　ドラミが食べ物を後回しにするなんて……よほど眠いに違いない。

「もう無理なのだ……だっこしてほしいのだ……」

「はいはい」

　人前では見栄を張って凜々しく振る舞うドラミだけど、僕とふたりきりだと甘えん坊になりがちだ。腕にもたれかかってきたドラミをだっこすると、そのまま家のほうへ向かう。

「ドラミ、家に着いたよ」

「んむ……ここまで来たら、流れでベッドまで運んでほしいのだ……」

「その前にお風呂にしない？　森をうろついて、落とし穴まで掘ったんだよ？　ほら、膝とか泥だらけだし……」

「ドラミは良い匂いがするので問題ないのだ……」

「そりゃまあ臭くはないけど……服が汚れてるから、せめて着替えようよ」

「ここまで来たら、流れで着替えさせてほしいのだ……」

「しょうがないなぁ……」

　ささっと着替えさせちゃおう。

　ドラミを脱衣所へ連れていき、リュックから着替えを取り出す。

「脱がすからバンザイして」

「バンザイ……」

「立ってバンザイしないと……。寝転がったままじゃ脱がせられないよ」

「もうここで寝るのだ……」

　ドラミはすっかりおやすみモードだ。こんなところで寝たら身体を痛めてしまう。

　だけど、僕がなにを言っても甘えてきそうだし……だったら、そうだ。

「しっかりしないとマリンちゃんにがっかりされちゃうよ。せっかくドラミのこと尊敬してたのに」

　ドラミが、ぴくっと眉を動かした。

「ドラミのこと……尊敬してたのだ？」

「してたしてた。ドラミのこと、尊敬の目で見てたよ」

　効果覿てき面めんだった。ドラミはスッと立ち上がり、きりっとした顔でバンザイする。

　けっきょく僕が着替えさせるのか……。

　真っ白なワンピースを脱がせると、濡れタオルで膝を拭いてから、清潔なパジャマを着せてやる。

　そしてベッドに運んだ瞬間、ドラミは寝息を立て始めた。お疲れ、ドラミ……。

「さて」

　寝る前にお風呂にしよう。じゃないとせっかくのガーネットさんの香りがするベッドが臭くなっちゃうよ。

　そうと決めた僕は浴室へ。のんびり湯船で汗を流し、身を清めてから寝室へ。ベッドに入り、じわじわと睡魔が押し寄せ、うとうとし始めたところで――

　ドラミが身を起こした。

　ゆさゆさと僕の身体を揺さぶってくる。

「……どうしたの？」

「お腹が空いたのだ……」

　このタイミングで……。

「僕、いまから寝るところなんだけど……ドラミも二度寝しなよ」

「お腹が空いて眠れなくなったのだ……」

　力ない声とともに、ぎゅるぎゅるとお腹の音が響いた。それを聞いていると、かわいそうになってきた。

「わかったよ。近場でいい？」

「どこでもいいのだ。骨付きの肉で、こってりとした味付けのものが食べたいのだ」

　どこでもいいと言う割に注文つけるんだから。

　近場にあるし、べつにいいけどさ。

「じゃあ着替えて行こうか」

「やったー！　着替えるのだ～！」

　僕たちは普段着に着替えると、ふたり揃って家を出た。




「ジェイドくん！　ドラミちゃん！」




　すると幼い声で呼びかけられた。

　星が煌きらめく夜空の下に、マリンちゃんとガーネットさんが佇んでいたのだ。

「えっ!?」

　ど、どうしてガーネットさんと一緒にいるの!?　しかも手なんか繋つないじゃって！

　迷子になっていたところをガーネットさんに保護されたとか？　でも迷子になったにしてはマリンちゃんは不安がってないし、そもそも駅で待ち合わせをしてたんだから道に迷いようがない。

　とすると、もしかしてこのふたり……

「こ、こんばんは、ガーネットさん」

「こんばんは。マリンから聞いたわ。妹にお金を貸してくれて助かったわ」

　やっぱりそうだ！　マリンちゃん、ガーネットさんの妹だったのか！

　てことはガーネットさん、妹の前では僕のこと『ジェイドくん』って呼んでるの!?　しかも僕を『頑張り屋』だって褒めてくれてたの!?

　嬉しすぎるんですけど！

「お金は返すわ。マリンだと返済が遅れてしまうもの」

「い、いいですよ。困ったときはお互い様ですし！」

「だけど、あなたには助けられてばかりだわ……」

「気にしないでください、お隣さんですし！　そ、それに……と、友達ですから！」

「お姉ちゃん、ジェイドくんと友達なの!?」

「友達よ」

　ひゃっほう！　ガーネットさんが『友達』って言ってくれた！

「ここで会ったのもなにかの縁です！　せっかくですから一緒に食事しませんか!?」

　僕は勇気を出して誘ってみる。

　ガーネットさんと食事をしたことはあるが、僕のほうから誘うのは初めてだ。これを受け入れてくれたら、遊びとかにも誘いやすくなるんだけど……

「遠慮するわ。さっき食べたばかりなの」

「そ、そうでしたか……」

「だから、食事は別の日にご一緒したいわ」

　えっ！　いいの!?　食事してくれるの!?

　やったー！　やったやった！　食事の誘いを受けてもらえた！　ガーネットさんとまた食事できる！　勇気を出してよかった～！

「もちろんです！」

「ではもう行くわ。おやすみなさい」

「おやすみなさい！」

「ジェイドくん、ドラミちゃん、さよならです！」

「さよならなのだ～」

　幸せな気持ちでガーネットさんたちと別れ、僕たちは食事処へ向かうのだった。
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　次の日。ベッドで気持ちよく寝ていると、ノック音が響いた。

「こんな朝早くに誰だろ……」

　ドラミを起こしてしまわないようにそっとベッドから離れ、寝ぼけ眼を擦りながら、朝日が眩しい外へ出て――訪問者を一目見た瞬間、目が冴さえた。

「お、おはようございます！」

　私服姿のガーネットさんが佇んでいたのだ。

　ガーネットさんのほうから僕の家に訪ねてくるなんて！　これ夢じゃないよね!?　……痛い、夢じゃない！

「なぜ突然頬を叩いたのかしら？」

「蚊が止まってる気がしまして！」

「頬が赤くなってるわ。痛くないの……？」

「全然平気ですっ！」

　僕を心配してくれるなんて、やっぱりガーネットさんは優しい――ていうかガーネットさん、今日の私服スカートじゃないか！

　うわ～、すっごい可愛い！　ズボン姿も似合うけどスカート姿も可か憐れんすぎる！　しっかりと目に焼きつけたいところだけど、スカートをじろじろ見るのはよくないし……

　ああっ、でも見たい！

　だけど見ちゃだめだ！

「目が迷子になってるわ」

「す、すみません、朝日が眩しくて！　と、ところで、私服ってことは今日は仕事は休みなんですか？」

「今日もこれから仕事よ。制服には職場で着替えてるの。その前に、あなたに話したいことがあったのよ」

　ガーネットさんが僕に話したいこと？　なんだろう……いい話かな？

「話なら何年でも付き合いますよ！」

「数分で済むわ。いいかしら？」

「望むところです！」

　目覚めて早々にガーネットさんとおしゃべりできるなんて……。僕って幸せ者だなぁ。

「それで話ってなんですか？」

「今日はギルドに来るのかしら？」

「そのつもりですよ」

「そう……」

　と、ガーネットさんはどこか残念そうに眉を下げ、

「話はそれだけよ。起こして悪かったわ」

　ちょっと待って！　これで終わりなの!?　そりゃ一言二言でもガーネットさんと話せるなら幸せだけどさ、もうちょっとおしゃべりしたいよ！

　それに突然の訪問もそうだけど、さっきの残念そうなあの表情……

「あのっ、なにか困りごとがあるなら、僕でよければ力になりますよ！」

　きっと個人的な頼みごとをしに来たんだ。

　だからこそ、ガーネットさんはギルドに来るかどうかを――暇かどうかを確認した。

　そうじゃなければわざわざ確認には来ない。僕が毎日のようにギルドを訪れていることを、ガーネットさんは知っているのだから。

「だけど、あなたに悪いわ」

「気にしないでください。友達なんですから、遠慮せずに頼ってほしいです」

　僕の言葉に、ガーネットさんは遠慮がちに言う。

「時間があれば、あなたにマリンを見ててもらおうと思ってたの」

「マリンちゃんを……僕にですか？」

「ええ。妹をひとりにさせるのは心配だもの。マリンはあなたとドラミちゃんに懐いてるから、あなたたちになら安心して預けられるわ」

　僕のこと、そんなに信用してくれてるの!?

「お引き受けします！　今日はクエスト達成の報告だけで、予定は特に入れてませんから！」

　ほんとは新たにクエストを受けるつもりだったけど、これはガーネットさんともっと仲良くなる絶好のチャンスだ。なによりマリンちゃんをひとりっきりにさせちゃったら、ガーネットさんが安心して働けないんだ。

　しっかりマリンちゃんの面倒を見て、ガーネットさんを安心させてあげないと。

「助かるわ。こんなお願いができるの、あなたとドラミちゃんだけだもの」

「僕とドラミだけ……」

　苦節一〇年、ガーネットさんとここまでの仲になれるなんて……。

「それで、マリンちゃんはいま家ですか？」

「ええ、まだ寝てるわ。これから起こして教えてくるわね」

「わかりました。ドラミが起きたら家に迎えに行きますね」

「お願いするわ」

　ところで……、とガーネットさんがそわそわする。

「スカート姿、変かしら？」

「えっ？　ど、どうしてです？」

「チラチラ見てるから」

　そ、そうですか。チラチラ見てるの、バレてましたか……。

「……似合わないかしら？」

「そ、そんなことないですよっ。いつものズボンもすごく素敵ですけど、スカート姿もとても似合ってます！」

　ガーネットさんが、照れくさそうに伏し目がちになり、はにかんだ。

「そう……。ありがとう、そう言ってもらえて安心したわ」

「安心って……スカート姿、不安だったんですか？」

　そんなに似合ってるのに……。

「あまり穿はかないから、スカートは落ち着かないの」

「なのにどうしてスカートを？」

　手持ちのズボンを全部だめにしちゃったとか？　もしそうなら我が家のズボンをプレゼントしたい。ガーネットさんのために八二枚持ってるし。

「このスカート、昨日マリンがプレゼントしてくれたのよ」

「そうだったんですか。マリンちゃん、ガーネットさんのことが大好きなんですね」

「私も好きよ。たったひとりの妹だもの。マリンには幸せになってほしいわ……」

　そう語るガーネットさんは、切なそうな顔をしていた。きっといまの言葉の裏には『妹には冒険者になってほしくない』という思いがこめられているのだろう。冒険者は常に危険と隣り合わせの職業なのだから。

　だけど、ガーネットさんのためとはいえ、マリンちゃんに冒険者を諦めさせることは僕にはできない。

　マリンちゃんの人生なんだ。決定権は、マリンちゃんにしかない。

　それでも、僕にできることはあるはずだ。マリンちゃんが安心安全な冒険者ライフを送れるように、先輩冒険者として力になってあげないと！

「じゃあマリンをお願いするわね」

「はい！　任せてください！」

　ガーネットさんを見送り、僕は家のなかへ。それから朝食の準備をするとドラミを起こし、食事をしながら今日の予定を話して聞かせる。

「今日は王都をぶらつくよ」

「ギルドには行かないのだ？」

「クエスト達成の報告だけするよ。ガーネットさんに頼まれて、今日はマリンちゃんの面倒を見ることになったんだ」

「ドラミも面倒を見てやるのだっ！」

「マリンちゃんもきっと喜ぶよ。ドラミのこと尊敬してたからね」

　僕の言葉にテンションを上げ、ドラミは一気にパンを頬張るとミルクで流し込んだ。そして身支度を済ませると、ガーネットさん宅へ向かう。

「いらっしゃいです！」

　ドアをノックすると、マリンちゃんが笑顔で出迎えてくれた。

　僕たちを家に招き入れるなり、ハイテンションで語りだす。

「ジェイドくんとドラミちゃん、お姉ちゃんと本当に仲良しなんですね！」

「ガーネットさんがそう言ってたの？」

「はい！　昨日お姉ちゃんが話してたです！　花をくれたり魚をくれたり、花を元気にしたり、蜘蛛を追い払ったり、ベッドをくれたり、いろいろなことをしてくれたって！　ふたりの話をするときのお姉ちゃん、とっても楽しそうだったです！」

　頬が緩むのを抑えきれない。

　ガーネットさんが楽しそうに僕の話をする姿、ぜひ一度見てみたいものだ。

「あっ、そうでした！　今日は一日お世話になるです！」

　思い出したように、ぺこっと頭を下げるマリンちゃん。

「うむ。ドラミとジェイドが王都を案内するから、楽しみにしてるといいのだ！」

「すっごく楽しみです！　早くお出かけしたいです！」

「さっそく行こうか」

　そうして僕たちはガーネットさん宅をあとにした。

　まずはギルドに寄り、一八番窓口でクエスト達成の報告をする。

　そしてギルドを出ると、ドラミが子どもたちに囲まれていた。いつものように冒険譚を語り聞かせているみたい。

　話の途中っぽいし、子どもたちもわくわくした顔をしてるので、終わるのを待つことに。

「気配はあれど、姿は見えず。けれど暗闇から確かに感じる刺すような視線……！　そうっ、今回の魔獣は透明になれたのだ！」

「透明に!?　そんなの倒せっこないじゃん！」

「普通はそう考え、討伐を諦めるのだ！　しかし、ドラミたちはそうしなかった――ドラミはジェイドと相談したのだ！　そして落とし穴を掘ることにしたのだ！」

「落とし穴を!?　そ、そんなの、掘るとき隙だらけになっちゃうよ！」

「襲ってくれば倒すだけ――つまり、あえての隙なのだ！」

　ドラミちゃん賢い！　と、お褒めの言葉が飛び交う。

「だけど魔獣は警戒して襲ってこなかったのだ！　そこでドラミたちは寝たふりをすることにしたのだ！　ドラミの迫真の演技にまんまと魔獣は引っかかり、のこのこ出てきて――そして次の瞬間、どすん！」

「落っこちたの!?」

「落っこちたのだ！　そして隙だらけの魔獣に――どかんっ！　ジェイドのパンチが炸さく裂れつ！　ドラミは散りゆく魔獣を堂々たる姿で見据えていたのだ……」

　拍手喝采！

　子どもたちに称賛されて、ドラミはとっても嬉しそう。

「ドラミちゃん、すごいです！　花紋がないのに魔獣を前に堂々としてるなんて……！」

「ドラミは魔獣など怖くないのだ！　ドラミが怖れているのはひとつだけ！　それは静寂……からのパキッとかミシッとかいう音なのだ……」

　怖い、それは怖すぎる、と子どもたちの共感の声が上がる。

「だけどドラミは恐怖をはねのけ、たったひとりで放浪の旅をしてたのだ！」

「ひとりで旅するとかすごいです！」

「マリンもひとりで旅をしてるのだ！　だからいずれドラミみたいになれるのだ！」

「なってやるです！　ドラミちゃんみたいにたくましく、ジェイドくんみたいに強い冒険者に……！」

　マリンちゃんに尊敬され、ドラミは満足そうに笑う。

　さて。切りのいいところまで語り終えたみたいだし、もういいよね？

「冒険譚は終わった？」

「うむ。今日のところは戦士の休息。次の冒険に備えて英気を養うとするのだ！」

　子どもたちに手を振られ、僕たちはギルド前をあとにした。

　そのまま大通りを歩いていると、ドラミが思い出したように言う。

「そういえば、どこに向かってるのだ？」

「まずは服屋に行くよ」

　マリンちゃんは一一歳。このくらいの歳の子なら喜んでくれるはず。

　それにマリンちゃんから「ジェイドくんとの買い物、楽しかったです！」と聞かされれば、ガーネットさんは僕と服屋に行きたくなるかも！

　そう期待に胸を膨らませ、僕たちは大通り沿いの服屋に入った。

　広々とした店内には、色とりどりの服が並んでいる。

　これだけあれば気に入る服が見つかるはずだ。

「立派なお店です……」

「王都一の服屋だからね。見ての通り、品揃えは豊富だよ」

「もしかしてジェイドくんの服もここで買ったですか？」

「そうだよ」

「わたしもジェイドくんの服が欲しいですっ！　これで足りるですかね……？」

　マリンちゃんが不安そうに財布を見せてきた。１００００ゴルくらい入っている。

「このお金、どうしたの？」

「お姉ちゃんが今朝くれたです」

　奢おごるつもりだったけど、僕にお金を出させるのは悪いと思ったみたいだ。気にしなくていいのに。

「それだけあれば買えるけど、僕と同じ服だとマリンちゃんのサイズはないかも。だから……ドラミみたいな格好するのはどうかな？」

「ドラミちゃんの格好も憧れです！」

「だったらドラミがドラミっぽい服を選んでやるのだ！」

「わーい！　お願いするです～！」

「うむ！　なんとなく、こっちにありそうな気配がするのだ！」

　ドラミが駆け出し、マリンちゃんが追いかける。

　ふたりを追いかけた先には、子ども服コーナーがあった。

「これとかドラミっぽいのだ！」

「真っ白なワンピースですか！　爽やかです！」

「こっちもドラミっぽいのだ！」

「真っ白なスカートですか！　可愛いです！」

「これもドラミ感があるのだ！」

「真っ白なローブですか！　神秘的です！」

　マリンちゃんはどれにするか迷ってるみたいだ。僕に「ジェイドくんはどれが似合うと思うですか？」とたずねてきた。

「そうだね……。どれも似合いそうだけど……ドラミがお勧めする服って白いのばかりだし、マリンちゃんはすでに白い服を着てるから、違うのにするのもいいかもね」

「た、たしかにわたしの服、白いです！　ドラミちゃんっぽい服です！」

「ほ、ほんとなのだ……！　ドラミたち、気が合うのだ～！」

「お友達です～！」

　がっしり握手。

　どうやら友情が深まったみたいだ。

　いいなー。僕もこんな感じでガーネットさんと仲を深めたいよ。

「じゃあ服はやめて違うのにする？　クツとかポシェットとかアクセサリーとか」

「ポシェットがいいのだ！　綺麗な小石を詰めるのだ～」

「じゃあポシェットを見てみよっか。マリンちゃんもそれでいい？」

　うなずくマリンちゃんとドラミを連れて、僕たちはポシェット売り場へ移動する。

「す、すごいのだ！　ポシェットがいっぱいなのだ！」

「どれにするか迷うです～！」

　ふたりは仲良く手を繋ぎ、ポシェットを見てまわる。たっぷり時間をかけて選び、それぞれポシェットを手に取った。

　丸い形の真っ白なポシェットだ。

「同じの買うの？」

「同じじゃないのだ。ここのところが違うのだ」

「わたしのは小さな花模様が、ドラミちゃんのは小さな星模様がついてるです」

「そうなんだ。可愛いポシェットだね」

　ポシェットを褒めると、ふたりは嬉しそうに顔を見合わせた。

「さっそく買ってくるです！」

「ドラミも買うのだ！　……はっ！　いま気づいたけどドラミはお金を持ってないのだ……」

　ドラミが物欲しそうにチラチラと僕を見る。

「買ってあげるから、ちゃんと大事に使うんだよ」

「やったー！　大事に使うのだ！　これをドラミの宝物にするのだ～」

　ドラミは嬉しそうに声を弾ませ、会計を済ませるとさっそく装備した。

　小石をひとつ入れ、ポンポンとポシェットを叩き、ご機嫌そうに笑う。

「さっきの、小石です？」

「うむ。綺麗だったから拾ったのだ」

「たしかにすごく綺麗だったです！」

　小石を褒められ、ドラミはますます嬉しそう。

「そうだ！　マリンにもひとつあげるのだ！」

「いいんですかっ？」

「友達の証なのだ！」

「やったー！　ありがとです！　お返しにこれあげるです！」

「ヘアピンくれるのだ!?　ありがとなのだ～！　……どうやってつけるのだ？」

「つけてあげるです！　……できたです！　すっごい似合うです！」

「ほんとだ。可愛くなったね」

「褒めすぎなのだ……！」

　ドラミは照れくさそうに頬を緩ませる。

　近くの鏡でヘアピン姿を確かめさせてから、僕たちは店をあとにした。

「さて、次は防具屋に行くよ」

「防具屋に行くですか!?」

　マリンちゃんは大興奮だ。冒険者に憧れてる以上、防具に興味はあるだろうと思ってたけど、想像以上の食いつきだった。

　ガーネットさんは心配してるけど、マリンちゃんの夢はマリンちゃんのもの。立派な防具を装備すれば、ガーネットさんも少しは安心してくれるよね？

「使い慣れてる防具があるなら食事に行くけど……マリンちゃん、防具持ってる？」

「あるにはあるです。お家から防具っぽいものを持ってきたですから」

「防具っぽいもの？」

「フライパンとか、お鍋のフタとか、バケツとかです」

　お家のひとが困りそうなラインナップだ。

　たしかに防具っぽいけど、お鍋のフタで魔獣と戦わせるわけにはいかない。

「どうする？　行く？」

「行きたいです！」

「よーし。そうと決まればドラミがカッコイイ防具を見繕ってやるのだ！」

「やったー！　お願いするです～！」

　ふたりは手を繋いで駆け出した。

　すぐに立ち止まり、こっちを振り向き、

「……防具屋ってどこにあるのだ？」

「こっちだよ」

　手を繋いだまま僕のあとをついてくる。大通りを西に歩いていき、立派な店にたどりつき、所狭しと防具が並べられた店内に入ると、マリンちゃんは目を輝かせた。

「カッコイイのがいっぱいです！」

「この鎧よろいとかカッコイイのだ！」

「強そうです！　さっそく装備したいです！」

　店主に許可を取り、マリンちゃんにプレートアーマーを装着させる。

　つま先から頭のてっぺんまでが銀色の鎧に包まれた。

「とても強そうなのだ！」

「窮屈さは感じない？」

「ちょっと窮屈です……！　あと視界が悪いです……！　……むっ、むっ！」

　ガチャガチャと音を立てて歩き始める。

　その足取りはかなり重かった。ちょっと歩いただけで、マリンちゃんは息切れしてしまう。

　防御力は申し分ないけど……これだと王都を出るだけでへとへとになっちゃうな。

「全身鎧はやめたほうがよさそうだね。ほかのにしよっか？」

「そうするです！　ドラミちゃんはどれがいいと思うですか？」

「こっちにカッコイイ防具の気配がするのだ！」

「あっ！　待ってほしいです！」

　急いでプレートアーマーを脱ぎ、マリンちゃんはドラミと店内を見てまわる。

　しばらくして、ドラミは壁に展示された防具を指さした。

　ほかの防具と違って、いかにも『特別！』って感じがする展示の仕方だ。

「これとか持ち歩きやすそうなのだ！」

「カッコイイ盾だね。あ、しかもこれ、内側に短剣が仕込まれてるっぽいよ」

「理想的な防具です！　持ってみたいです！」

「ちょっと待ってね。……うん、装備していいみたい。はいどうぞ」

　店主に許可を取ってから盾を渡すと、マリンちゃんは左腕に装着した。腕を上下に動かし、パッと笑顔になる。

「軽いですっ！　これ、素材は鉄ですか？」

「ミスリルっていう世界一頑丈で軽い金属だよ」

「ミスリルの盾……カッコイイ響きです！」

「これに決まりなのだ！　さっそく会計するのだ～」

「でもこれ、いくらです？　時価って書いてあるですけど……」

「いくらになるかはわからないけど、会計は僕がするよ。僕はこの店に顔が利くからね。僕が買ったほうがちょっとは安くなると思うんだ」

「わかったです！　お金を渡しておくです！」

　マリンちゃんが残り７０００ゴルになった小遣いを渡してくる。

　ちょっぴり不安そうな顔をして、

「これで足りるですかね？　お昼代は残るといいんですけど……」

「ぎりぎり残ると思うよ」

「よかったです！　じゃあお願いするです！」

「うん。ふたりはそこでお昼ご飯をなににするか相談してて」

　ふたりをその場に残して、僕はひとりでカウンターへ。

　すると店主が、にこやかな笑みを向けてきた。

「どうもジェイド様。お買い物は終わりましたか？」

「はい。いいものが見つかりました」

「それはなによりです。しかし……大変申し訳ないのですが、ここ数年ミスリルの価値は右肩上がりでして……」

「わかってます。この盾だと、５００万ゴルくらいですよね？」

「まさにその通りです」

　店主に５００万ゴルを支払い、マリンちゃんの財布から５０００ゴルを抜く。

　全額僕が出してもいいけど、それだと遠慮されちゃうもんね。

　なにより自分で買った防具のほうが、愛着も湧くはずだ。

「買ってきたよー。はいお釣り」

「ありがとです！　……残り２０００ゴルもあるです？」

「いまは奇跡的に時価が安かったんだよ」

「ちょうどいい時期に来られてラッキーです！」

「さっそく装備してみてほしいのだ！」

「はいです！　……どうです？」

「うむっ。ドラミが選んだだけあって似合ってるのだ！」

「ありがとです！　頑張って戦って、この盾が似合う立派な冒険者になってみせるです！」

　力強く意気込むマリンちゃんのお腹から、ぐぅと小さな音が鳴る。それに呼応するように、ドラミのお腹も鳴った。

　同じタイミングでお腹が鳴ったのがおかしかったのか、ふたりはくすくす笑っている。

「食べたいものは決まった？」

「満場一致で骨付き肉になったのだ！」

「いっぱい食べて、力をつけてやるです！」

「というわけで、ドラミのオススメの店に向かうのだ！」

　ドラミはマリンちゃんと手を繋ぎ、店を飛び出す。

　僕もいつか、ガーネットさんとああやって手を繋げる日が来るといいけど……。

　幸せな未来が来ると信じつつ、僕はふたりのあとを追いかけるのだった。
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　その日の夕方。

　楽しかった王都観光が終わり、僕たちは家に帰りつく。

　今日一日で服屋に防具屋に食事処、お菓子屋に薬屋に噴水広場といろいろな場所を巡った。けっこう歩いたし、ふたりとも疲れちゃっただろうな。

　そう思っていたが、心配はいらなかったみたい。

「盾の使い心地を確かめてみるのだ！」

「さんせーです！　石を投げてみてほしいです！」

「これくらいの石でいいのだ？」

「ぴったりです！　怖いから最初はゆっくり投げてほしいです！」

「わかったのだ！　――てやっ！」

「やあっ！　――や、やったです！　防げたです！　この盾、さいこーです！」

　家に帰りつくなり、ふたりは外で特訓を始めた。まだまだ遊び足りないようだけど、薄暗いなか石を投げるのはちょっと危ない。

「日が暮れるから、遊ぶのは明日にしよっか」

「明日も遊んでくれるですかっ？」

「やったー！　明日も広場に行きたいのだ～！　そこでお菓子を食べるのだ～！」

「で、でも本当にいいですか？　だって、ジェイドくんにはクエストが……」

　毎日のようにクエストに挑んでいるという話を聞かされているからか、マリンちゃんは遠慮がちだ。

　マリンちゃんが気兼ねなく遊べるように、クエストを休む理由を考えないと。たとえば……そうだ。

「実を言うと、明日は家の掃除をしようと思ってたんだ。だから、その手伝いをしてくれないかな？」

「わたしがですか？」

「うん。掃除をして、お昼になったら遊びに行こう。マリンちゃんが手伝ってくれると本当に助かるんだけど……どうかな？」

「お手伝いするです！　わたし、掃除得意ですから！　お家をぴかぴかにしてやるです！」

「ドラミも手伝うのだ！　早く掃除を終わらせて、いっぱいマリンと遊ぶのだ～！」

「楽しそうね」

　家の外ではしゃいでいると、ガーネットさんが帰ってきた。

　いつもより少し早い。マリンちゃんが気がかりで、早めに仕事を切り上げたのかな？

「おかえりなさい、お姉ちゃん！」

「ただいま。今日は楽しかったかしら？」

「すっごく楽しかったです！　ジェイドくんがいろんな場所に連れてってくれたです！　あとあと、ドラミちゃんとお揃いのポシェットを買ったです！」

「可愛いポシェットね」

　たっぷり時間をかけて選んだポシェットを褒められ、ふたりとも嬉しそうだ。

　ところで、とガーネットさんがマリンちゃんの腕を見る。

「その盾もお小遣いで買ったのかしら？」

「防具屋で買ったです！　ミスリルの盾ですよ！」

「高そうだわ……」

「実はこれ、５０００ゴルで買えたですっ！」

「奇跡的に時価が下がってたのだ！」

「５０００ゴル……」

　ガーネットさんが、チラッと僕を見る。申し訳なさそうな表情だ。

　気にしないでください――という思いを込めて、僕は小さくうなずいた。そして、ふたりに「本当に奇跡だったよね」と語りかける。

　僕の思いを察してくれたのか、ガーネットさんはふっとほほ笑み、マリンちゃんの青い髪を優しく撫でた。

「そう……幸運だったのね」

　ガーネットさんはミスリルの価値を知っているようだけど、黙っておくことにしたみたい。

　きっとマリンちゃんの喜びに水を差したくなかったのだろう。本当の価値を知ってしまえば、マリンちゃんは申し訳なさそうにするだろうから。

「妹がお世話になったお礼に、夕食は私が奢るわ」

「一緒に食事をしてくれるんですか!?」

「もう済ませたかしら？」

　ちょっと残念そうなガーネットさんに、僕は全力で首を振る。

「まだです！　あ、でも食事代は僕が出しますよ！」

「それだとお礼にならないわ」

「気にしないでください！　さっき三人で明日の予定を決めたんですが、マリンちゃんに僕の家の手伝いをしてもらうことになったんです」

「お手伝い？」

「ジェイドくんの家のお掃除をして、そのあと遊びに行くことになったです！」

「なので食事代はお礼の先払いということで。あっ、もちろん僕に預けるのが心配ならいいんですけど……」

　ガーネットさんはふるふると首を振り、

「心配はしてないわ。あなたのことは本当に信用してるもの。明日もマリンをお願いするわ」

「はい！　なにがあろうとマリンちゃんを守り抜いてみせます！」

「危険な掃除なのかしら？」

「いまのは心構え的な意味です！　とにかくマリンちゃんは僕に任せてください！」

「ドラミにも任せるといいのだ！」

「ふたりが一緒なら楽しくお掃除できるです！　明日が待ち遠しいです！」

　明日も一緒に過ごせることが決まり、ドラミとマリンちゃんは嬉しそうだ。

　そうして話がまとまり、僕たちは食事処へと向かうのだった。
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　そして翌日。

「お掃除に来たです～！」

「待ってたのだ～！」

　マリンちゃんが我が家に来た。頭に三角巾をつけ、手にほうきを持ち、腕にミスリルの盾をつけている。

　ガーネットさんがここにいたら『お掃除に不要なものが混じってるわ』と眉をひそめそうな装備だ。

「ガーネットさんはもう仕事に行ったの？」

「行ったです。お仕事に行く前に起こしてもらったですけど、二度寝しちゃって……。遅れてごめんなさいです」

「急ぎじゃないし気にしなくていいよ。昨日の疲れは取れた？」

「ばっちりです！」

「ご飯は食べたのだ？」

「お姉ちゃんの手料理を食べてきたです！」

　いいなぁ。ガーネットさんの手料理、僕も味わってみたいよ。

　一緒に食事をする仲にはなれたけど、手料理はまた格別な幸せなんだろうなぁ。

「さて。さっそく掃除を始めよっか」

「ぴかぴかにしてやるです！」

「ドラミも頑張るのだ！　どこを掃除すればいいのだ？」

「まずは廊下を綺麗にしてもらおうかな」

　ドラミに雑巾を手渡して、さっそく掃除を開始する。

　マリンちゃんがほうきで掃き、ドラミが濡れ雑巾で拭いていく。さすがは友達なだけあって見事なコンビネーションだ。あっという間に廊下が綺麗になっていく。

「廊下掃除終わったのだ～」

「お疲れ様。休憩にする？」

「まだまだ頑張れるのだ！」

「マリンも平気です！」

「じゃあ次は寝室をお願いしようかな」

「わかったのだ！」

「綺麗にするです！」

　力強く返事して、ふたりは二階へ駆け上がっていく。上から賑にぎ々にぎしい声が聞こえてくるなか、僕は食堂を掃除する。食卓を拭き、床を磨いていると、ふたりが駆け寄ってきた。

「もう終わったの？」

「ベッドの下はまだなのだ」

「そこまでしなくていいよ」

「じゃあ寝室は終わったのだ！」

「次はどこを掃除すればいいです？」

　早く遊びに行きたいのか、一緒に掃除をするのが楽しいのか、ふたりとも休むつもりはなさそうだ。

　このまま働かせると遊びに行く頃にはへとへとになっちゃいそうだし……

「ほかの部屋は綺麗にしてるから、掃除はもう終わりでいいよ」

「てことはお出かけしていいのだっ？」

「うん。頑張ったご褒美に、広場でお菓子を買ってあげるよ」

「やった～。ぺろぺろキャンディーが食べたいのだ！　――あ、そうなのだ。掃除してたとき手紙を見つけたのだ」

「手紙？」

「これです！　本棚に挟まってたです！」

　マリンちゃんが手紙を差し出してくる。

　未開封で、封ふう蝋ろうが施されたままだった。

「あ～……すっかり忘れてたよ。見つけてくれてありがと」

「どういたしましてです！」

「誰からの手紙なのだ？」

「国王様だよ」

「国王様とお知り合いなのですか!?」

　マリンちゃんがびっくりすると、ドラミがすかさず得意げに言う。

「ドラミも知り合いなのだ！」

「ドラミちゃんも!?　す、すごいです……」

「そんなことないのだ。あんなのどこにでもいるのだ」

　ドラミは照れくさそうに謙遜する。

　マリンちゃんは興味津々といった様子で手紙を見て、

「なんて書いてあるですか？」

「きっと『この国を頼む。ドラミにもよろしく』って書いてあるのだ」

「名指しでよろしくされてるですか!?　す、すごいです……」

「でも今回の手紙には、ドラミのことは書いてないかもね。これ招待状だから」

「どこに招待されたのだ？」

「パーティだよ。毎年この時期に国王様の生誕祭が催されるんだ。八つ花以上の冒険者は全員招待されるんだよ」

「美味しいご飯とか出るのだ？」

「豪華そうです……ものすごく柔らかいお肉とか出てきそうです……」

「出るかもしれないけど、行ったことないからわからないよ」

「どうして行かないのだ？」

「クエストを優先してたからだよ」

　国王様には悪いけど、僕にとってはたとえ事務的でもガーネットさんとの会話のほうが大事だったし。

「それにこれ、ダンスパーティでもあるんだ。だからダンスの相手をひとり連れていかないといけないんだよ」

　いつかガーネットさんと行けたらいいなって思ってるけど……

「じゃあ、お姉ちゃんと行けばいいです！」

「えっ、ガーネットさんと!?　ど、どうして？」

　心の声聞かれてた!?

「だって、ふたりは仲良しです！」

「僕と、ガーネットさんが、仲良し……」

「です！　ジェイドくんとお姉ちゃんは友達ですから！」

　……そうだ。たしかに今年はいつもと違う。

　これまでは事務的な会話しかできないから無理だと諦めていた。

　でも、僕はガーネットさんと友達になったんだ。勇気を出して誘ったら、受け入れてくれるかもしれない……！

　よしっ！　そうと決まれば誘う練習をしないと！

「ガーネットに断られたらドラミが代わりについていくのだ！」

　縁起でもないこと言わないで……！

　ていうか断られたら寝込むから。もうパーティどころじゃなくなるから。

「ダンスはさておき、掃除も終わったことだしお出かけしようか」

「賛成なのだ～！」

「でも、この格好で出かけて笑われないですかね？」

　マリンちゃんは身体の汚れを気にしているようだ。一生懸命に掃除をしてくれたのか、腕や膝が黒ずんでる。笑われることはないけど……

「出かける前に、お風呂に入る？」

「入るのだ！」

「入りたいですっ！」

「決まりだね。ドラミ、マリンちゃんを案内してあげて」

「わかったのだ！　こっちなのだ～」

　ドラミはマリンちゃんをお風呂場へ連れていく。

　ふたりがお風呂に入ったところで、僕はこっそりガーネットさん宅へ向かった。本番を想定して、いまのうちにダンスに誘う練習をすることにしたのだ。

「……」

　ドアの前に立っただけで、緊張感がこみ上げてくる。練習なのに心臓がバクバク鳴ってるし……いまからこの調子じゃ、本番だと倒れちゃうんじゃないか？

　いや、そうならないように練習するんだ。スマートに誘えるようになればガーネットさんも受け入れてくれるはず！

　頬を叩き、コンコンとドアをノックする。

　そして、ガーネットさんが出てきたと想定して――

「こんにちは。今日はいい天気ですね。僕とダンスしませんか？」

　……違うな。なんか違う。天気の話はしなくていいんじゃない？　そもそも当日晴れてるかどうかわからないし。もうちょっとシンプルにいこう。

「僕とダンスしません？」

　……うーん。これはシンプルすぎるかもしれないな。これだと『ダンス？　どこで？　どうして急に？』って戸惑われちゃう。

　シンプルかつわかりやすい誘い文句というと……

「国王様の誕生日を祝して踊りましょう！　城で！」

　どうだろ？　これでいけるかな？　ダンスの目的は明確になったけど、『誕生日を祝うのが目的なら踊る必要はないのでは？』って思われるかも。

　国王様には悪いけど、僕は祝いたいんじゃない。踊りたいんだ、ガーネットさんと。

　その気持ちをストレートにぶつけたほうがいいかもしれない。だったら――




「ガーネットさん！　僕と舞踏会に来てください！」

「なにをしているのかしら？」




　うわあ!?　うしろにガーネットさんが立ってる!?

「ど、どど、どうしてここに!?　仕事のはずじゃ!?」

「食事休憩が取れたから、マリンの様子を見に来たの」

「え、えと……ふたりはお風呂に入ってます……掃除でちょっと汚れていたので……」

　ど、どうしよう。さっきの聞かれちゃったかな？

　……いや、ぎりぎり聞かれてないはずだ！　だって『なにをしているのかしら？』って質問されたし。僕がなにをしているのかわからなかった証拠だ。

　でも、ドアに向かって独り言を叫ぶ姿は目撃されちゃったわけで……。変な奴だと思われてしまったんじゃ……。

　……念のため僕をどう思ってるか確認してみようかな。

「あの……僕のこと、どう思ってます？」

「あなたのこと？　優しいひとだと思ってるわ」

「そ、それだけですか？」

「あとは、まじめなひとだとも思ってるわ」

「優しくて、まじめ……」

「それに子ども好きで、頑張り屋だとも」

「そ、そうですか……」

　嬉しい！　変な奴だと思われるどころか褒め言葉しか出てこない！

　ニヤニヤしそうになっていると、ガーネットさんが僕の顔をじぃっと見つめ、探りを入れるようにたずねてきた。

「さっきは……私を舞踏会に誘おうとしていたの？」

「……えっ？　ええ!?　聞こえてました!?」

「はっきりと聞こえたわ」

　聞こえちゃってたかー……まあ、大声出してたもんね。

　……どうしよう。練習のつもりが本番になってしまったぞ。

「そ、そうですか。聞こえてましたか……。で、でも無理ですよね？」

「私でよければ行くわ」

「や、やっぱりそうですか。そりゃ忙しいですよね――いまなんて!?」

「あなたと舞踏会に行くわ」

「いいんですか!?　舞踏会ですよ!?　戦うほうの武闘会じゃないですよ!?　ほ、ほんとに僕と踊ってくれるんですか……？」

　ガーネットさんは、こくんとうなずいた。

「や、やった！　やったー！　っしゃあああああああああ！」

　ひゃっほう！　踊れる踊れる踊れるぞー！

　ダンスできるのが嬉しすぎてその場で小躍りする僕に、ガーネットさんがクスッと笑う。

「そんなに嬉しいの？」

「はい！　めちゃくちゃ嬉しいです！　だってガーネッ――あっ、えっと、だって、その……僕はダンスが好きですから！」

　危ない危ない。危うく告白するところだったよ。

　一緒に食事するくらい仲良くなることはできたけど、告白するのはまだ早い。告白はもっと恋人っぽくなってからじゃないと。

　それがいつになるかはわからないけれど……ダンスが上手くいけば、恋人っぽくなれるかもしれない。

「上手に踊れるように頑張るわ」

　ガーネットさんの言葉からは、なんだかやる気が感じられた。国王様の前で踊るわけだし、変な踊りをするわけにはいかないと気合いを入れているのだろう。

「僕も頑張って練習します！」

　しっかり練習して、ガーネットさんを惚ほれ惚ぼれさせる踊りをしてみせるぞ！










《　第七幕　一〇年越しの想い　》




　さてさて。

　ガーネットさんにダンスの誘いを受け入れてもらえたのは嬉しいけど、手放しで喜んでいる場合じゃない。

　というのも生誕祭は五日後で、僕はダンス未経験だから。下手なダンスを披露すれば国王様にも失礼だし、ガーネットさんにも恥をかかせてしまう。

　そんなわけで翌日、僕は王立図書館を訪れた。

　目当てはもちろんダンスの教本。まずは知識を身につけて、それから実践形式で練習することにしたのだ。

「本がいっぱいなのだ……」

　ズラリと並ぶ書架を見上げ、ドラミが呆あっ気けに取られている。ふたりきりで留守番させるのは心配なので、マリンちゃん共々ついてきてもらったのだ。

「ごめんね。ふたりは外で遊ぶほうがよかったよね」

「全然いいですっ。わたし、本を読むのも大好きですっ」

「ドラミはあんまり文字が読めないのだ……」

「だったら一緒に絵本を読むです」

「絵本なのだ？」

「はい。絵本だったら絵を見るだけでも楽しめるです」

「それがいいのだっ。一緒に面白そうな絵本を探すのだ～」

「じゃあ本を見つけたらあそこのテーブルに集合ね」

　こくりとうなずき、ふたりは迷子にならないように手を繋いで去っていく。それを見送り、僕はダンスの教本を探す。何冊か見つけ、一番初心者向けらしき本を持ってテーブルへ。

　テーブルにはすでにドラミたちの姿があった。

「これ、強そうです……」

「これならジェイドが一撃で倒してたのだ」

「さすがジェイドくんですっ」

「ちなみにドラミは、堂々たる姿で散りゆくフレイムワームを見ていたのだ」

「ドラミちゃんもすごいですっ」

　どうやらふたりは魔物図鑑を読んでいる様子。楽しそうにページをめくるふたりのとなりに腰かけて、ダンスの教本を読み始める。

　ふむふむ、なるほどね。まずはお互いに身体を近づけて、手を握り合うのか。そして女性は男性の肩に、男性は女性の背中に手をまわす、と。

「……」

　え、僕これするの？　ガーネットさん相手に!?

　まだ指先同士しか触れ合わせたことがないのに、いきなりこんな……こんな……！

「ジェイド、うなってるのだ……」

「きっと難しい本を読んでるです……」

　い、いやでも恥ずかしがってる場合じゃない！　手すら繋げなかったら踊るどころじゃなくなるぞ！　パーティ会場で棒立ちすればガーネットさんに恥をかかせてしまうじゃないか！

　ガーネットさんに楽しい思い出を作ってもらうためにも恥じらいは克服しないと！　そしてかっこよく踊り、ガーネットさんのハートを掴むんだ！

　そう決意しつつ、本を読んでダンスの知識を身につける。それから昼食のため王立図書館をあとにすると、食事を済ませて帰宅した。

「あの蝶ちょう々ちょを捕まえるのだ～！」

「待つです～！」

　そしてドラミとマリンちゃんが家の外で虫取り遊びをするなか、ダンスの練習を開始する。目の前にガーネットさんがいると想定して、本に記されていた通りの姿勢を取る。

　イメージだけでも恥ずかしいけど……上手く踊ればガーネットさんが楽しんでくれるんだ。僕の努力次第で彼女が笑顔になってくれるのだと思うと、恥じらいが薄れていく。

「いっぱい捕まえたのだ～！」

「綺麗です～！」

「でもかわいそうなので逃がしてあげるのだ～！」

「さよならです～！」

　気づけば日が暮れ、ガーネットさんが帰ってきたのでその日は解散となる。次の日も、その次の日も、僕はイメージトレーニングを重ね、舞踏会まで残り二日になったところでドラミに練習相手になってもらい――

「……いよいよか」

　国王様の生誕祭が明日に迫り、僕の心臓はかつてないほどに高鳴っていた。

　いよいよ明日、ガーネットさんと踊ることができる……。ものすごく緊張するけれど、それ以上に楽しみだ。

　夢にまで見たダンス、最高のコンディションで臨まなければ！

　そんなわけで、今日は早めに寝ることに。ドラミとともにベッドに潜り込み、うとうとしてきたところで――

「……しまった」

　ふと気づく。

　僕としたことが、ダンスの練習に夢中になるあまり本番の衣装決めを忘れてた！

「ちょっと衣装部屋に行ってくるね」

「そのパジャマ、カッコイイのだ。特に胸の刺繍がドラミ好みなのだ」

「パジャマに不満があるわけじゃないよ。パーティで着る衣装を決めるの忘れてたんだ」

「そういうことならドラミも決めるのを手伝うのだ！」

「気持ちは嬉しいけど、眠いなら寝てていいよ」

「まだあんまり眠くないのだ。それにいつもお世話になってるから、ジェイドの力になりたいのだ！」

「ありがとドラミ！　ほんと助かるよ！」

　女の子の意見を参考にすれば、よりガーネットさん好みの衣装を見繕えるはずだ。

　僕たちは寝室をあとにする。ドラミを廊下に待機させ、ひとりで衣装部屋のなかへ。

　衣装部屋は三部屋だ。二部屋はガーネットさん用の服が、残る一部屋には僕とドラミの服がある。

　いつも同じ服だとガーネットさんに覚えてもらいやすくなると思い、同じ衣装ばかり揃えているが、全部が全部そうじゃない。ガーネットさんとのデートを見越してオシャレ着も買っておいた。長らくタンスの肥やしになっていたが、いまこそその封印を解くときだ。

「まずは……これにしようかな」

　パーティと言えば派手な衣装のイメージだ。光沢系の服に着替えて廊下に出ると、ドラミは眩しそうに目を細めた。

「テカテカしてるのだ……」

「ちょっと派手かな？」

「派手というか、眩しいのだ……」

　うーん、それは困るな……。

　パーティ会場は廊下より明るいはず。廊下で眩しいってことは、パーティ会場では僕は光り輝いて見えるはず。ダンス中に眩しい思いをさせると怪我に繋がるかも……。

「ほかのにするよ」

　ドラミを廊下に待機させて、次の衣装に着替える。眩しい思いはさせたくないので、ダークカラーの衣装を選んでみた。

「これはどう？」

　廊下に出ると、ドラミはしっかり僕を見つめてくれた。

　よしっ。とりあえず眩しくはないみたいだ。

「黒々としてるのだ……」

「夜間戦闘用の衣装だからね。これなら暗がりのなか、魔獣に気づかれずに接近できるんだ。いまなら堂々と魔獣と相対できるけど、花びらが少なかった頃はお世話になったよ。……で、どう？　ちょっと地味かな？」

「地味というか、暗すぎるのだ……」

　うーん、それは困るな……。

　廊下で暗すぎるなら、外だと完全に闇と同化してしまう。この格好だと帰り道でガーネットさんに見失われてしまうかも……。

「ほかのにするよ」

　ドラミには引き続き待機してもらい、僕は次の服に着替える。今度は白シャツに黒い上着を羽織り、下は黒いズボンにしてみた。

　その格好で廊下に出ると、ドラミはぐっと親指を立てた。

「それがいいのだ！」

「ほんとに？　地味じゃない？」

「それくらいの地味さがちょうどいいのだ。その格好が一番踊りやすそうなのだ！」

　ドラミに太鼓判を押され、自信が出てきた。

　よしっ！　明日はこの服で踊るぞ！

　かっこよくダンスして、ガーネットさんのハートを掴んでやる！

「付き合ってくれてありがとね」

「持ちつ持たれつなのだ。上手に踊れるように祈ってるのだ！」

　ドラミはパーティには参加しない。ひとりで留守番させるのもかわいそうなので、国王様に同伴を頼んでみようかと提案したところ、やりたいことがあると断られてしまったのだ。

「ドラミも明日は楽しんでね」

「うむ。マリンと最後の一日を楽しむのだ！」

　初めてのクエストは王都で受けたい――！

　その一心で実家を飛び出したマリンちゃんは、明後日には故郷へ帰ってしまう。

　明日、ついにマリンちゃんは一二歳になり、冒険者の資格を得るのだ。

　その記念すべき瞬間を見届けるため、僕とドラミはクエストについていくことにしている。そして夕方になったら僕はガーネットさんと城へ、ドラミとマリンちゃんはお家でパーティを楽しむというわけだ。

「明日が待ち遠しいのだ……」

「僕もだよ……」

　それぞれ明日を楽しみにしつつ、僕たちはベッドに潜り込むのだった。




◆




　次の日。

「ご、ごめんなさい！　寝坊しちゃったです！」

　昼食の後片付けをしていると、マリンちゃんが泣きそうな顔で我が家に来た。よほど慌てていたのだろう、ミスリルの盾こそ装備しているが、パジャマ姿のままだった。

「昨日は夜更かししたのだ？」

「早く寝ようとしたです、けど……ドキドキしちゃって、なかなか寝つけなかったです……」

　夢にまで見た冒険者デビューなんだ。緊張で寝つけなくても無理はない。

　しゅんとするマリンちゃんに、ドラミがにこりと笑いかける。

「気にしなくていいのだ。むしろ、冒険の前にたっぷり寝るのはいいことなのだっ。それよりご飯は食べたのだ？」

「まだです……」

「ちゃんと食べないとだめなのだ。お腹を空かせたままだと力を発揮できないのだ」

「で、でも予定より遅れてるです……」

　朝一番にギルドへ行く予定だったもんね。

　ガーネットさんもちゃんと起こしたんだろうけど、二度寝しちゃったんだろうな。なかなか姿を見せないから、いまごろ窓口で心配してるに違いない。

　早く連れていって安心させてあげたいけど……いま優先するべきはマリンちゃんの体調だ。

「今日の主役はマリンなのだ。ドラミたちのことは気にしなくていいのだ」

「ドラミの言う通りだよ。時間は気にしなくていいから、しっかりご飯を食べてから行こう」

　僕たちの励ましに、マリンちゃんは安心したみたいだ。ガーネットさんが手料理を用意してくれていたのか、「食べてくるです！」と声を弾ませ、お家に帰り――

　しばらくして、お腹いっぱいになったマリンちゃんとギルドへ出発。

「いよいよ冒険者デビューです……！」

「マリンの雄姿を見届けるのだ！」

「ドラミちゃんが見ててくれると心強いです～！」

　仲良くおしゃべりしながら歩いていき、ギルドに到着する。いつもは外で待たせてるけど、今日はドラミも一緒だ。

「強そうな冒険者がいっぱいです……」

　ギルド内の屈強そうな冒険者たちを前に、マリンちゃんの顔に緊張が色濃く滲にじんだ。

「だいじょうぶなのだ。マリンも強そうに見えるのだ！」

「ドラミちゃんにそう言われると、なんだか自信が出てきたです……！」

「その調子だよ。まずは正面のカウンターで登録するんだけど、ついていこうか？」

「いえ、ひとりでやってみるです！」

「ここから応援してるのだ！」

　ありがとです、とマリンちゃんは緊張の面持ちでカウンターへ。まずは職員に登録手数料を支払い、必要事項を記入すると、カウンターに水晶玉が出された。

　マリンちゃんは水晶玉に手を触れ――

「ドラミちゃんっ！　ジェイドくんっ！」

　満面の笑みでこちらへ駆け寄ってくる。

「なんの花紋だったのだっ？」

「強化系ですっ！　ジェイドくんと同じ強化系の冒険者になれたです！」

「おめでとう！」

「おめでとなのだ！」

「ありがとです！　ここから始まるのです、マリンの冒険譚が――！」

　ぐっと拳を握りしめ、メラメラとやる気を燃やすマリンちゃん。

「あとはクエストを受けるだけだね」

「はい！　ええと、お姉ちゃんは……」

「いつも一八番窓口にいるよ」

「ではクエストを受けてくるです！」

　マリンちゃんはダッシュで窓口へ行き、受付を済ませるとダッシュで戻ってくる。ほんと、やる気満々だなぁ。

「なにを受けたのだ？」

「スライムの討伐です！　さっそく行くです～！」

　僕たちはギルドを出て、大通りを進み、正門を抜けて街道に出る。道なりに歩きつつ、目を光らせて草むらを眺めるが……

「……スライム、見当たらないです」

「あっちにいそうな気配がするのだ！」

「そっちに行ってみるです！」

　ふたりは草むらに駆け込んだ。

　すると前方にぶよぶよとした生き物を発見する。

「と、とうとう見つけたです！　あれがスライムですか……」

「ゼリーみたいで美味しそうなのだ……」

「あっ！　逃げたです！」

　ぽいん、ぽいん、と跳ねながら逃げていくスライム。

　ドラミの正体を見抜き、捕食されまいとしているのかも。

「待つですー！」

　マリンちゃんは勇ましく追いかける。

　相手がマリンちゃんひとりだとわかると、スライムも応戦の構えを見せた。

「かかってくるです！」

　ミスリルの盾を構え、すらりと短剣を抜く。

　スライムの体当たりをひらりと避け、短剣をスライムに叩きつけた。

　ぶよんっ！

「くっ！　跳ね返されたです！　だったら――強化です！」

　腕力を強化したっぽいが、マリンちゃんの攻撃はスライムに通じなかった。

　スライム相手だと斬るより突くほうが効果的だが、自分で気づかせないと成長に繋がらない。弱い魔獣を相手に戦闘センスを磨かないと、後々苦労するのはマリンちゃんだ。

　いま僕らにできるのは、応援することだけ。

「頑張るのだ！　頑張るのだー！」

「頑張れー！」

　僕たちのエールを力に変えて、マリンちゃんは戦い続ける。

　ぶよんっ、ぶよんっ、と何度も何度も短剣を弾かれ、とうとうマリンちゃんはその場に膝をついてしまった。

「ちょ、ちょっと休憩です……」

　しゃがんだまま杖つえみたいに短剣をつき、額の汗を拭うマリンちゃん。スライムも疲れていたのか、休戦に応じる構えだ。

　やがて体力を回復したのか、スライムが動きを見せた。マリンちゃんは疲れを見せつつも、応戦しようと短剣をぎゅっと握りしめ……

「……あ」

　ふと短剣を見る。地面に突き刺さった短剣を見たことで、名案が閃いたようだ。

「斬ってだめなら――突いてみるです！」

　体当たりしてきたスライムに短剣を突き出す。今回は弾かれることなく、短剣がスライムに突き刺さった。

　スライムはぶくぶくと泡立ち、うっすらと黒い煙が発生する。

　討伐成功だ！　マリンちゃんは魔石を拾い上げ、顔中に笑みを広げた。

「や、やったです！　倒したです！」

「おめでと！」

「おめでとうなのだ！」

「ありがとうです！　かなりの強敵だったです……！」

「きっと名のあるスライムなのだ……！」

「魔石に傷もついてないし、マリンちゃんも怪我してないし、大成功だね！」

「ふたりが見守ってくれたおかげですっ！　さっそくギルドに持っていくです～！」

　魔石を大切そうにポシェットに入れ、ドラミと手を繋ぎ、うきうきと王都へ引き返す。

　そしてギルドにたどりつき、換金を済ませる頃には、夕方になっていた。

「次はなにを受けたのだっ？」

「なにも受けなかったです。お姉ちゃんに『夕方は出歩いちゃだめ』って言われてるですから……」

　いいアドバイスだ。暗がりのなか出歩けば、『気づけば魔獣に囲まれていた』なんてこともあり得るもんね。それを避けるため、マリンちゃんに釘くぎを刺しておいたのだろう。

　それに今日はこのあと予定がある。

　マリンちゃんはもっとクエストを受けたそうにしてたけど……

「この報酬でぺろぺろキャンディーを買うですっ。ドラミちゃんにも買ってあげるです～！」

「やったー！　ありがとなのだ～！」

　ガーネットさんの言いつけを守ることにしたみたいだ。

　僕たちはキャンディーを購入すると、家に引き返すのだった。
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　初クエストを達成したあと。

「カッコイイのだ！」

「似合ってるです！」

　ダンス衣装で食堂に行くと、ドラミとマリンちゃんが褒めてくれた。

　クエストの報酬で買ったぺろぺろキャンディーを舐なめ終えたふたりは、家中のお菓子をかき集め、テーブルに広げている最中だった。

　クッキーにパイにケーキ、フルーツタルトにドーナツ、ゼリーにジュースにミルク等々――。今日は冒険者デビューの記念日でマリンちゃんの誕生日でもあるので、昨日の夕方にドラミとお菓子を買いに出かけたのだ。

「こんなにたくさん……！　ありがとうです！」

「どういたしましてなのだ！　それにしても……こうして見ると、夢みたいな光景なのだ……。ほんとに全部食べちゃっていいのだ？」

「もちろんだよ」

　いつもなら『一日ひとつにしようね』とたしなめるところだけど、今日は特別だ。ふたりが過ごす最後の夜でもあるので、思う存分楽しんでほしい。

「ジェイドはいつパーティに行くのだ？」

「ガーネットさんが仕事を終えてからだから、もうちょっと時間あるかな」

　ギルドが閉まるのは日が暮れてから。ガーネットさんが来るのはそのあとだ。

　ガーネットさん、どんな格好で来るんだろ。見るのが楽しみだな。可愛すぎて我を失わないように気を引き締めないと。

　その瞬間をいまかいまかと待っていると、ノック音が響いた。

「お姉ちゃんです？」

「にしては早すぎるけど……」

　ドアを開けると、そこには美女が佇んでいた。真っ白なパーティドレス姿で、頭に白い花の髪飾りをつけている。

　ガーネットさんだ。

「わあっ！　お姉ちゃん可愛いです！」

「すっごい綺麗なのだ～！」

　ほんとだよ！　ほんとに可愛すぎるよ！　まるで結婚式の花嫁さんじゃないか！

　僕、こんな可愛いひとと踊れるの!?　これ夢じゃないよね!?

　いや、いまは夢かどうかなんてどうでもいい！　たとえ夢のなかだろうと目の前におめかししたガーネットさんがいるんだ。ちゃんと褒めないと！

　そう決意するのと同時に、ガーネットさんは胸元に手を添えて、どことなく不安そうに僕を見つめる。

「ジェイドくんは……どう思うかしら？」

　このタイミングで『ジェイドくん』って呼ばれちゃったよ！　可愛いやら嬉しいやらで頬がゆるゆるになるのを抑えきれない！

「す、すごく素敵です！」
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「よかったわ」

　嬉しそうにほほ笑まれ、僕の心臓はドキドキだ。

　ただでさえ可愛いのに、笑うともっと可愛くなるんだからすごい……。

「あなたも似合ってるわ」

「どうもです！　そ、それじゃあ、えっと……もう行きます？　ちょっと早いので、どこかで時間を潰さなきゃいけませんけど……」

「それなら噴水広場に行きたいわ。私、あの場所が好きなの」

「わかりました！　噴水広場へご案内します！」

「いってらっしゃいなのだ～！」

「ごゆっくりですー！」

　ふたりに見送られ、僕たちは家をあとにした。

　ガーネットさんがすぐとなりにいる。しかも純白のドレス姿で……。あぁ、本当に可愛いな……夢みたいだなぁ……。

　この幸せを噛みしめたいところだけど、わざわざパーティについてきてくれるんだ。黙ってないで、なにか話しかけないと。

「……今日って、ギルドは早く閉まったんですか？」

「まだ開いてるわ。あなたを待たせないように、早めに切り上げたのよ」

「そうだったんですね。わざわざすみません」

「気にしなくていいわ。私も楽しみにしていたもの」

「そうなんですか？　ダンスが好きとか……？」

「違うわ。楽しそうなあなたを見ていると、私も楽しみになってきたのよ。踊りは下手だから、期待しないでほしいわ」

　ガーネットさんも楽しみにしてくれてたなんて……。

「いえ、僕も踊るの下手ですからご心配なく！　それに踊るのが上手じゃなくても楽しませてみせますから！　来てよかったって思ってもらえるように頑張りますから！」

　だから来年も、再来年も、僕とダンスしてください！　……なんて言うのは、ちょっと気が早いかな？

　とにかく、今日を全力で乗り切ろう。そしてガーネットさんを楽しませることができたら、来年も踊ってくださいって誘うんだ！

「着きました！　噴水広場です！」

「あそこが特等席よ。あそこのベンチから見える噴水が、一番綺麗なの。いまなら夕日が反射して、もっと綺麗に見えるわ」

「さっそく座りましょう！」

　僕はガーネットさんと隣りあってベンチに座る。

　噴水は綺麗だが、ガーネットさんのほうが綺麗だ。できることならガーネットさんの横顔を見続けたい、けど……そんなことをすれば不思議がられるため、僕は誘惑を振り払って噴水を眺める。

　穏やかな時間を過ごしていると、ガーネットさんがぽつりと言った。

「今日はマリンがお世話になったわ」

「そんな、お世話だなんて。僕は見てただけですよ」

「それでも、あなたがいてくれたから今日は安心して過ごせたわ」

　それって、マリンちゃんがひとりでクエストを受けるのは心配ってことだよね？

　だとすると、やっぱり……

「マリンちゃんが冒険者になるの、反対ですか？」

　ガーネットさんは小さくうなずき、暗い顔で……

「心配だわ。お父さんみたいになるかもしれないもの……」

「ガーネットさんのお父さん、冒険者だったんですか？」

「ええ。冒険が大好きで、滅多に帰ってこないひとだったわ。最後に帰ってきたのは一二年も前よ」

「一二年……一切連絡がないんですか？」

　ガーネットさんは、力なくうなずく。

「いまどこにいるかもわからないの。マリンはまだお母さんのお腹のなかで、お父さんを見たことは一度もないのよ」

「そうだったんですか……」

　そんなに長いこと帰らないんじゃ不安にもなるよね……。

　冒険が楽しくて帰ってこないだけならいいけど、冒険の途中で命を落とした可能性もあるんだから……。

「お父さん、早く帰ってくるといいですね」

　ガーネットさんは、切なげにうなずいた。

「もう一度会いたいわ。そのためにギルド職員になったんだもの」

「そっか。ギルド職員になれば冒険者の情報も集まりますもんね」

「ええ。だけど、まだ情報はないの……」

「そうですか……。ちなみに、お名前はなんですか？」

「オニキスよ」

　えっ？　……オニキス？

「あの……そのひとって、右の頬に傷がありません？」

「あるわ。お母さんを魔獣から助けたときにできた傷よ。どうして知っているの？」

「やっぱり！　僕、会いましたよ！」

　ガーネットさんは、驚いたように目を丸くする。

「いつ会ったの？」

「一二年前、僕の故郷に来たんです！　僕、オニキスさんの冒険譚を聞いて冒険者になろうと決めたんですよ！」

　僕にとって、オニキスさんは恩人だ。

　オニキスさんがいなければ、僕は冒険者にならなかった。オニキスさんがいてくれたから、僕はガーネットさんと出会えたんだ。

　だから、一度会ってお礼を言いたいと思っていた。おかげで冒険者になれましたよ、と。

　そのうえガーネットさんが会いたがってるんだから、これはもう見つけるしかない！

「きっと違う国にいるんですよ！」

「違う国に？」

「世界は広いですからね！　ここは大陸の端っこですし、世界中を旅してるなら一二年音沙汰なしでもおかしくないですよ！」

「……いつか帰ってくるのかしら？」

　すがるような目をするガーネットさんに、僕は力強く告げる。

「必ず帰ってきます！　そのために僕も協力しますから！　国中を……いえ、世界中を巡ってオニキスさんの情報を集めてみます！」

「でも……ジェイドくんに悪いわ」

　そんなことありません、と僕は首を振る。

「僕もオニキスさんに会いたいですし……それにガーネットさん、ダンスの誘いを受け入れてくれたじゃないですか。その恩返しだと思ってください！」

「……本当に、手伝ってくれるの？」

「もちろんです！」

　力強くうなずいてみせると――

　ガーネットさんは、嬉しげにほほ笑んでくれた。

「ありがとう。お礼に、今日は頑張って踊るわ」

「僕も頑張ります！　楽しい思い出を作りましょう！」

「ええ。ジェイドくんと思い出を作るわ。……そろそろかしら？」

「ですね。そろそろ城に行きますか！」

　ガーネットさんはうなずき、腰を浮かす。

　するとスカートが、ベンチに引っかかった。

　いや、引っかかったんじゃない。ベンチがべたついていたのだ。

「ドレス……汚れてしまったかしら？」

「……ちょっとだけ黒ずんでますね」

　僕がそっちに座ればよかった。黒いズボンなら汚れは目立たないけど、ガーネットさんのは純白のドレス。黒ずみが目立ってしまう。

「すみません。ベンチのべたつきに気づけず……」

「ジェイドくんのせいじゃないわ。だけど、このままだと国王様に失礼かしら？」

「国王様は心の広い方ですし、だいじょうぶだとは思いますが……よかったら着替えます？　僕の家、ドレスがいっぱいありますから」

「ドレスが？」

　しまった！　成人男性の家に女性用ドレスが大量にあるのは変だ！

「え、えっと……そう！　ドラミが成長したときのために買っておいたんですっ！」

「ドラミちゃんに悪いわ」

「いいんです！　たくさんあるので気にせず使ってください！」

「そうなの……？　じゃあお言葉に甘えようかしら」

　怪しまれずに済んでよかったー……。

　ほっと胸を撫で下ろしつつ、僕たちは家へ引き返す。

　ただいまー、と家に入ると……屋内は静まりかえっていた。さっきまでパーティしてたのに。もう寝ちゃったのかな？

　そう思って寝室を覗いてみたが、ドラミたちの姿はない。

　なんだか嫌な予感がする……。念のためガーネットさんの家を見てみたが、ドラミとマリンちゃんの姿はなかった。しかも壁に立てかけていたミスリルの盾が消えている。

　まさか――

「ふたりとも……ギルドに行ったのかしら？」

　ガーネットさんも同じ不安を抱いたようだ。

「かもしれません。パーティまで時間はありますし、僕たちも行ってみましょう！」

　僕たちは家を飛び出し、ギルドへ急いだ。

　ギルドはちょうど閉まるところだった。

　ドアにカギをかけていた職員に、僕は声をかける。

「すみません！　ここに小さな女の子が来ませんでした？　白髪と青髪の女の子なんですけど……」

「あら、ジェイドさん。ええ、そのふたりなら来ましたよ。スライムを討伐するんだとはしゃいでました」

　やっぱり来たのか……。楽しそうにパーティしてたのに、どうしてクエストを受けることにしたんだろ。

　いや、いまは理由とかどうでもいい。夜のクエストは危険なんだ。すぐに保護しないと。

「僕がふたりを連れ戻してきます。ガーネットさんは家で待っててください」

「……パーティはいいのかしら？」

　ガーネットさんは僕を気遣うように言う。

　たしかにパーティはなにより楽しみにしていた。いまから行けばまだ間に合うはずだ。

　だけど、それよりも……

「……僕はガーネットさんと踊るのを、すごく楽しみにしてました。……でも、誘っておいてこんなことを言うのは失礼ですけど……パーティより、ふたりのほうが大事です」

「そう……」

　ガーネットさんは、怒るどころか頬を緩ませ、優しく微笑してくれた。そして、僕に信頼の眼差しを向けてくる。

「ふたりのこと、お願いするわ」

「はい！　任せてください！」

　ガーネットさんに見送られ、僕は王都を飛び出したのだった。
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　ジェイドたちを見送ったあと。

　ドラミはクッキーを頬張りながら、マリンと楽しくおしゃべりしていた。

「初クエスト達成、ほんとにほんとにおめでとなのだ～っ！　ささっ、ミルクをぐいっと飲むのだ！」

「ありがとです！　――ぷは～っ、冒険のあとのミルクは格別です～！」

「わかるのだ！　ドラミも冒険終わりのミルクは大好きなのだ！　あれは格別な味がするのだ……」

「報酬で買ったぺろぺろキャンディーも格別な味がしたです！」

「あれはほんとに美味しかったのだ！　ジェイドも美味しいって言ってたのだ！」

「ふたりが喜んでくれてよかったです！　……せっかくですから、お姉ちゃんにも舐めさせてあげたかったですけど……」

　テーブル上に転がるキャンディーの棒を見て、マリンはため息を吐いた。

　自分の稼ぎで購入した物は特別な意味を持つ。マリンがキャンディーをプレゼントすれば、ガーネットは飛び跳ねて喜ぶだろう。

　大好きな姉の喜ぶ姿を想像したのか、マリンがぽつりと言った。

「お菓子屋さん、まだ開いてるですかね？」

「たぶん開いてるのだ。だけど……お金は足りるのだ？」

「ええと……ぎりぎり足りないです……」

　マリンは財布を開き、がっくりとうなだれる。

　家には大金があるけれど、ジェイドの許可なく持ち出すわけにはいかない。なにより自分で稼いだ報酬で買わないと意味がない。

　そこでドラミは、ぼそっと提案してみた。

「……クエスト、もう一回受けてみるのだ？」

「で、でも、もう夕方です……」

　マリンはガーネットから夕方以降のクエストを禁止されている。意地悪をしているわけではなく、暗いなか出歩くのは危険だからだ。

　だけど、なにも遠出をするわけじゃないのだ。あの草むらにはスライムしかいなかったし、そんなに危険は感じなかった。きっとガーネットが心配しすぎなだけだろう。

「平気なのだ！　だってマリンはスライムをぼこぼこにしたのだっ。それにドラミがついてるのだ！」

　ドラミが自信ありげに言うと、マリンは前のめりになる。

　どうやらマリンも、もう一度クエストを受けたいと思っていたようだ。

「……クエスト、受けてもいいですかね？」

「受けるなら急いだほうがいいのだ！」

　いまから出れば、まだ間に合う。

　スライムを倒すだけなら、ギルドが閉まるまでに換金できるはずだ。

「受けるです！」

「やったー！　決まりなのだ～！」

　ドラミははしゃぎ声を上げた。

　マリンとは明日でお別れだ。次はいつ会えるかわからない。最後にもう一度楽しく冒険して、素敵な思い出を作りたいと思っていたのだ。

　ふたりはすぐさまギルドへと向かう。閑散としたギルドでスライム討伐のクエストを受け、王都を出る。

　その頃には、すっかり日が落ちていた。最初こそ王都からの灯りが届いていたものの、街をちょっと離れると、街道は暗闇に包まれる。

「暗いです……これじゃスライムは見つからないですよ……」

「心配いらないのだ。こんなときのために、ポシェットにこれを入れておいたのだ！」

　じゃじゃーん、とドラミが取り出したのは、短い筒だった。

「それは……？」

「ライトマッシュの魔石なのだ～！」

「わあ！　それさえあれば明るくなるです！」

「うむ！　さっそく使ってみてほしいのだ！」

　マリンが筒を受け取ると、そこから灯りが漏れた。

　マリンはさっそく草むらを照らすが……ライトマッシュの灯りは頼りなく、数歩先は暗闇に支配されている。これではどこにスライムがいるかわからない。

「……草むらに入ってみるです？」

「うむ！　いつスライムが出てきてもいいように、警戒を怠らないよう気をつけるのだ！」

　ふたりは膝丈ほどの草むらを勇ましくかき分け、先へ先へと進んでいく。

　しかし……

「どこにいるですか！　いつでもかかってこいです！」

「そ、そうなのだ！　かかってこいなのだ！」

　最初はマリンとの冒険に高揚していたドラミだったが……王都が遠のくにつれ、じわじわと不安がこみ上げてきた。

　だけど……いまさら『やっぱり帰ろう』とは言えない。クエストを受けようと提案したのはドラミだし、おまけにマリンに尊敬されているのだから。ここで臆病さを晒してしまったら、がっかりされてしまうかも……。

　それに……クエストを攻略すれば、マリンはガーネットにぺろぺろキャンディをプレゼントできるのだ。

　心残りがあるままお別れするのはつらいはず。マリンには明日は笑顔で帰ってほしい。そのためにも、ドラミがしっかりしなければ。

　――だいじょうぶ！　いつもジェイドと危険な旅をしてるのだ、スライムなんて怖くない！

　そう自分を鼓舞しつつ、マリンとともに草むらを進んでいき――

　ぶよんっ！　と、ふいにドラミは背中を押された。

「うわあ!?　スライムに体当たりされたのだ！　気をつけるのだ！」

「ど、どこにいるです――ひゃう!?」

　今度はマリンが膝をついた。スライムに体当たりされたようだ。

　マリンはすぐに立ち上がり、周辺を見まわす。ドラミも視線を巡らせたが、スライムの姿は見当たらない。

　それでも、近くに潜んでいるのは間違いなかった。がさがさと音が聞こえてくる。しかも、あちらこちらから……

「も、もしかして、スライムは大勢いるのだ……？」

「か、かもしれないです……。だって、がさがさ音が大きすぎるです……」

　がさがさ！

「ひぃっ」

　がさがさ！

「ひゃあっ」

　不安がピークに達し、ドラミとマリンは顔を見合わせた。お互いの恐怖に歪んだ顔を見て、言葉を交わさずに意思疎通。こくん、とうなずき、手を繋ぎ――

「逃げるのだ！」

「はいです！」

　王都を目指して戦略的撤退をする。

　しかし、まわりこまれてしまったのか、ドラミはスライムを踏んづけて転んでしまった。

「だ、だいじょうぶです!?」

「平気なのだ！　ちょっと転んだだけなのだ！」

「よ、よかったです……！　でもどうするです!?　これじゃ道に戻れないです！」

「ひ、ひとまずこっちに逃げるのだ！」

　ふたりは王都とは逆方向へ足を走らせる。

　走って、走って、走って――走り続けて、気づけば王都を遠く離れ、森沿いまで来ていた。

　木々のざわめく音が不気味に響くが、スライムのがさがさ音は聞こえてこない。とりあえず危機は脱したようだ。

「ど、どうやら上手くまけたようなのだ……」

　ドラミは胸を撫で下ろした。そのとなりで、マリンが座り込んでしまう。

「へとへとです……」

「ちょっと休憩するのだ？」

「ですね。一休みしたら、一緒に王都に帰るです」

「でも……いいのだ？」

「はいです。最後にドラミちゃんと冒険できて、わたしとっても満足ですから！」

「ドラミのほうこそマリンと冒険できてよかったのだ！　一生の思い出なのだ！」

　マリンとおしゃべりしていると、恐怖心が薄れてきた。安心したところでお腹が空き、ふと思い出す。

「あっ、そうなのだ。ドラミ、いいものを持ってるのだ！」

　ドラミはポシェットから干し肉を取り出した。

「疲れてるならこれを食べるといいのだ！」

「わあっ、ありがとです～！」

　ひとつをマリンに渡して、干し肉にかじりつく。

「塩気が疲れた身体に染み渡るのです……」

「冒険の必需品なのだ！」

「ライトマッシュの魔石といい、干し肉といい、ドラミちゃん頼もしいです！」

　マリンに尊敬の眼差しで見られ、ドラミはなにか謙遜の言葉を返そうとした。

　だが、口から出たのは悲鳴だった。




　突然、巨体が降ってきたから。




　ライトマッシュの灯りに照らされたそれは、翼を持つ二足歩行の獣――

「ぎゃああああああああああああああ!?」

「ひゃああああああああああああああ!?　ウィングベアです!?」

「な、なななんなのだそれは!?」

「三つ花クラス相当の魔獣で視覚と聴覚がないって図鑑に書いてあったです！」

「だ、だったら安心なのだ！」

「で、でもウィングベアは鼻が利くです！」

「だ、だったら急いで干し肉を投げるのだ！　えいっ！」

「やあっ！」

　ふたりは干し肉を遠くへ投げた。

　ウィングベアがそちらに気を取られた隙に、全速力で森の奥へ逃げていく。

「あっ！　こんなところに洞穴があるです！」

「よ、よかったのだ！　しばらくここに隠れるのだ！」

　ドラミたちは洞穴に身を潜めることにした。

　奥へ奥へと進んでいくと、ぷぅんと異臭が漂ってきた。

「す、すごく臭いのだ……」

「鼻が曲がっちゃいそうです――ひゃあ!?」

　マリンが悲鳴を上げ、同時にドラミは涙目になる。

　……臭いの正体は、腐臭だった。

　洞穴には、獣の死体がごろごろ転がっていたのだ。

「も、もしかしてここ、ウィングベアの巣穴なのだ!?」

「急いでここを出るです！　じゃないとウィングベアが戻ってくるですよ！」

「さ、賛成なのだ！」

　ドラミたちは大急ぎで外へ向かう。

　だが、すでに遅かった。

　巣穴の外に、ウィングベアが佇んでいたのだ。

「そんな……」

　マリンはへなへなと座り込み、涙を流し始めた。

「わたしのせいです……わたしがクエストに付き合わせたせいで、ドラミちゃんまで食べられちゃうです……」

「そ、そんなことないのだ！　ドラミがクエストに誘ったせいなのだ！　マリンはなにも悪くないのだ！　だから……だから……！」

　恐怖と後悔に顔を歪め、懺ざん悔げしながら涙を流す友達を見て、ドラミは決意した。




　本当の姿で戦おう、と。




　人間は魔獣を恐れているのだ。ドラミが元の姿で戦えばマリンを守ることができるが、その代償としてマリンに怖がられてしまう。大切な友達を失うことになってしまう。

　だけど……

　もう二度と一緒に遊べなくなるのだとしても、マリンの命のほうが大事だ。

「だいじょうぶ。もうだいじょうぶなのだ。マリンはドラミが守るのだ」

　マリンに優しく語りかけるとドラミは服を脱ぎ、宝物のポシェットとヘアピンを大切そうに服の上に置いた。

　マリンが、戸惑うように目を丸くする。

「ど、どうして脱いでるですか？」

「マリンを守るためなのだ。さあ、危ないからマリンは下がっているのだ」

「い、嫌です！　こ、こうなったら、わたしも一緒に戦うです！」

「だいじょうぶ。その必要はないのだ。あんな奴、ドラミひとりで楽勝なのだ！　だって――だってドラミは、本当はものすごく強いドラゴンなのだ！」

　力強く叫び、洞穴を飛び出したドラミ。

　その身体が眩い光を放ち――

『ガアアアアアアアアアアアア！』

　ホワイトドラゴンの姿になると咆ほう哮こうを上げ、ウィングベアに襲いかかる。

　――バシッ！　と前脚で強く弾いた瞬間、ウィングベアは大樹にぶつかり、巨体から魔素を発生させる。

　これで一件落着だ。

　あとはマリンを王都に連れて帰るだけでいい。

　けれど……ドラミはホワイトドラゴンの姿を晒してしまった。マリンは怖がり、ドラミにはついてきてくれないだろう。もう二度と手を繋いではくれないだろう。

　たとえついてきてくれたとしても、そこでお別れ。ドラミの家に一緒に帰ることはない。

　だってもう、マリンはドラミを友達だと思っていないのだから。

　こんなことなら、おとなしくお菓子パーティを続けるんだった……。そうすれば、いまごろ楽しい時間を過ごせていたし、幸せな気持ちで眠りにつくこともできたのに……。

　ドラミは悲しみに襲われ、泣きたい気持ちに駆られた。

　そのときだ。

「ドラミ！」

　ジェイドの声が響いた。
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　マリンちゃんが受けたクエストは『スライムの討伐』だ。てっきり王都の近くをうろついていると思っていたが……

「おーい！　ドラミー！　マリンちゃーん！」

　王都周辺に、ふたりの姿は見当たらなかった。

　スライムがなかなか見当たらず、遠くへ行ってしまったのかも……。

　僕はふたりの声を聞き逃さないように耳を澄ませつつ、街道を駆けていく。しばらく走っていると、遠くのほうにうっすらと光が見えた。

「あれって……」

　ドラミが人化魔法を解いた際に放つ光と似ている。

　だとすると一大事だ。マリンちゃんと一緒にいるのにドラゴンの姿を晒すなんてただ事じゃない！

　僕は脚力をさらに強化すると、大地を蹴って疾駆した。風を切って草むらを駆け抜け、鬱うっ蒼そうとした森に飛び込む。

　そこには、ホワイトドラゴンがいた。

「ドラミ！」

　急いで駆け寄ると、洞穴からマリンちゃんが姿を見せる。

「ジェイドくん……」

　僕を見るなり、マリンちゃんは安心したようにぺたんと座り込んでしまった。

「よかった！　無事だったんだね！」

「ご、ごめんなさいです……夕方なのにクエスト受けて、ごめんなさいです……」

　ぽろぽろと涙を流すマリンちゃん。

　服や手足は泥だらけだが、怪我はなさそうだ。

「謝らないで。怒ってないから。それより本当に無事でなによりだよ。ここは怖い魔獣が多いから、襲われる前に急いで帰ろう」

「怖い魔獣、いたです……」

『……グア』

　その言葉を聞き、ドラミが悲しげな声を漏らす。

　マリンちゃんの顔を見るのが怖いのか、うつむいてしまっている。

「さっきウィングベアに襲われて、死にそうになったです……だけど、ドラミちゃんが助けてくれたです」

『……グア？』

　ドラミが、こっちを見る。なんだか戸惑っているみたい。きっとマリンちゃんに怖がられていると思ってたんだろう。

　でも、それはドラミの思い違いみたいで――

「あっ、そうです！」

　マリンちゃんはワンピースを手に取ると、ドラミのもとへ駆け寄り、

「早くこれを着るですよ。裸じゃ風邪を引いちゃうです！」

『ガア……』

「……どうしたです？　もしかして、もう人間に戻れないですか？」

『ガアア』

　ぶんぶんと首を振り、ためらうような間のあと、ドラミは光に包まれた。僕たちは眩い光に目を瞑り……

　目を開けたとき、そこには見慣れたドラミの姿があった。

　マリンちゃんがどんな顔をしているのか、見るのが怖いのだろう。ドラミは自信なさそうにうつむき、おずおずと言う。

「……ドラミのこと、怖くないのだ？」

「どうしてです？」

「だって、ドラミ……ほんとは魔獣なのだ。すっごく強いドラゴンなのだ」

「たしかにびっくりしたですけど、ちっとも怖くないですよ！　だってドラミちゃんはドラミちゃんです！　明るくて優しくて頼りになる、わたしの大切な友達ですっ！　魔獣かどうかは関係ないです！」

　ドラミは涙ぐんだ。

　顔を上げ、泥だらけの手でぐしぐしと涙を拭い……

「ドラミたち……まだ友達なのだ？」

「当たり前です！　ほらっ、友達の証です！」

　マリンちゃんにポシェットとヘアピンを差し出され、ドラミは満面の笑みになる。

　宝物を受け取ると、裸のまま装着した。

「友達の証なのだっ！」

「よかったね、ドラミ」

「よかったのだ！」

「じゃあ服を着て帰ろっか」

「帰るのだ～！　……あっ、でもどうしてジェイドがいるのだ？」

「そ、そうです！　いまごろお姉ちゃんとダンスしてるはずじゃ……」

「ふたりがいなくなってたから探しに来たんだ。ほんと見つかって安心したよ」
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　僕の言葉に、ドラミとマリンちゃんがしゅんとした。

「本当にごめんなさいなのだ……。ガーネットとダンスできるせっかくの機会だったのに……なのに、ドラミがめちゃくちゃにしてしまったのだ……」

「違うです。わたしのせいです。お姉ちゃん、ジェイドくんと踊るのを楽しみにしてたのに、わたしのせいで……」

「違うのだ。ドラミのせいなのだ。ジェイドはガーネットとダンスするのをあんなに楽しみにしてたのに、ドラミが邪魔しちゃったのだ……本当にごめんなさいなのだ……」

「本当にごめんなさいです……」

「気にしなくていいってば。それより早く帰ろう。無事な姿を見せて、ガーネットさんを安心させなくちゃ！」

　ふたりの罪悪感を消し飛ばそうと、僕は明るい声を張り上げる。

　うなずいたふたりだったが、へとへとで歩けないようだ。

　僕はマリンちゃんをおんぶして、ドラミをだっこすると、王都へ戻ったのだった。
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　ドラミとマリンちゃんを保護したあと。

　王都に帰りつき、ギルドの前を通り過ぎると、ふたりは気まずそうな顔をした。

「まだクエスト受けたこと気にしてるの？」

「気にするに決まってるのだ。だって、ドラミのせいでマリンを危ない目に遭わせてしまったのだ……」

「違うです。全部わたしが弱いのがいけないんです……」

「マリンちゃんは弱くないよ。無傷でスライムを倒してたしさ。それにウィングベアは三つ花相当の魔獣だし。むしろよく逃げようと判断できたね」

「だって、あんなの倒せるわけがないですから。逃げるなんて冒険者失格です……」

「そんなことないって。危険を察知する力も冒険者には欠かせないからね。マリンちゃんは、立派な冒険者になれるよ」

「ほ、ほんとです？」

「もちろん。それにマリンちゃんだけじゃなく、ドラミも立派だったよ」

「ドラミが、立派なのだ……？」

「うん。ライトマッシュの魔石とか、干し肉とか、ちゃんと用意できて偉いよ」

　そうしてふたりを励ましつつも歩いていき、ようやく我が家に帰りついた。

「ただいま戻りました」

　家のドアを開けるなり、ガーネットさんが駆け寄ってくる。ドラミとマリンちゃんの身体を心配そうにぺたぺたと触り、手や足や頬を調べる。

「怪我はないかしら？」

「怪我はないです。それより黙って出ていってごめんなさいです！」

「ドラミがクエストに誘ったのだ！　怒るならドラミを怒ってほしいのだ！」

「だめです！　怒るならわたしを怒ってほしいです！」

　お互いを庇かばい合うふたりを、ガーネットさんが抱きしめる。

「怒ったりしないわ。ふたりとも、ちゃんと反省しているもの。無事な姿で帰ってきてくれて、本当に嬉しいわ……」

　そう言うと、ふたりの髪を優しく撫でる。

　お父さんの二の舞になるんじゃないかって、ずっと心配してたんだろうな……。ガーネットさんを安心させることができて、本当によかった。

　ふたりの髪から手を離すと、ガーネットさんがこちらを振り向き、

「あなたには助けられてばかりだわ……」

　感謝というより、お詫びのような声のトーンだ。

　迷惑だなんてこれっぽっちも思ってないし、ドラミとマリンちゃんを無傷で保護できたんだ。ガーネットさんには僕のことなど気にせず、ただただふたりの無事を喜んでほしい。

「いえ、当然のことをしただけですから」

「だけど、舞踏会には行けなくなってしまったわ……。私にできるお礼ならなんでもするから、遠慮せずに言ってほしいわ」

「でしたら……もしよければ、僕と舞踏会に来てください。今年のは終わっちゃいましたけど、来年もありますから」

「あなたは本当にダンスが好きなのね」

「はいっ、大好きです！　いますぐ踊りたいくらいですよ！」

　僕が軽くステップを踏んでみせると、ガーネットさんはおかしそうにクスッと笑う。

　よかった、笑ってくれた。ガーネットさんはいつも素敵だけど、やっぱり笑ったときが一番可愛いな。

「だったら、これからここで踊るのはどうかしら？」

「えっ、ここで？　いいんですか？」

「だめな理由がないわ」

　ほ、本当に？　もう踊れないと思ってたのに……！

「や、やった！　やったー！　踊れる踊れる踊れるぅぅう！」

「そんなに嬉しいの？」

「めちゃくちゃ嬉しいですっ！　ここは狭いですし、あっちの部屋で踊りましょう！」

　僕はガーネットさんを空き部屋に連れていく。

　そして向かい合うと、じぃっと僕の瞳を見つめてきた。

　いよいよか。緊張するなぁ……。

「え、えと、じゃあ……手を繋いでも？」

「もちろんよ」

　ガーネットさんが差し出した手を、僕はそっと握った。

　うわあっ！　柔らかい！　しっとりしてて、温かくて――ていうか指細っ！　力を込めたら怪我させちゃいそうだな……。

「あの……本当に踊ってくれるんですか？　腕を引っ張って怪我させちゃうかもですし……」

「だったら……引っ張れないようにすればいいわ」

「引っ張れないように？」

「ええ、こうして……」

　ガーネットさんが、遠慮がちにそっと身体を寄せてきた。

　ふわっと心地良い匂いが漂い――胸元に柔らかい感触が！　感触が!?

　こ、これってなに!?　めちゃくちゃ柔らかいんですけど!?

「呼吸が荒いわ」

「す、すみません！　ダンスが楽しみすぎて！」

「私も楽しみよ。早く踊りたいわ」

「で、ですね！　では……」

　高鳴る鼓動をそのままに、僕はダンスを始める。

　ドラミ相手の練習ではクルクルまわしたりしてたけど、ガーネットさん相手にそれはできず……練習してたのとは違い、身体をゆらゆらと揺らすだけになってしまう。

　だけど……想像してた踊りとは違うけど、想像以上に幸せだ。

「ジェイド、ニコニコしてるのだ……すごく楽しそうなのだ……」

「ダンスって、そんなに楽しいのです？」

「ドラミたちも踊ってみるのだ！」

「さんせーです！」

　ぎゅっとハグして、ふたりも踊る。

　そんなふたりを横目に、僕はガーネットさんの温もりを感じ続ける。

「……ごめんなさい。足を踏んでしまったわ」

「そうなんですか。ダンスに夢中で気づきませんでした」

「集中しすぎだわ」

「幸せですから……」

　大好きなガーネットさんと、僕は夢中になって踊り続け――ふと、お腹の音が聞こえてきた。誰かがお腹を空かせているみたいだ。けっこう踊ったし、ガーネットさんも疲れてるかも。
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「……そろそろ終わりにしますか？」

　名残惜しいけど、もう一生分の幸せを味わった。

　僕がそう切り出すと、ガーネットさんはそっと離れる。……その顔は、うっすらと赤らんでいた。

　てことはいまの音、ガーネットさんなのかな？

「そろそろ食事にしましょうか？」

「やったー！　お腹ぺこぺこだったのだ～！」

「わたしもです！　お腹鳴っちゃったですよ！」

　えっ？　いまの音、マリンちゃんなの？

　じゃあどうしてガーネットさんは頬を染めてるんだ？　まさか……

「あの……体調が悪いんですか？」

「どうしてそう思うのかしら」

「ガーネットさん、顔が熱っぽいようですから。熱があるなら、ひとっ走りして特効薬を手に入れてきますよ」

「だいじょうぶよ。あなたとダンスできるように、ちゃんと体調管理をしてたもの」

　わざわざ体調管理まで……。

「ありがとうございます！　僕、今日のダンスめちゃくちゃ楽しかったです！」

「私も楽しかったわ。……だけど、男の子とこうやって踊るのは初めてだったから……緊張して、あまり上手に踊れなかったわ」

「そ、そんなことないですよ！　ガーネットさん、すごく上手に踊れてましたから！　それにダンスの腕前とか気にしませんし！　ガーネットさんと踊れるだけで幸せなんですから！」

「私と？」

「はい！　ガーネットさ……」

　……あれ？　僕いまなんて言った？

　ガーネットさんと踊るのが幸せって言わなかったか!?

　いまのを告白だと受け取られたらどうしよう……。友達になって日が浅いのに告白すれば、待っているのは失恋だ。

　ま、まあでも、踊るのが幸せって言っただけだもんね。告白とはちょっと違うか！




「ジェイドは本当にガーネットが好きなのだなぁ」




　うわあああ!?　ドラミいぃいい!?

　ほのぼのとした表情で、なんて際どい発言をするんだ！

「ジェイドくん、お姉ちゃんが好きなんです!?」

「大好きなのだ！」

「ドラミ!?」

「大好きなガーネットのために花を摘んだり魚を釣ったりしたのだ！」

「ドラミ!?」

「ガーネットと夕日を見るために港町に別荘も買ったのだ！」

「ドラミ!?」

「ちなみにドラミもジェイドが好きなのだ！」

「そ、それって三角関係です!?　わたしはどっちを応援すればいいですか!?」

　マリンちゃん、こんな話題で盛り上がらないで……！

「応援ってなんのことなのだ？」

「ジェイドくんと恋人になれるように応援するってことです」

「ドラミはジェイドにお世話になってるから好きなだけなのだ。恩返しがしたいだけなのだ。ジェイドもそうじゃないのだ？」

「ええと、僕は、その……」

　思いがけない展開に言葉が詰まる。

　まさかこんな形で好意が明るみに出るなんて……。ガーネットさんの顔を見るのが怖くなり、うつむいてしまう。

　あなたと恋人になるつもりはないわ、なんて拒絶されたらどうしよう……。不安な気持ちに駆られ、嫌な汗が背中を伝う。

「……もしかしてドラミ、言っちゃだめなこと言っちゃったのだ？」

　僕の表情を見て不安になったのか、ドラミが申し訳なさそうに僕の顔を覗きこんできた。

　ただでさえ今日は怖い思いをしたんだ。これ以上、ドラミに不安な思いはさせたくない。

「ううん、そんなことないよ」

「本当なのだ？」

「うん。本当だよ」

　そう言いつつ顔を上げ……心臓がバクバクと早鐘を打つのをそのままに、ガーネットさんの顔色を窺うかがう。

　……ガーネットさんは、熱っぽい瞳で僕を見ていた。

　仲良くなってからはいろんな表情を見せてくれるようになったけど、この表情は初めてだ。そのとろけるような熱い眼差しを見ていると、いつにも増して鼓動が早くなってしまう。

　どうにか誤魔化したいけれど、緊張しすぎて思考が上手くまとまらない。言葉が出てこず、見つめ合ったまま時間だけが過ぎていく。

　先に口を開いたのは、ガーネットさんだった。

「ジェイドくんは……私のことが、好きなの？」

「ま、まあ、好きではあります、けど……」

　そう、とガーネットさんはますます顔を赤らめる。

「……その好きは、お付き合いしたいという意味なのかしら？」

「そ、それは、その……」

「……違うの？」

　じっと瞳を見つめられ、体温が急上昇してしまう。

「え、ええと、違うというか、なんというか……つまりですね、その……」

「……つまり、なにかしら？」

　なにかを期待するような眼差しで、ガーネットさんが続きを促してくる。

「つまり……その、つまり……」

　その先を口にすると、もう後には引けなくなってしまう。

　だけど……いまならまだ誤魔化せるけど、『お付き合いしたいという意味ではありません』なんて言えない。

　初めて出会った瞬間から、ずっとずっと彼女のことが大好きなのだから。一〇年抱き続けたこの気持ちに、嘘はつけない。つきたくない。

　想いをぶつけるのは怖いけど……ものすごく緊張するけれど……ガーネットさんと付き合うためには、いずれ乗り越えなくちゃいけないことなんだ。

　いずれ告白する日はやってくる。だったら……僕は、自分の気持ちに嘘をつかずにその日を迎えたい。

　勇気を出すなら、きっといまだ。

　覚悟を決めろ！　勇気を振り絞って叫ぶんだ！




「つまり、僕の恋人になってほしいって意味です！」




　しん、と部屋が静まりかえる。

　不安で心臓がバクバク鳴るなか、ガーネットさんがにこやかな笑みを浮かべ――

「……なるわ」

「で、ですよね！　やっぱり無理ですよね！　僕たち友達になったばかりですもんね――いまなんて!?」

「なるわ。ジェイドくんの恋人に」

　ガーネットさんは、頬を赤らめながらもにこやかだった。僕の恋人になることを喜んでいるように見える、けど……本当にいいの？　僕と恋人になってくれるの!?

「ど、どどどうしてですか!?　僕たち、友達になって日が浅いのに……」

「それでも、あなたがどういう人間かはよく知っているわ」

「僕が、どういう人間か……」

「ええ。一〇年前からあなたのことを見てきたもの」

　ガーネットさんは僕を落ち着かせるように、優しい口調で僕のいいところを語ってくれた。

「あなたは優しくて、まじめで、努力家で、いつもひとのために一生懸命だわ。それにどんなときも元気で……。あなたのそばにいると、私まで楽しくて元気になるの」

　だから、と手汗まみれの僕の手に、そっと自分の手を重ね――




「ジェイドくんとお付き合いできたら……嬉しいわ」




　う、うおおおおおおお！

　うおおおおおおおおおおおおおおお!?

「や、やったあああああああああ！　ガーネットさんが恋人になってくれたああああああ！」

「喜びすぎじゃないかしら……？」

　子どもみたいに大はしゃぎされ、ガーネットさんは照れくさそうだ。僕としてもガーネットさんに気恥ずかしい思いはさせたくないけど、こればっかりは感情を抑えきることができない。

　なにせ一〇年越しの想いがついに実ったのだから！

　大好きな女性と付き合うことができるのだから！

「めちゃくちゃ嬉しいですもん！　僕、本気でガーネットさんのことが好きなんですから！　ほ、ほんとに付き合ってくれるんですか!?」

　ガーネットさんは頬を赤らめながらも、うなずいてくれた。

「あなたとお付き合いしたいわ」

「うおおおおおおおおおおお！　ありがとうございます！　ぜったい幸せにしてみせます！」

　ハイテンションではしゃぐ僕に、マリンちゃんとドラミが拍手を送る。

「おめでとうです！」

「ありがとうマリンちゃん！」

「おめでとなのだ！」

「ありがとうドラミ！」

「お祝いにお菓子パーティするですかっ？」

「お菓子ばかりだと身体を壊すわ」

「じゃあ食べに行きませんっ？」

「それでもいいし、私が料理をしてもいいわ」

「やったー！　ガーネットさんの手料理食べたいです！」

　僕が飛び跳ねて喜ぶと、ガーネットさんは「そんなに喜ばれると作りがいがあるわ」とほほ笑んだ。

　それから夢見心地でガーネットさん宅を訪れ、僕はずっと憧れていた恋人の手料理を味わい尽くしたのだった。

　世界一美味しかったのは言うまでもない。










《　終幕　ギルド通いは終わらない　》




　翌日。

　日が昇って間もない頃、僕たちは列車乗り場を訪れた。

　今日はいよいよマリンちゃんの旅立ちの日だ。妹が旅立つということで、ガーネットさんも一緒にいる。

「王都は楽しかったかしら？」

「すっごく楽しかったです！　ドラミちゃんとジェイドくんのおかげですっ！」

「ドラミも楽しかったのだ～！」

　いえーい、とドラミとマリンちゃんはハイタッチする。ほんと、仲良くなったなぁ。

「またマリンちゃんに会える日を楽しみにしてるからね」

「はいです！　お家に帰ってもクエストを受けて、いつか十つ花になってみせるです！　そのときは一緒にクエストを攻略してほしいです！」

「もちろん。その日が来るのを楽しみにしてるよ」

「マリンならぜったいになれるのだ！」

「ありがとうですっ！　……お姉ちゃんも、応援してくれるです？」

　不安げなマリンちゃんに、ガーネットさんが優しくほほ笑む。

「可愛い妹の夢だもの。応援するわ」

「お姉ちゃん……」

「だけど、ちゃんと家に帰ると約束してほしいわ」

「約束するです！　どんなクエストを受けても、必ず家に帰るです！」

　マリンちゃんが力強く宣言すると、駅員が近づいてきた。「そろそろ出発ですよ～」と呼びかけられ、マリンちゃんは寂しげな顔をする。

「いよいよお別れです……。じゃあみんな、そろそろ行ってくるです」

「マリン……」

　お別れのときが迫り、ドラミがぎゅっと唇を噛みしめた。だけど、すぐに悲しみを引っ込め、明るい声で言う。

「これをドラミだと思って、受け取ってほしいのだ！」

　ドラミはマリンちゃんに小石を渡した。

　なにを贈ったらマリンちゃんに喜ばれるだろうかと一生懸命に考えて選んだ、青い光を放つ本当に綺麗な小石だった。

「すごく綺麗です……青く光る小石なんて初めて見たです！」

「ドラミが見つけてきたなかで、一番綺麗な小石なのだ！」

「本当にもらってもいいのです？」

「いいのだ。そ、そのかわり、冒険をしてマリンが綺麗な小石を見つけたら、ドラミに譲ってほしいのだ！」

　小石の話は建前で、本当はマリンちゃんと再会の約束をしたいだけだ。大好きな友達にまた会うことができるだろうかと不安そうな様子のドラミに、マリンちゃんは明るい笑みを向けた。

「あげるですっ！　綺麗な小石、見つけてやるです～！」

「楽しみなのだ～！」

　がっしりと握手をして、マリンちゃんは列車に乗り込む。列車がゆっくりと動きだすなか、窓から顔を出し、僕たちに手を振ってきた。

　ドラミも力強く手を振り返す。

「さよならなのだ～！」

「さよならです～！」

　遠のいていく列車を、ドラミは手を振りながら見送る。

　そして列車が見えなくなると、その場に膝をついてしまう。地べたをドンドン叩きながら、

「うおおお！　悲しいのだあああああああ！」

「ちゃんと笑顔でお別れできて偉いね」

「だって泣いたらマリンを困らせちゃうのだああああ！　ほんとはずっと泣きそうだったのだあああああ！」

「美味しい店につれてってあげるから、元気出して」

「ううっ……泣かないように唇を噛みしめてたから、ヒリヒリするのだ……味付けが濃いものだと、傷に障りそうなのだ……」

「薄味の美味しい料理を食べさせてあげるからさ」

「ううっ……またマリンと食べたいのだ……」

　ドラミは本当にマリンちゃんのことが大好きなんだな……。ドラミのためにもなんとかしてあげたいけど、こればっかりは僕の力ではどうしようもないし……。

「だったら会いに行くといいわ」

　ドラミがガバッと顔を上げた。

「ええ!?　会いに行ってもいいのだ!?」

「もちろんよ。休みが取れたら、ふたりを実家に招待するわ」

「やったのだー！　また会えるのだ～！」

「僕もいいんですか!?」

「歓迎するわ」

　やったー！　ガーネットさんの実家に行けるぞ！

　これでもっとガーネットさんと親しくなれる！

　そうと決まればさっそく準備しないとね！

　最高のお土産を手に入れて、立派な恋人だってお母様にアピールするんだ！

「マリンのために綺麗な小石を見つけてやるのだっ。早く旅がしたいのだ！」

「僕もだよ！　国中を……ううん、世界中を巡ってやろう！」

「賛成なのだ！　世界中を旅すれば珍しくて綺麗な小石が山ほど手に入りそうなのだ！」

「……ふたりとも遠くへ行くのかしら？」

「はい！　世界中を巡って最高のお土産を手に入れたいですし、ガーネットさんのお父さんも探したいですから！」

「そう……」

　あれ？　思ってた反応と違う。

　てっきり喜んでくれると思ってたんだけど……

「……もしかして、よけいな気遣いでした？」

　ガーネットさんは、ふるふると首を横に振り、

「あなたの気持ちは本当に嬉しいわ。だけど……会えなくなるのは寂しいわ」

「僕もガーネットさんに会えないのは寂しいですよ！　だから当然、今後もギルド通いは続けます！」

　クエストを受け、クリアして、数日の旅を挟み、一八番窓口へ――。

　そんな日々を繰り返せば、いずれは世界中を見てまわれる。

　どこかで旅をしているはずのオニキスさんとも、そのうち会うことができるはず。

「どんなクエストを受けても、週に一度は帰るようにしますっ！　じゃないと、僕のほうこそ寂しくて死んじゃいますからね」

「だけど、あなたの負担が大きすぎるんじゃないかしら……？　ギルドに通わなくても、私に会うことはできるわ」

　たしかに僕はガーネットさんと晴れて恋人同士になれた。窓口越しじゃなくたって、会話を楽しむことはできる。

　ただ恋人に会いたいだけなら、通うべきはギルドではなくガーネットさん宅だ。クエストを受けずに旅をするだけなら、ガーネットさんの言う通り、僕の負担はかなり減る。




　だとしても、僕はギルドに通い続ける。




　冒険者という職業に執着しているわけじゃない。

　魔獣とのスリリングな戦いを望んでいるわけじゃない。

　さらなる功績を上げ、いま以上の英雄になりたいわけじゃない。

　僕がギルド通いを続けるのは、もっと単純な理由――

「僕、ガーネットさんの働いてる姿を見るのが好きなんです。だってめちゃくちゃ可愛いですから！　初めて見たときは天使だと思いましたよ！　あっ、もちろん、いまも天使みたいに可愛いですけどね！」

　想いを告げると、ガーネットさんの頬が赤らんだ。

　嬉しそうに頬を緩め、気遣うような口調で、

「旅の途中で倒れないように、しっかり食べて体力をつけたほうがいいわ」

「はい！　もしよかったら、今夜もご飯を作ってほしいですっ！　ガーネットさんの手料理、信じられないくらい美味しかったですから！」

「旅立つふたりのために、愛情をこめてご馳走を作るわ」

「嬉しいです！　今夜が待ち遠しいですっ！」

「ドラミも楽しみなのだ！　――うぅ、ご飯の話をしてたらますますお腹が空いてきたのだ。早くご飯にしたいのだ！」

「だね。これから食事に行きますけど、よかったらガーネットさんもどうですか？」

「行くわ。ギルドが開くまで、もうちょっと時間があるもの」

「決まりなのだ～！　さっそく食べに行くのだ～！」

　そうして涼しい風が吹き抜けるなか、僕たちはどの店に行こうかと相談しながら、列車乗り場をあとにしたのだった。










あとがき




　はじめまして、猫又ぬこです。

　このたびは、『受付嬢に告白したくてギルドに通いつめたら英雄になってた』を手に取っていただきまして、まことにありがとうございます。

　受付嬢のガーネットさんと仲良くなりたい一心でギルド通いを続けた結果、気づけば英雄になっていたジェイドくんの物語、お楽しみいただけましたでしょうか？　本作は明るく楽しくほのぼのとした物語になるように心がけて書きましたので、読者の皆様に少しでもほっこりとした気持ちになっていただけたなら幸いです。

　ちなみにですが今回作家デビュー九年目にしてコミックス先行という初めての体験をさせていただきまして、漫画のほうは現在第四巻まで出ています。よねぞう先生が手がけるドラミが全コマ可愛かったり、ジェイドくんのリアクションが面白かったりしますので、よろしければぜひご覧いただけますと嬉しいです。




　それでは謝辞を。

　本作の出版に当たっては、多くの方々にご尽力いただきました。

　担当様をはじめとする編集部の皆様。

　ご多忙なスケジュールのなか漫画版に引き続き挿絵を担当してくださったよねぞう先生。

　校正様にデザイナー様、本作に関わったすべての関係者の方々。

　投稿サイトのほうで応援してくださった皆様。

　そしてなにより本作を手に取ってくださった読者の皆様に最上級の感謝を。皆様に少しでもお楽しみいただけたなら、これ以上の幸せはありません。




　それでは、またどこかでお会いできることを祈りつつ。




二〇二三年そこそこ暖かい日　猫ねこ又またぬこ










一八番窓口にて




　その日、ガーネットがいつものように窓口対応をしていると、幼い声が聞こえてきた。

「すみません。冒険者になりたいんですけど……！」

　ギルドに子どもの声が響くのは珍しい。気になって窓口から少しだけ身を乗り出してみると、正面カウンターに子どもが見えた。

　どうやらひとりで来ているようで、ガーネットは心配になってしまう。

　親同伴ならまだしも、あれくらいの歳の子がひとりで魔獣と戦うのは危ない。

　かといって、規則に反しているわけではないのだ。冒険者には一二歳からなれるし、危ないからといって冒険者デビューを止めさせることはガーネットにはできない。

　男の子を心配に思いつつ、ガーネットは窓口対応を続ける。次の方どうぞ、と声をかけると、先ほどの男の子だった。

　よほど冒険者デビューが待ち遠しかったのだろう。彼は満面の笑みで、

「はじめまして、ジェイドです！　つぼみクラスのクエストを受けに……」

　そこまで言って、急に黙り込んでしまった。

　クエストを受ける段階になり、緊張感がこみ上げてきたのだろうか。しばらく待ってみたが彼は続きを口にせず、信じられないものを見るような目をガーネットに向けている。

「彼、どうしたのかな？」

「きっと初クエストに緊張しちまったんだ。そっとしといてやろうぜ」

　うしろに並んでいた冒険者たちが、温かい目で彼を見ている。ガーネットも温かく見守ろうかと思ったが……やはり心配なので、こちらから声をかけてみることにした。

「……どうかなさいましたか？」

「い、いえ、その……」

　彼はまた黙り込んでしまった。

　まだ受付嬢になって日が浅いが、こんなに緊張している冒険者を見るのははじめてだ。このまま魔獣退治に出かけると、予期せぬ怪我をしてしまうかも。クエストを受けるつもりがあるのなら、せめて緊張をほぐしてあげないと。

「つぼみクラス用のクエストはこちらになりますが……」

　気遣うようにそっと声をかけてみると、彼はハッと目を見開き、カウンター上の冊子を指さした。

「あ、えと、じゃあ、その……こ、これで！」

「スライムの討伐ですね。ではクエストを達成しましたら、スライムの魔石をこちらの窓口へお持ちください」

「わかりました！」

　緊張がほぐれたのだろうか。先ほどとは打って変わり、彼は元気いっぱいに叫ぶと全速力でギルドを出ていった。

　ややあって――

「こ、これっ！　達成しました！」

　ジェイドが戻ってきた。見たところ怪我はしていないようだ。

　ガーネットは胸を撫で下ろしつつ、規則に則り名前をたずねる。

「お名前は？」

「ジェイドです！」

「少々お待ちください」

　魔石を受け取ると、目視で傷を見つけてしまう。頑張って退治したのに傷があるなんて……彼が知ったら悲しんでしまうかも。

「スライム討伐のクエストですね。では拝見します」

　鑑定魔法でスライムの魔石であることを確かめ、ガーネットはカウンターにコインを置いた。

「こちらスライム討伐の報酬になります。ひびが入ってますので、ギルドの規定に則り半額の五〇〇ゴルとなります」

「ありがとうございます！」

　悲しむどころか、ジェイドは満面の笑みだ。クエストを攻略できただけで満足なのだろう。疲れただろうし今日はゆっくり休んでほしい――

「それでですね、このまま次の依頼を受けたいんですけど！」

　が、彼にその気はないようだ。できれば休んでほしいが、受付嬢として拒むことはできない。

「つぼみ用のクエストはこちらになります」

「じゃあこれを！」

　よほど冒険が好きなのだろう。新たにクエストを受けると、ジェイドは全速力で走り去っていった。

　ガーネットの父であるオニキスも、彼と同じく冒険が大好きだった。そんな父と同じように、ある日を境にいなくなってしまうんじゃないかと心配していたが……杞憂に終わる。

　この日を境に一〇年間、ジェイドはほとんど毎日ギルドに顔を出してくれたから。
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。
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